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少女達の夕べ　九月八日（水）







　夏休みが終わると、どこの部活動も秋の文化祭に向かって動き始める。それは孝こう太た郎ろうの属する編み物研究会も同じだ。研究会員である晴はる海みやゆりかと三人で、文化祭の出し物について検討を始めている。だから今日は三人で研究会の部室に集まっていた。一〇六号室でやってもいい相談なのだが、そこは気分の問題だった。

「私はぁ、このマフラーをそのまま出しますぅ」

「お前は始めたばかりだからそんなもんだろう」

　編み物研究会は自分達たちで作った編み物の展示をする事になっている。少し前に入部したゆりかはまだ初歩の初歩で、昨年の孝太郎と同じくただ真まっ直すぐに編み進めている状じよう況きようにある。ゆりかはそれを多少手直しして、マフラーとして展示するつもりでいた。

「桜さくら庭ば先せん輩ぱいはぁ、どうするんですかぁ？」

「私は………どれにしようかしら」

　晴海の場合、活動は既すでに三年目。セーターや手てぶ袋くろといった定番のものから、ぬいぐるみや手て提さげのバッグなど複雑な形状のものまで、複数の作品を完成させていた。だからその中から一つ選んで展示するのは、非常に悩なやましい問題だった。

「全部展示すればいいじゃないですか。どれもうまく出来ていますし」

　だが孝太郎にとってはそう悩ましい問題ではない。折せつ角かく沢たく山さんあるのだから、全部展示してしまえというのが孝太郎の考えだった。

「でも………それでは私の展示ばかりになってしまいますから………」

　晴海は軽く眉まゆを寄せる。彼かの女じよが悩んでいたのは、展示の数の問題だった。ゆりかがマフラーのみ、孝太郎が数個しか作品がない状態で、晴海の作品を全すべて展示してしまったら、まるで晴海の個展のような状態になってしまう。真ま面じ目めで控ひかえ目めな考えの持ち主である晴海には、それはやり過ぎのように感じられていたのだ。

「それでいいじゃありませんか。桜庭先輩はもうすぐ研究会から引退なんですから、ここで一花咲さかせましょうよ」

「そうですそうですぅ。展示が少ないのは寂さびしいですしぃ、桜庭先輩の作品で少し水増ししないと、来年の文化祭で展示スペースが貰もらえなくなりますぅ」

　孝太郎は体育会系的な理由から、ゆりかはひどく現実的な理由から、それぞれ晴海の展示拡充を後あと押おしする。すると晴海はしばらく考えた後、遠えん慮りよがちに頷うなずいた。

「じゃあ、いくつか出してみようかしら………」

　晴海としても多くの作品に愛着がある。それに演劇を通じて、他人に認めて貰う事の楽しさも分かってきた。出しゃばりはよくないが、出なさすぎるのもいけない。今の晴海はそんな風に考えられるようになっていた。

「よし、今回は桜庭先輩の個展で決まりだ！」

「私とぉ、里さと見みさんはぁ、隅すみっこの方にそっと展示しますぅ！」

　孝太郎とゆりかは、晴海の作品を展示の軸じくに据すえる事を決めた。その方が展示の見た目やイメージが良くなり、来年の新入部員に期待できようというものだった。

「ちょ、ちょっと二人とも！」

　成長して自分を表現する事を身に付け始めた晴海だったが、ここまであからさまにやってしまうのは流石さすがに照てれ臭くさく、彼女は思わず頬ほおを赤らめた。










　大まかな話が決まったところで、三人は一〇六号室へ帰った。晴海はここからクランの朧ろう月げつを経由して自宅へ帰る。瞬間移動のゲートが使えるので、バスで帰るより早いし、帰りに友人と語り合う時間も持てる。いい事ずくめだった。

「とりあえず、展示用の台とパネルは俺おれが用意しますんで、飾かざり付つけなんかは桜庭先輩とゆりかにお願いしていいですか？」

　孝太郎はメモ用紙に展示の配置を大まかに書き込みながら、晴海とゆりかに飾り付けを担当して貰えるように提案した。飾り付けに関しては、女の子の繊せん細さいなセンスが必要だと思われるので、自分は力仕事に回るつもりでいた。

「分かりました」

「がんばりますぅ………ずるずるずる………」

　晴海はしっかりと頷き頼たのもしい雰ふん囲い気きだったのだが、ゆりかはカップ麺めんを食べながらだったのでやや不安が残る。しかしゆりかが意図的に約束を破るような子ではない事は既に分かっているので、孝太郎は特に何も言わなかった。

「でもごめんなさい、里見君。力仕事を全部お願いしてしまって………」

　展示用の台やパネルは重い。晴海は孝太郎に力仕事ばかりを押し付ける形になる事を申し訳ないと思っていた。しかし孝太郎は特に気にしておらず、笑え顔がおで首を横に振ふった。

「いいんですよ。適材適所って言うじゃないですか」

　孝太郎は自分の美的センスがいまひとつである事を自覚している。それに比べれば、力仕事の方がよっぽど自信があった。

「そうですよぉ、桜庭せんぱぁい。そうじゃないとぉ、私や里見さんの立場がないじゃありませんかぁ………ずるずるずる………」

「どうでもいいが、食うか喋しやべるかどっちかにしろ」

「………ずるずるずる………」

「お前の適所はラーメンを食べる事なのな」

「ふふっ」

　それから孝太郎達はちゃぶ台を囲んで、しばらく相談を続けた。幾いくらか時間が流れ、現段階で決められる事を一通り決め終わると、それまで黙だまって邪じや魔まをしないようにしていた他の少女達が口を開き始めた。

「ところでティアちゃん、演劇部の方はどうなの？」

　真っ先に話し始めたのは、おしゃべり好きな静しず香か。静香の興味はティアと演劇部に向けられている。孝太郎達が文化祭の事を話していたので、その流れで思い出したのだ。すると話はなし掛かけられたティアは、遊んでいたゲームを一時停止させて静香の方を向いた。

「昨年の演劇の評判が良かったので、今年も『白銀の姫ひめと青き騎き士し』で行くらしい」

「じゃあ、ティアさんは忙いそがしくなりますね？」

　静香の隣となりにいた真ま希きがティアに笑いかける。今でこそ呑のん気きにテレビゲームに勤いそしんでいるティアだが、演劇の準備が始まればそうやって遊んでもいられなくなるだろう。

「いや、わらわは今回ノータッチじゃ」

　しかしティアは首を横に振った。その美しい金きん髪ぱつが左右に大きく揺ゆれる。

「そうなんですか？」

　ティアの意外な答えに真希は目を丸くする。話を聞いていた他の者達も同じで、一様に驚おどろいていた。

「うむ。先日、部長が代替わりしたそうでのう。ついでにキャストとスタッフを一新して一から作り直すらしい。という訳で、わらわも口を出さぬ事にした。質問に答えるぐらいはするじゃろうがの」

「ああ、聞いた聞いた」

　そんなティアの言葉に、孝太郎は自分の仕事の手を休めて口を挟はさんだ。

「なんでもマッケンジーが青騎士をやるらしいな。なんだか妙みような気分だが………」

　孝太郎は苦く笑しようする。昨年は孝太郎が役を奪うばってしまった形になったが、今年は主人公もヒロインも一新されるので、賢けん治じが青騎士役に返かえり咲ざいた。賢治は自分よりも見み栄ばえがいいので、孝太郎はきっと自分がやるよりもいい青騎士が見れるだろうと踏ふんでいた。

「それは残念だな、ティア殿」

　キリハは軽く微笑ほほえみながら、各人の湯ゆ呑のみにお茶を入れていく。彼女はティアが青騎士の伝説に入れ込んでいるのを知っているので、ティアが残念だと感じているだろうと考えていた。何な故ぜなら、ティアの青騎士は孝太郎一人きりであったから。

「確かに、多少そう思わないではないが………技術は継けい承しようしつつ、世代ごとに独自にやっていくというのは、前向きで勇ましき考え方じゃ。演劇部の活性化に繋つながる、正しい選せん択たくじゃろうの」

　しかしティアはキリハが思ったほどには落らく胆たんしていなかった。ティアは一つの台本に対して複数の解かい釈しやくがあっていいと思っている。かつてはそうではなかったのだが、今の彼女はそのように思っていた。何故なら孝太郎という一人の少年に対して、青騎士という別の解釈が与あたえられたのが、青騎士の伝説であったから。

　そしてもう一つ、ティアがそれでいいと思う理由があった。ティアは小さく苦笑しながら、その理由を口にした。

「それにのう………コータローがコータローの伝説を自分で演じるのでは、演劇とは呼べまい。真実を知ったわらわが口出しするのも、似たようなものじゃろう」

　孝太郎は青騎士本人。孝太郎自身の認にん識しきはともかく、ティアはそう解釈している。その孝太郎が青騎士を演じるという事は、たった一つの正しい解釈を示す事になるだろう。それは芸術ではなく、ドキュメンタリー番組の再現映像に近いもの。青騎士はこうだったと再現しているに過ぎないのだ。そして真実を知っているティアが演劇に口を挟むのも同じだろう。

　去年の段階では芸術だったが、今の孝太郎達では芸術にならない。ティアが世代交代して構わないと思ったのは、それが理由だった。

「殿でん下かはこう仰おつしやっておいでですが、実はおやかたさまの真の姿を公にしたくないというのが本音でございます」

「こっ、これルースッ！」

　だがティアが隠かくしておきたかった事までルースが暴ばく露ろしてしまうと、ティアはこれまでとは打って変わり、顔を赤らめて慌て始める。しかしその事が逆に、ティアの本音がルースの言う通りである事を如によ実じつに表していた。

「わらわはあくまで芸術の為ためにそうするべきだと思うだけじゃっ！　コータローの真の姿はわらわ達だけで独どく占せんしておきたいなどとは思うておらぬ！」

「ティア殿、ルースはそこまでは言っていないが」

「ウッ………」

　キリハの指し摘てきにティアは言葉を詰つまらせる。それを見たキリハは、楽しそうに微笑む。しかしそれはティアを馬ば鹿かにするというよりは、共感したが故ゆえの笑顔だった。

「だが………我らだけで独占しておきたいというのは同感だな。今の我らが青騎士の演劇をやれば、我らの大切なものを赤せき裸ら々らに描えがかねばならないからな」

「………ま、まぁ、そのような事じゃな」

　酷ひどく動どう揺ようしていたティアだったが、キリハが理解を示した事で幾らか調子を取とり戻もどす。照れ臭いのは確かだが、仲間達には本音を知られても構わないと思っていた。多くの少女達が、同じような気持ちを抱かかえている筈はずだったから。

「そうだ、騎士だっ！　忘れてたっ！」

　そんな時だった。孝太郎の背中に乗って怠たい惰だな時間を過ごしていた早さ苗なえが、ひらりと畳の上に降りる。そして孝太郎の正面側に回り込むと、向かい合うようにして座すわった。

「どうしたんだ、急に？」

「雇やといやがれこの野や郎ろうっ！」

　早苗は身を乗り出すようにして勢いよく孝太郎に訴うつたえた。しかし主語や説明が欠けているので、孝太郎は不思議そうに首を傾かしげる。

「何の話だ？　分かるように言え」

「前に約束したじゃない！　キリハのゴタゴタが片付いたら、あたしを騎き士し団だんに入れてくれるって！」

「ああ！　確かにそんな約束したな」

　早苗に言われて孝太郎も思い出した。早苗は孝太郎の作った『サトミ騎士団』への入団を希望していたのだが、地底の急進派を刺し激げきしないように入団は先送りにされていた。これは一〇六号室の占せん拠きよを狙ねらう勢力の一体化が進めば、急進派が危機感を持つと考えた為だった。

　しかし先日の戦いで急進派は解体。一〇六号室の住人が騎士団へ所属したところで危機感を覚える者はいなくなった。そして夏休みが終わって一〇六号室が平常運転を開始した今になって、早苗はその事を思い出したのだ。

「という訳で、さっさと雇いやがれこの野郎！　家事手伝いで！」

「それが人にものを頼む態度か!?」

「雇いやがれこの野郎！　秘書で！」

「せっ、先輩まで!?」

　すると早苗の隣にいた晴海も議論に飛び込んできた。晴海は早苗の口調を真ま似ねて、同じ事を要求する。孝太郎はその様子から、彼女とも同じような約束をしていた事を思い出した。

　―――うーん、妙な事になったが………言われてみれば確かに問題はないな………。

　少し考えてみたところで、孝太郎の気持ちは早苗と晴海の要求を叶かなえる方向に傾かたむく。約束だったし、地底の問題も片付いた。現時点で早苗と晴海が騎士団に入る事を嫌いやがる勢力は存在していない筈だった。

「まっ、待つのじゃっ！　サナエッ、ハルミッ、入団はしばし待っておくれっ！」

　しかし一〇六号室には一人だけ早苗と晴海の入団に反対の人物がいた。誰だれあろう、騎士団が守るべき相手―――ティアミリス皇女その人だった。

「殿下、何をそんなに慌てておられるのですか？　何か問題でも？」

　ティアの隣にいたルースが不思議そうに首を傾げる。ルースには二人の申し出に問題があるとは思えなかったのだ。

「問題大ありじゃあっ！　このままではわらわの騎士団がっ、一時的に文系の騎士団になってしまうっ！　そんなのは嫌なのじゃあっ！」

　ティアが問題視していたのは、騎士団の役職だった。現在、サトミ騎士団に所属している人間は全部で三人。騎士団長の孝太郎、副団長のルース、会計係の真希だ。このうち最初の二人は騎士で、真希だけが非戦闘員として所属している。比率は二対一なので、今のところは戦闘集団の体面を保っている。しかしここで早苗と晴海が、家事手伝いと秘書で入団してしまうと、この人数比率は逆転する。二対三で、非戦闘員が多い―――文系の騎士団になってしまうのだ。

「お前、意外と細かい事に拘こだわるんだな」

「コータロー！　そなたは拘らなすぎなのじゃっ！」

　ロマンを求めるティアだから―――それが建前であるとしても―――騎士団とはあくまで戦闘集団であってほしい。一いつ瞬しゆんでもその経歴に文系であった時代を刻みたくない。それが孝太郎の騎士団であるから、尚なお更さらだった。

「事情は分かりましたが………どうなさるおつもりなのですか、殿下？」

　ルースはティアの心中を察して微笑むと、停滞気味の話題を先へ進める。基本的に騎士団の人事権は団長である孝太郎が握にぎっている。ティアの気分の問題だけで、早苗と晴海の入団拒否をだらだらと続ける訳にもいかない。早々に何か対策が必要だった。

「先に戦闘要員を二人増やすのじゃ！　そうすれば一度も文系にならずに済む！」







[image: ]







　戦闘要員を先に二人増やせば、後から早苗と晴海が入っても比率は四対三で、戦闘集団としての体面を保つ事が出来る。サトミ騎士団はあくまで戦闘組織。ティアのロマンは守られる事になるだろう。

「ティアミリスさんにしては、意外と姑こ息そくですわね？」

　重力制御で天てん井じように寝ねそべって本を読んでいたクランが苦笑する。ティアがやろうとしている操作は、どちらかといえばクランが―――正確には過去のクランが―――やるような事。前向きなティアには似合わないものだった。

「なんとでも言うがよい！　これはどちらかといえば騎士団のアイデンティティの問題なのじゃっ！」

「ま、気持ちは分からないではありませんわね」

　クランは肩かたを竦すくめ、小さく笑う。本当の事を言えば、孝太郎は戦い向きの人間ではないから、騎士団が平和的な性質を持つのは必然だろう。けれど真実はどうあれ、騎士団は戦闘集団という建前を守りたいのがフォルトーゼの人間のロマン。クランもそこには理解があった。

「という訳で頼むシズカ！　キリハ！　格かく闘とう家かと軍師として我わが騎士団に入団してはくれまいかっ！」

「え？　私？」

　楽しそうに話を聞いていた静香が目を丸くする。冗じよう談だんで入団の話をした事はあったのだが、このタイミングで自分に話の矛ほこ先さきが向くとは思っていなかった。

「そなたらに頼むのが一番問題が少ないのじゃ！　名義を貸してくれるだけでも構わぬから！」

　ティアは二人を拝むようにして懇こん願がんする。ティアとて本当の意味で戦闘集団にしたい訳ではない。その意味においては、本物の戦士を入団させるのは決していい事ではない。ある種のあたたかさを失わないように、それでいて名目上は戦闘集団に。その為には、この部屋の関係者に入団して貰うのが最もいい方法なのだ。

「ふふ………事情は分かった。急進派との戦いの恩もある。喜んで入団させて貰おう」

　キリハはそういうティアの心の動きが分かっている。だからキリハはあっさりと首を縦に振った。それに地底の問題の解決の為にあれだけ奔ほん走そうしてくれたティアの頼みは断れないという建前もある。しかしキリハの場合、やはり一番の理由は、その方が面おも白しろそうだというものだった。

「じゃあ、私も入団するわ」

　キリハが迷わず入団を決めたので、静香は特に何も考えずに自身も入団を決めた。頭脳派のキリハが迷わず入団したのだから何も問題はないのだろうという、酷く他人任せな理由からだった。

「ありがとうっ、キリハ、シズカッ！」

　ティアは二人の手を握り締め涙なみだながらにその手を上下させる。

「ティア殿、何も泣く事はないだろう」

　そんなティアの姿に、キリハは思わず苦笑を漏もらす。

「そうは言ってもじゃ！　この事にはフォルトーゼの乙おと女めとして、絶対に譲ゆずれぬ想おもいがあるのじゃ！」

　ティアとしてはどうしても守りたいロマンなのだ。人を殺す為の武器だと知りつつも、日本人が刀に魅みせられるのと似たようなものだろう。

「………俺の思いは何処どこへ行った」

　団長である孝太郎そっちのけで話が進んでいくので、孝太郎は少々困惑気味だった。そんな孝太郎に静香が笑いかける。

「気にしない気にしない。あ、里見君、私の給料は家賃だけで構わないから」

「助かります、大家さん」

　しかし静香の笑顔が明るく爽さわやかだったので、あまり複雑に考えない事にする。

　―――どうせ本当の意味で騎士団として活動する訳でもないしな………。

　重要なのはみんなが楽しいかどうか、そこに尽つきる筈。この騎士団に関する問題は、言ってみれば部活動的なニュアンスが一番近いのだから。

「それでティア、あたしと晴海の入団はどうなったのよ！」

　早苗はいまひとつ話の展開が理解できておらず、ちゃぶ台に両手をつくようにして身を乗り出し、ティアに結論を尋たずねた。

「案ずる事はない。問題は全て解決した。大手を振って入団するがよい」

「やった！」

「良かったですね、東ひがし本ほん願がんさん」

「うん！」

　ようやく許可を得た早苗は、大きな笑顔を作る。それを見守る晴海も、とても楽しげだった。二人はそのまましばらく笑い合う。

「晴海晴海！」

「はいっ」

　そしてひとしきり笑い合った二人は、最初と同じように孝太郎の前に並んで座ると、何の打ち合わせもなしに綺き麗れいに声を重ね合わせた。

『雇いやがれこの野郎！』

「………はい」

　その時の二人があまりに楽しそうだったので、孝太郎は反論するのも忘れて、思わず首を縦に振ったのだった。










　こうしてサトミ騎士団は新たに四人のメンバーを迎むかえる事となったのだが、中でも特に喜んでいるのが早苗と晴海。二人は孝太郎が入団していいと言った時から、妙に興奮気味だった。

「孝太郎孝太郎っ、あたしの給料について決めるわよ！」

「はいはい」

「給料は貰ったら全額返すから、額面上は月給百万円にしてっ！　高給取りの女になりたい！」

「家事手伝いの役職でか？」

「うんっ！」

　騎士団が部活動的なものであるのならば、その役職も給料も似たようなもの。早苗は孝太郎から実際に給料を貰うつもりはないが、沢たく山さん給料を貰っているという事実は欲ほしい。それで貰ってすぐ返すという奇き妙みような操作になる訳だ。

「だめだ」

「なんでぇっ!?　全部返すってゆってるじゃない！」

「お前の小遣い分は残さないと」

　早苗は幽ゆう霊れいだった頃ころから、ずっと孝太郎からお小遣いを貰い続けている。アニメグッズやお菓か子しなどはここから出ている。それまで返へん却きやくさせてしまうと可哀かわい想そうだと思った孝太郎だった。正直に言うと、孝太郎にはこのままお小遣いをあげ続けたいという、ちょっとした願望もあったのだが。

「お小遣いは別だよぉっ！」

「そうなのか」

「お小遣いは愛が試ためされてるの！　労働賃金とは別！」

「なんだかよく分からないが、それでいいなら」

「よしっ、決まりっ！」

　自分の労働形態が確定した事で、早苗は大きな笑顔を作った。早苗が騎士団に入団したからといって特に何かが変わる訳ではない。これまで通りの生活が続く事だろう。しかし早苗としては気分的に大きく違ちがうようで、上じよう機き嫌げんで孝太郎の背中にしがみついた。そこは今後ずっと自分の場所だと言わんばかりだった。

「それで里見君っ、私にはどんな任務が!?」

　そんな早苗に負けないぐらい、晴海も楽しそうにしていた。彼女の場合は精神的にずっと大人おとななので、喜ぶ早苗の雰囲気にわざと乗っかったような雰囲気だ。晴海はこのところ急激に、自分の感情の表し方を学習し始めていた。

「騎士団に所属という事は、やっぱり情報収集とかですかっ!?」

　晴海はどこか芝しば居いがかった雰囲気で両手を振り回しながら、その瞳ひとみを輝かがやかせる。晴海の瞳は早苗と同じぐらい元気に輝いていた。

「そんな訳ないでしょう。どこの情報も必要ありません」

　孝太郎も晴海がわざとそう言っている事ぐらいはお見通しだ。そのまるで子供のように輝く瞳を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜん。ついつい返事がぶっきらぼうになってしまうのは、晴海とじゃれ合うのが多少照れ臭いから。言動が子供じみているからか、いつもよりもずっと可愛かわいらしい印象になっているのだ。

「じゃあ………メロンパンと牛乳を買ってこいとか？」

「それはどんな任務ですか！」

「あ、あたし食べる！」

「里見君と、東本願さんと、私の分で三セット。他に欲しい方は？」

「………ティア、桜庭先輩があんな事言ってるぞ。騎士団の格式的にどうなんだ？」

　いくら文系騎士団員とはいえ、晴海に与えられる初任務がメロンパンと牛乳の買い出しでは、騎士団の格式を重んじるティアは不満に違いない―――そう考えた孝太郎は、ティアに助けを求めた。

「うぬぬぬ………ハルミ！」

　すると孝太郎の期待通り、ティアは厳しい顔で勢いよく立ち上がった。

「なんでしょうか、殿下？」

「わらわはあんぱんを所しよ望もうじゃ！」

「仰おおせのままに、マイプリンセス」

「うむ！」

「………ティアに頼たよったのが間ま違ちがいだった………」

　騎士団の任務が民間支援や補給である事はよくある事。ティアは組織の構成に関してはこだわりがあるものの、騎士団員が自発的に申し出た任務の貴き賤せんを問うような、狭きよう量りような主君ではなかった。

「おやかたさま、平和な任務しかないのはいい事ではありませんか」

「そうだぞ孝太郎。戦闘集団が遊んでいるだけでいいなど、どれだけ幸せな事か」

　だがルースとキリハにそう言われると、次し第だいになるほどそうかという気がしてくる。晴海が孝太郎をからかっていられるのは、平和な証あかしだ。孝太郎も騎士団が騎士団らしく活かつ躍やくする事は望んでいないのだから、思し慮りよ深ぶかい晴海がそうしている事を、もっと喜んでやるべきだろうと思えた。

「………これも地底の問題が片付いたおかげだな」

　だから孝太郎は軽く一度息を吐き出してから、そう呟つぶやいた。一〇六号室の状態が急進派を刺激する恐おそれがあったので、かつてはこうして騎士団への入団や任務がどうこうで遊んでいる余よ裕ゆうはなかった。しかし急進派が解体され、地底の問題が解決した今、その心配はない。孝太郎達が騎士団で遊んでいても、誰もそれを問題視しないだろう。それは喜ぶべき事の筈だった。

「………地底の問題が片付いたおかげ………」

　孝太郎が呟いた言葉に、ゆりかが反応する。

　―――そっか………今なら、あの事をお願いしてもいいのかも………。

　ゆりかは以前から、六畳間の少女達に頼みたい事があった。しかし各勢力―――特に地底の急進派―――を刺激しない為に言い出せずにいた。だが孝太郎達の話を聞いていて、今ならそのお願いが可能であるのではないかと気付いたのだ。

「どうしましたの、ユリカさん」

　珍めずらしく考え込んだゆりかの隣に、天井で寝ころんでいたクランが重力制御でゆっくりと下りてくる。クランはルース達が用意したお茶とお菓子を食べに来たところだった。

「あのう………実は折り入って皆みなさんに相談したい事があるんですがぁ」

「相談………珍しく真面目な話ですのね」

　珍しく真面目な反応を示したゆりかの姿に軽く驚きつつ、クランは眼鏡めがねの位置を直す。驚きはしたものの、真面目な相談なら聞くつもりなのだ。

「どうしたんだ、ゆりか」

　孝太郎もゆりかの方を向き、話を聞く体勢になる。他の少女達も雰囲気を察し、自分達の話を中断するとゆりかに目を向けた。

「遠慮しなくていい。言ってみろ」

「はい、ありがとうございますぅ。私が相談したい事というのはぁ、ナナさんの事なんですぅ」

　ゆりかが相談したい事というのは、彼女の友人にして魔ま法ほうの師し匠しようでもある、先代の魔法少女レインボゥナナの事だった。

「ナナ？」

　真希の表情が強こわ張ばり、悲しげに歪ゆがむ。ナナはかつて真希―――正確にはダークネスレインボゥ―――と戦って重傷を負い、一線を退いた。今の真希はその事を悔くいていたし、ゆりかも責めたりはしていないのだが、ナナの話が出ると悲しくなるのは必然であろう。

「あのあの、里見さん、この間ちょっとだけ戦ったダークネスレインボゥの真ま耶やさんの身体からだは、地底の機械で出来ていましたよね？」

「ああ。地底の霊子力技術と、多分フォルトーゼの高度な科学を組み合わせて作ったものだろうな」

　孝太郎は頷き、ゆりかの言葉を肯こう定ていした。孝太郎自身も、真耶の身体が地底の霊子力技術で作られている事を確かく認にんしている。そして先日の決戦でエゥレクシスが加担している事が明らかになったので、フォルトーゼの科学技術も導入されている可能性が高かった。

「それで………大おお怪け我がを負った筈の真耶さんがあれだけ元気になるのなら、同じようにすればナナさんも治せるんじゃないかと思ったんですぅ」

　真耶はナナとの戦いの中で大怪我をして一線を退いた。その後、後を継ついだ真希達たちがナナを倒たおした。ナナもまた大きな怪我を負い、ゆりかに役目を引き継いだ。大怪我を負ったのは同じ。だとしたら、堂々とフォルトーゼや地底の力を借りられるようになった今ならば、ナナを真耶と同じように回復させられるのではないか。ゆりかはそれを期待していたのだ。

「ナナってのは確か、ゆりかの命の恩人で、魔法の先生だった人だよな？」

「はいですぅ」

　ゆりかはかつて、魔法の素質があったせいで魔ま物ものに襲おそわれた。ナナはそんなゆりかを救い、友達になった。そして様々な事件を経へて、魔法を教え、役目を引き継ぐに至った。ナナはゆりかにとって非常に重要な意味を持つ人物だった。

「キリハさん、ティア、クラン。ゆりかの言う通りにしてやってくれないか」

　孝太郎はすぐに決断した。ゆりかの友達というだけで、助ける理由になる。それがゆりかの恩人であるのだから、孝太郎は少しも迷わなかった。

「分かっておる。ゆりかの友達ならば、わらわの友達も同然。喜んで手を貸そう」

　真っ先に応じたのはティアだった。今のティアはゆりかの事を大事な友達だと思っているので、そのお願いを断る理由はない。また、かつてゆりかから命の恩人についての話を聞いた事があるので、その意味においても助けたいと思っていた。

「わたくしも構いませんわよ。地底の技術には興味もありましたし。それにベルトリオン直々のお願いなら、断る訳には参りませんわ」

　クランも同意する。クランも単にゆりかを助けたいだけなのだが、多少性格がひねくれているおかげで、表現は遠回りなものだった。

「キリハさんはどうだい？」

「無論、賛成だ。それはきっと誰の為にもなる事だろうからな」

　最後はキリハ。彼女もまた、ゆりかの願いに応こたえるべきだと考えていた。六畳間の少女達は、互たがいの存在を不可欠だと感じている。もはや一人の問題は全員の問題と言えるだろう。一人でも不幸な者が現れれば、誰もが悲しい思いをする。それは何としても避さけるべきだろう。

「しかし少しだけ待って欲しい。地底の技術を外部に提供する以上、我一人の判断で実行してしまう訳にはいかない。すぐに族長に諮はかってみよう」

　キリハは地上侵略の指揮官ではあるが、大地の民の全権を握っている訳ではない。ティアやクランに比べると、若じやつ干かん権限が弱いのだ。おかげで霊子力技術のような機密を提供する場合、彼女の一存では難しかった。

「よろしくお願いしますぅ」

　ゆりかは珍しく神しん妙みような様子でキリハに頭を下げた。普ふ段だん呑のん気きな彼女がそうしているだけで、ナナへの強い気持ちがよく分かる。何としてもナナを救いたい、その気持ちがひしひしと伝わってきていた。

「心配は要いらない。多分、反対はされないと思う」

　権限はないものの、キリハは楽観視していた。ゆりかは先日の戦いで大きく貢こう献けんしているので、大地の民としては断る理由はない。また、真耶に提供された技術を特定する意味でも、霊子力技術でナナを再生させる事には大きな意味がある筈なのだ。

「よかったな、ゆりか」

「はいですぅ。皆さん、どうもありがとうございますぅ」

　こうして孝太郎達は、協力してナナの治ち療りようを行う事に決めたのだった。










　魔ま法ほう使つかい達たちが住む国、フォルサリア魔法王国。そこへは歩いても、車に乗っても、飛行機でも、船でも辿たどり着つく事が出来ない。フォルサリアはこの世界とは違う場所に存在しているので、そこへ行く為には魔法の力が必要になる。丁度ティアが瞬間移動のゲートで一〇六号室と『青騎士』を行き来するように、魔法の力でフォルサリアへ移動する。その移動時の様子もよく似ていた。

　キィィィィィン

　コンクリートの床ゆかに描かれた複雑な幾何学模様が輝いている。その光が一ひと際きわ強いのは、幾何学模様の中心部分。そしてその輝きの中から、一人の少女がゆっくりと姿を現した。それはまるで、水中から姿を現したかのようだった。

「………あんたが一いつ緒しよで良かったわ、ブルー」

　高く、力強い声。その少女はダーククリムゾン。フォルサリアで国家転覆をもくろむ悪の秘密結社、ダークネスレインボゥに所属する、攻こう撃げき魔ま法ほうを得意とする真しん紅くの魔法少女だった。彼かの女じよは全身が現れると、そのまま幾何学模様―――魔ま法ほう陣じんの上を歩いて場所を空ける。するとクリムゾンが現れたのと同じ魔法陣の中央に、別の少女が姿を現した。それは暗い青で染め上げられた衣ころもを身にまとった、ショートカットの少女だった。

「代替わりしたばかりですから、こういう事から存在感を出だしていこうと思いまして」

　少女の声は落ち着いていて、口調は丁てい寧ねいだった。その表情も淡たん々たんとしている。何事もダイナミックなクリムゾンと比べると、変化に乏とぼしく見える。彼女はダークブルー。クリムゾンと同じくダークネスレインボゥの最高幹部の一人で、召しよう喚かんと治ち癒ゆの魔法が得意な青色の魔法少女だった。

　フォルサリアから吉きつ祥しよう春はる風かぜ市しへやってくるには魔法で作り出した通路を通る必要があるのだが、エネルギーの消費が大きいので常設されている通路は数えるぐらいしかない。しかし今の彼女達はそれを使っていない。ダークブルーが自身の魔法で一時的に作り出しているのだ。ダークブルーが得意とする召喚の魔法には、こうした特別な移動の魔法まで含ふくまれている。直接的な戦せん闘とう力りよくでは若じやつ干かん劣おとるが、支援には絶大な力を持つのがダークブルーという少女だった。

「期待しているわ。今回は貴女あなたが要よ」

　ダークブルーに続いて、もう一人の少女が姿を現す。ブルーと同じく落ち着いた声の持ち主だが、淡々としているというよりは、知的な印象があった。そしてその印象を愛用の眼鏡が強めている。彼女はダークグリーン。かつてクリムゾンと共に、六畳間の少女達と戦った魔法少女だった。

　幻げん術じゆつと占せん術じゆつ―――つまり情報を操あやつる魔法を得意とするグリーンは、知力の面でも他ほかを大きく上回っている。今回の作戦はグリーンが考案したもので、彼女は全体を統とう括かつする主導的な立場にあった。

「全力を尽くすわ」

　ブルーはグリーンの言葉に頷うなずくと、淡々と答えた。グリーンの立てた作戦では、ブルーは大きな役割を果たす事になる。何も移動だけが理由で連れてきた訳ではないのだ。だが期待と役目の大きさに反して、ブルーの反応は薄うすい。言葉では全力を尽くすと言っているが、実際にそう思っているのかどうか、グリーンはやや不安になっていた。

「心配する事ないわ。もしもの時は、私が何とかするから」

　グリーンの不安を察してか、クリムゾンが不敵に笑う。もしブルーが失敗しても、自分が敵を薙なぎ倒たおせば何も問題はない。クリムゾンはブルーとは正反対に、自信とやる気に満ち満ちていた。するとグリーンはなぜか軽く溜ため息いきをつく。

「はぁ………クリムゾン、幾いくら強力な魔法を得たとはいえ、敵を侮り過ぎよ」

　ブルーにはやる気が感じられず、クリムゾンはやる気があり過ぎる。グリーンとしては両者の中間が理想なのだが、残念ながらその気配はなかった。

「侮っていないからここまで待ったのよ。新しい魔法の開発と習得、我ながら随ずい分ぶん我が慢まんしたと思うわ。だから負ける筈がないわ」

　クリムゾンは真ま耶やとエゥレクシスを介かいして手に入れたフォルトーゼの科学や数学の知識を元に、これまで使っていた魔法を再点検し、科学的かつ合理的に魔ま力りよくを使うように調整を施ほどこした。その結果、クリムゾンは古代語魔法や現代語魔法に続く第三世代の魔法を生み出すに至った。彼女はこれに科学魔法という名前を与えた。新たな魔法を生み出した、素す直なおにそう思える程ほど、この科学魔法は従来型の魔法の効果を凌りよう駕がしていたのだ。

　科学魔法は、魔法の仕組みそのものは、これまで使っていた現代語魔法と大差はない。しかし新たに組み込まれた科学理論が、その効果を大きく引き上げている。一例を挙げるなら、光線の攻撃魔法だろう。

　レイオブサンシャインという名の示す通り、これまでは太陽の光を漠ばく然ぜんと生み出して、その光が作り出す高熱で敵を焼いていた。しかしクリムゾンは科学の知識を得た事で、光というものは波長ごとに幾つも存在していて、それらが重なり合う事で白い光になっている事を知った。そして重なり合いがエネルギーを浪ろう費ひする事も。そこでクリムゾンは波長を一つに絞しぼった。わざわざ波長が重なり合っている光を生み出す必要はない。最初から単一波長の光を作ればいい。これにより光線の威い力りよくは大きく向上した。またエネルギーのロスも減り、魔力の消しよう耗もうを抑おさえる事が出来た。削さく減げんされた消耗の分まで攻こう撃げきに転化すれば、その威力は天てん井じよう知しらずだ。

　だからこそ、クリムゾンは自信を持っている。今の自分なら、孝こう太た郎ろうやゆりかに負ける事はない、と。いくら直情的なクリムゾンであっても、何の根こん拠きよもなしに言っている訳ではないのだ。

「問題はあの女………クラノ＝キリハでしょうね」

　グリーンが警けい戒かいしていたのはキリハだった。キリハの能力は、その頭の中に集中している。その知識や回転の早さには目を見張るものがあり、クリムゾン達が科学知識を求めたのは魔法を使えないキリハに完全に敗北したのが一番大きな原因だった。

　魔法は力の一つでしかなく、それをどう使うかが重要―――キリハに教えられたその教訓に照らすなら、科学魔法という新たな力を得たとしても、再び頭脳で上回られてしまう可能性は否定できない。キリハがゆりかを有効活用する作戦を立てれば、どんな恐ろしい事になるか。グリーンはそれを警戒していた。

「その為ためにこの作戦を立てたんでしょう、グリーン？」

「それは………そうなんだけれど………」

　いかにしてキリハに力を発揮させないか。グリーンはかつてキリハに自身の未来予知の魔法を破られた事もあって、それを作戦の中心に据すえていた。キリハが十分に活動できないようにしてしまえば、他の者達とは戦いようがあるのだ。しかしその為の作戦を実行しようという今になっても、グリーンには一いち抹まつの不安が拭ぬぐえない。未来を読んでなお負けた経験が、ずっと尾おを引いていたのだ。

「心配ないわ。私達は力を上げているし、あの女が危険だという事も既すでに分かっている。ブルーもいるし、グリーン、あんたが作戦を立てた。これで前と同じ結果になる訳がないでしょう？」

「そうね、ごめんなさい。少し後ろ向きになっていたわ」

　クリムゾンに励はげまされ、グリーンは小さく笑え顔がおを覗のぞかせる。クリムゾンの前向きな考え方は、不安を感じている時にはありがたいものだった。

　―――敵が強過ぎるせいか………不思議な事になっているのね………。

　そんなクリムゾンとグリーンの様子を見て、ブルーは心の中で戸と惑まどっていた。

　ダークネスレインボゥは、本来横の繋つながりが薄い組織だった。他人は利用するものであり、気き遣づかったり、支え合ったりする事はない。実際、かつてあったレインボゥナナとの決戦においても、決戦をライバルを蹴け落おとす為に利用した程なのだ。

「真ま希きと同じで、時々あんたは考え過ぎるのよ」

「考えないようにしておくわ。あなたのように」

「馬鹿にしてるだろ？」

「ええ」

「ったく………」

　しかし今、クリムゾンとグリーンが見せている行動はそれを逸脱し始めている。敵があまりにも強大であった為に、完全な意味で協力し合う事が必要となった。利用だ何だと言っていては、敵かなわない相手なのだ。

　―――しかし確かに今は、クリムゾンやグリーンを利用するなどと考えている余裕はないか。駆け引きは後でも出来るけれど、戦いは今だけだものね………。

　協調や同盟は本来、敵対組織であるレインボゥハートの領分だ。ブルーは自分達にそれが必要になっている事を不思議に思いつつも、必要な事だと理解している。そして勝つ為には自分もそれに加わる必要がありそうだと、考え始めていた。










　グリーンの作戦は、大規模な儀ぎ式しきを行って、大きな魔法を使う事が中心となっている。大きな魔法による先制攻撃で、孝太郎達を機能不全に陥おちいらせようというのだ。そしてその上で各個撃破する。全体が機能不全に陥っていれば、科学魔法の力で各個撃破は可能。それがグリーンの計算だった。

「グリーン、勝率はどのぐらいなのかしら？」

　ブルーが魔法陣を描えがきながらグリーンに尋ねた。彼女達は今、どこかの廃はい屋おくにいる。十分な広さと屋根、しっかりとした地面。多少古くて埃ほこりっぽいものの、儀式魔法に必要な安定した空間としては十分だった。そしてブルーの声は僅わずかに反はん響きようしながら、その広大な空間に吸い込まれていった。

「単純に勝敗だけを比ひ較かくすると、勝率は八割強よ」

　グリーンは自身の魔法で予知した未来をブルーに伝えた。

　予知の魔法はあらゆる未来を予知するので、戦いにならなかったり、決着が付かない場合なども併あわせて予知してしまう。そういうあらゆる未来を含めると、戦いで勝つ未来は二十数パーセントといったところだが、この数字はブルーが求めている答えではない。戦いで負ける未来が五パーセントほど存在しているので、それとの比較をすると、およそ勝率八割というところだった。

「八割なら勝ったも同然だろう。私達が手を抜ぬかなければ、ね」

　クリムゾンはそう言いながら杖つえを手に立ち上がる。クリムゾンもこれまで魔法陣の作成を手伝っていたのだが、彼女にはこれから別の仕事があった。

「それじゃ、そろそろ行って来るわ。ここは頼たのむわね」

「クリムゾン、一人で大だい丈じよう夫ぶ？」

「グリーン、あんたはブルーを手伝ってやって。地底の連中が寄よ越こした怪あやしい機械、使えるのはあんただけなんだから」

「分かった、こっちは任せて。いいわね、ブルーさん」

「ええ」

「んじゃ、行ってきまーす」

　クリムゾンは軽く手を振ふると一人外へ出ていく。彼女は外で仕事、残る二人は魔法陣の作成。元々活動的なクリムゾンだから、屋内で魔法陣を描くより、外で仕事をしている方がましだ。自然と足取りが軽かろやかになるクリムゾンだった。







魔法使いと弟子　九月八日（水）







　かつて魔法少女レインボゥナナを名乗っていた女性は、酷ひどく小さかった。元々小こ柄がらだった事もあるのだが、重傷の身体を補っている人工四肢が不完全で、前傾姿勢になってしまっているのだ。おかげで小さい身体はより一層小さく見え、動きの鈍にぶさともあいまって、まるで老ろう婆ばのような印象だった。

　ナナが使っている人工四肢が不完全なのは、彼女達の国、フォルサリア魔法王国の科学水準が低いからだ。魔法が存在しているおかげで、本来発展すべき科学技術の発展が遅おくれているのだ。人的資産には限りがあるから、魔法を発展させれば科学の発展が遅れるのは仕方のない事だろう。そして人工四肢を作るとなると、純じゆん粋すいな科学知識が重要になる。関節の構造や筋肉の動き方など、構造学的なアプローチが必要になるからだ。それがなければ、単純に人の形をしたパーツを用意しても、人間の自然な動きには程ほど遠とおくなる。まるで操り人形のそれのように、不自然な動きになってしまうのだ。その為、ナナが老婆のようにゆっくりとではあっても、人間のように自然に歩いているのは凄すごい事だ。ナナの血の滲にじむような努力があって、ようやく成し得る事なのだった。

「皆さん、初めまして。ナナと言います」

　その声には可愛らしい印象があったが、しっかりした大人の女性の声だった。ナナの年ねん齢れいは二十歳はたちを過ぎて幾らも経たっていない。そんな声が杖を突ついた老婆のような人物から聞こえてくる事に、孝こう太た郎ろう達は戸惑いと同情を隠かくせなかった。

「いつもゆりかちゃんがお世話になっています」

「ナナさんは、私の命の恩人で、お師匠様ですぅ。みんなも仲良くして下さいね」

　そんなナナの身体を、ゆりかが隣となりで支えていた。その外見は、老婆と孫といった雰ふん囲い気きだった。

　―――ゆりかが必死になる訳だ………これが二十歳そこそこの女性の姿では、あまりに可哀想すぎる………。

　孝太郎はそんな二人の姿を見て、意志が弱かったかつてのゆりかが、どうして魔法少女として戦う決意をしたのかがようやく理解できていた。単純に命の恩人だからというだけではない。魔法少女としての使命、そして女性としての多くの幸せを奪うばってしまったという負い目があったから、あの時点のゆりかでも戦う決意を下す事が出来たのだろう。

　―――これは絶対に何とかしてあげなくちゃいけないな………ナナさんの為にも、ゆりかの為にも………。

　この時点で孝太郎は、ナナを救いたいという気持ちを固めていた。何が出来るのかは分からないが、必要なら何でもしてあげるつもりだった。そうして孝太郎が視線をゆりかからナナに戻もどした、その時の事だった。ナナの瞳が、真まっ直すぐに孝太郎を見ていた。

「やっぱり、貴方あなただったんですね」

「えっ？」

　ナナが口にした言葉の意味が分からず、孝太郎は面喰くらう。するとナナは小さく微笑ほほえむと右手で下ろしたままになっていた自分の髪かみの根元を掴つかむ。指が何本か義指なので、非常にぎこちない動きだった。すると彼女の髪は片側だけがおさげのようになる。

「十年以上も経っていますから、分かりませんか？」

「あっ………」

　片側だけがおさげのようになったナナを見て、孝太郎は気付いた。ナナの姿は十一年前の世界で出会った、不思議な少女の事を思い起こさせる。成長して顔つきが大分変わっていたが、十一年前の面おも影かげが残されていた。

「君は………いえ、あなたは、山の中で会った女の子………？」

「覚えていてくれましたか。久しぶりですね、良い死霊使いさん」

　孝太郎が覚えていてくれた事が嬉うれしくて、ナナは笑顔を見せた。ナナにとって、あの夜の出会いは特別な出来事で、十数年経った今も記き憶おくは少しも色いろ褪あせていない。しかし孝太郎にとってもそうだったかどうかは分からないから、ナナは覚えていてくれた事がとても嬉しかったのだ。

「あなたがナナさんだったんですね」

　夜の山で出会い、キィ―――キリハがさらわれた時には助けてくれた。孝太郎の方も、きちんと彼女の事は覚えている。恩知らずではないし、時間を旅した孝太郎にとっては数ヶ月前の出来事。それを忘れてしまうほど記き憶おく力りよくは弱くなかった。

「あれ？　里さと見みさん、ナナさんとお知り合いだったんですかぁ？」

「知り合いという程ではないんだけど………過去の世界から帰ってくる時に立ち寄った十一年前の世界で助けて貰もらったんだ。キィちゃん―――キリハさんがさらわれた時に」

　孝太郎がその言葉を口にすると、近くにいたキリハが血相を変えた。そして孝太郎とナナのところへ駆けつけると、焦あせった様子で早口に質問した。

「我がさらわれた時という事は………お兄ちゃん、この人が路地裏でお兄ちゃんを助けてくれた人なのっ!?」

　この話はキリハにとっても見過ごせない話であり、いつも冷静な彼女を大きく動どう揺ようさせていた。その証しよう拠こにキリハは、これまで人前では決して口にしなかった『お兄ちゃん』という呼び名を使ってしまっていた。

「ああ。真ま耶やに操られた人達を引き受けて、俺おれを先に行かせてくれたんだ。だから俺とキィちゃんの恩人だ」

「そうだったんだ………あー、いや、おほんっ。そういう事だったのか。これは我からも礼を言わなければならないようだ」

「あなた、もしかしてあの時のお嬢じようさん？」

　孝太郎とキリハのやり取りを聞いて、ナナはキリハの正体に気付く。すると彼女はこれまで以上に嬉しそうに微笑んだ。

「はい。その節はお助け頂き、ありがとうございました」

　キリハも微笑むと、深々と頭を下げた。ナナとは直接の面識はなかったが、キリハを助ける手伝いをしてくれた人の事は孝太郎から聞かされていた。その恩人に対して、礼を欠く訳にはいかなかった。

「いいんですよ。あれが私の使命なのですから」

　自分が助けた人が、今も幸せに生きている。ナナにとって、これほど嬉しい事はない。戦う力は失っても、ナナは今も変わらず魔法少女の心を持ち続けているのだ。

「そうそう早さ苗なえちゃん、ナナさんはぁ、佳か苗なえさんのお友達なんですぅ」

「ママの!?　そういえば、あんたとママは知り合いだったわよね。その関係？」

「はいですぅ。佳苗さんはぁ、ナナさんと一緒に悪い人達と戦ってたんですぅ」

「丁度今のあたしとあんたみたいな？」

「そうですそうですぅ」

　ゆりかから重要な情報を与あたえられた早苗は、慌あわててナナの前へやってきた。そして非常に珍しい事だが、礼れい儀ぎ正ただしく頭を下げた。

「東ひがし本ほん願がん早苗です。母がお世話になりました」

「まぁ………早苗さん、元気になられたんですね」

　早苗の正体に気付いたナナは、早苗が健康である事を我が事のように喜ぶ。ナナにとって佳苗は親友と姉を混ぜ合わせたような存在なので、その娘むすめが健康を取り戻したのは自分の事のように嬉しいのだ。そしてナナ一人では早苗を救えなかった負い目もあるので、尚なお更さらそうだった。

「うん。ゆりかとみんなが助けてくれたの」

「そうだったんですか」

　早苗が礼儀正しかったのは挨あい拶さつのところまで。ナナが笑顔になった時から、普ふ段だんの調子を取り戻していた。その分元気な印象は強まっていたから、ナナとしてはこちらの方が好ましく思えた。

「あんた、ママとゆりかの友達なんだよね？」

「はい。二人とも大事なお友達です」

「だったらあんたはあたしの友達。困った事があったら、このミラクル早苗ちゃんになんでも言って。なんとかするから」

「ありがとうございます。期待しています」

「うむ！　任せたまえ！」

　早苗の単純かつ率そつ直ちよくな感情表現はナナにも受け入れやすいもので、佳苗の娘という事もあって、二人はすぐに打ち解けていた。最終的に早苗とナナは握あく手しゆを交かわした。それが済むと、早苗は孝太郎に駆け寄った。

「孝太郎孝太郎！」

「急にどうした」

「さっさとナナを助けてやって」

「お前、自分で助けるんじゃないのか？」

「だからあたしの権力であんたを動かそうとしてるの」

「………物は言いようだなぁ。でもまあ、俺おれも同感だ」

　サトミ騎士団所属、紫むらさき色いろの家事手伝い、東本願早苗。彼女はその圧あつ倒とう的てきな権力と発言力で、ナナの治療に関する全権を握にぎりつつあった。

「しかしコータローや」

「うん？」

「こうしてみるに、わらわ達にはナナを助けない道理はないようじゃの」

　ここまで黙だまって話の成り行きを見守っていたティアは最終的にそう結論した。

　孝太郎とキリハ、早苗は危ないところをナナに助けて貰った事がある。ゆりかはナナの弟で子し。ティアやルースはナナとは直接関係していないが、弟子のゆりかには随ずい分ぶんと世話になっている。真ま希きや静しず香か、晴はる海みも同じようなものだ。

　ただでさえ命に関かかわる恩人で、それ以外にもこれだけ世話になっている相手なので、ナナに治療を施すのを躊躇ためらう必要はない。むしろ全力で治療せねばならないだろう。機密だの何だのと言っていい相手ではないのは明らかだった。

「そうだな。ティア、お前の言う通りだ」

「恩知らずと笑われぬようにせねばな」

「まったくだ………ナナさん」

「はい」

「こういう訳なので、あなたの身体を俺達たちに治させてくれませんか」

　六畳間の住人達の意思は既に固まっていた。ナナの為に最高の人工四肢を作り出し、健康な生活を取り戻させる。少なくとも、二十代前半の女性らしい生活が送れるように。六畳間の住人達が望むのと同じ暮らしが送れるようにしてやらなければ、ナナの事が気になって自分達が幸せに暮らせなくなる。これはナナだけの為ではなく、全員の為に必要な行こう為いなのだ。

「………よろしくお願いします、皆さん」

　それが分かるからだろう。ナナはしばらく考え込んだ後、そっと首を縦に振った。










　ナナの身体は全体の半分ほどが魔法で作られた身体に置おき換かえられていた。そうなった原因は身体の中心にある魔力の集中点で、溜め込んだ魔力を解放して爆ばく発はつを起こしたからだ。ナナは自分も死ぬ気で繰り出した攻撃だったのだが、何の因果か死を免まぬがれ、今も生き続けている。しかし身体の半分と魔力の集中点を失えば、魔法少女としては活動できなくなる。今はレインボゥハートを離はなれ、ひっそりと暮らしていた。

　そのナナは今、新しい身体を作る為に『青騎士』の中で診しん察さつを受けていた。彼女は診察用のガウンに着き替がえ、大きなベッドに横たわっている。そしてそんな彼女の周りを、多くの機械が取り囲み、身体の具合を調べていた。

「人工四肢の精度が悪いからか、背骨が曲がってしまっているようです。これは設計時に対策が必要かと思われます」

「パルドムシーハ、どうせですからナナさんの完全な三次元データを取ってしまいましょう。骨格の歪ゆがみは、平均的な二十代女性のデータと比較して逆算しましょう」

「承知しました、クラン殿でん下か」

　ナナの身体の科学的な分ぶん析せきは、クランとルースの主導で進められていた。これはナナの新たな身体が、基本的な部分はフォルトーゼの人工四肢をベースにして作られるからだ。地球の技術よりずっと進んだフォルトーゼの技術なら、ナナが今使っている魔法で作った人工四肢よりもずっと自然な身体を作れる筈はずだった。

「キリハ、ナナの身体は霊れい力りよくの流れが滅め茶ちや苦く茶ちやになっちゃってるよ」

「まずいな。それでは生活に支障が出るし、周囲の霊れい場ばを正しく感じ取れない」

　霊力に関する作業を担当するのは霊力のエキスパートであるキリハと早苗。普段はそれぞれに不ふ真ま面じ目めだったり遊んでいたりする事が多い二人なのだが、この時はいつになく真面目に仕事に取り組んでいた。それだけナナを助けようという気持ちが強いのだ。

「カラマ、コラマ、霊力回路で流れを補正できるか？」

『出来そうだホ』

『でも姐あね御ご、大分お金がかかるホー』

「金に糸目は付けるな。我の個人資産から好きなだけ投入しろ」

『太っ腹だホー！』

『流石さすが姐御だホー！』

「早苗、乱れた霊力の流れを図に出来るか？　カラマやコラマのセンサーでは見えない部分だけで構わないから」

「うん、任しといて。やってみる」

　確かにフォルトーゼの科学ならば、不自由のない身体を作る事はそう難しくはない。しかし純粋な科学だけでは、あくまで機械の身体が出来上がってしまう。風のさわやかさ、陽光のあたたかさ、森の木々の香かおりを正しく感じられるようにする為には、大地の民たみの霊子力技術が必要になる。また、魔ま法ほうによる補助も必要だろう。作動音を消したり、見た目を変えたりするのは魔法の得意分野だ。

　つまり彼女達は、フォルトーゼや地底の技術、フォルサリアの魔法を組み合わせて、生き物としての身体の代用品を作り上げようとしているのだ。ナナをサイボーグではなく、一人の女性に戻してあげたい。それはこの場に集つどう少女達の、共通の願いだった。

「ふむ………折せつ角かくじゃから、外見にも拘こだわりたいのう。マキよ、魔法で人間の皮ひ膚ふ細さい胞ぼうを健康な状態に維持し続ける事はできるかのう？」

「出来ます。身体に回復魔法をかけ続ける形ですが、皮膚だけなら僅かですし、必要な魔力も少なくて済むと思います。霊力と魔力のコンバーターから微び量りようの魔力を貰えば問題ないんじゃないかと」

「では培ばい養ようして表面を覆おおうとしよう。人工的なパーツが覗いていては興きよう醒ざめじゃ。手伝っておくれ、マキ」

「はい、殿下」

　ティアと真希は二人で人工四肢を人間の見た目に近付ける為の方策を練っていた。人間の身体に近付ける為には、人工的なものが見えていない方がいい。気分の問題だが、これも精神衛生には大きく影えい響きようする筈だ。これも女性らしい気配りだと言えるだろう。こうした分野には科学だけでなく魔法が活かつ躍やくする。ティアと真希が主導するのはそういう理由からだった。

　そして残る三人の少女、ゆりか、晴海、静香も、ティアや真希と似たような問題を扱あつかっていた。

「私の衣装はぁ、元々ナナさんのものですけれどぉ、手直ししてしまったのでぇ、ナナさんは着れないんですぅ」

「だったら、新しいものを用意しましょう。ゆりかさんの衣装をベースに、大人おとなっぽいアレンジを加える方向がいいんじゃないでしょうか」

「ナナさんは二十歳になっちゃってるから、もう魔法少女って感じでもないものね」

　ゆりか達三人は、ナナの衣装を作ろうとしていた。今のナナは身体が不自由な事もあって、動うごき易やすさだけを重視した服を着ている。だから女性として、もっとファッションを楽しんで欲しいというのは自然な心の働きだろう。コス研のゆりか、編み物研究会の晴海、現代っ子の静香だから、その気持ちは強かった。

　そうして少女達がそれぞれに一いつ所しよ懸けん命めい作業に当たっている中で、一人だけナナの身体に関する作業に加わっていない人物がいた。それはこの場で唯ゆい一いつの男性である、孝太郎だった。孝太郎はエプロンを身に着け、一人食事の準備を続けていた。

『青騎士よ、お前は何な故ぜ向こうの作業に加わらないのだ？』

　それを不思議に思ったアルゥナイアが、孝太郎の右手の甲こうに刻まれた紋もん章しようを介して話はなし掛かけてくる。孝太郎は食事の準備の手を休めると、腕うで時ど計けいを見るような感じで紋章に視線を向け、小さく微笑んだ。

「アルゥナイア殿、たとえ機械仕掛けであっても、あれは女性の身体なんです。男の私が加わると失礼でしょう？」

『なるほど、これはあれだな？　でりかしー。儂わしは姪めいっ子こによく怒おこられる』

　紋章からは楽しそうに笑うアルゥナイアの意思が伝わってくる。紋章を介した会話は、言葉を必要としない。孝太郎が喋しやべっているのは、頭の中だけで話す事に慣れていないからだった。

「はい、そういう事になります。私達はナナさんの本物の身体を作るつもりでやっていますから」

『でりかしーと意地か。それでお前は料理当番などをしている訳だな』

「これも誰だれかがやらねばならない、大事な仕事ですよ」

『意外に似合ってるぞ、そのエプロン』

「あはは、ありがとうございます、アルゥナイア殿」

　ナナのメディカルチェックや、新しい人工四肢の作成は、言ってみれば彼女の裸はだかを見たりスリーサイズを知ったりする事に等しい。出来れば男性の目には触ふれさせたくないものの筈なので、孝太郎はあえて自分から雑用係を申し出た。これでも一応、気を遣つかっている孝太郎なのだ。それに残念ながら、孝太郎は普ふ通つうの高校生。少女達とは違ちがって、ナナの為にしてあげられる事はそう多くはないのだ。

「それじゃ、私は仕事に戻ります」

『うむ、邪じや魔まをして悪かった』

　アルゥナイアとの話が一段落したところで、孝太郎はエプロンの位置を直して自分の作業へと戻っていった。アルゥナイアはその姿を、静香の目を通して見送った。そうしながらアルゥナイアは孝太郎には聞こえないように、自分の胸の内で呟つぶやく。

『相変わらず、気真面目な男だ』

　その声は身体に住まわせて貰っている静香には届いていた。すると静香は楽しさ半分、呆あきれ半分といった調子で笑った。

「おじさまもそう思うでしょう？」

『ああ』

「女の子ってね、ああいう風に気を遣ってくれる人になら、身体ぐらい見られたっていいのよ」

『でりかしーはある訳だからな』

「そそ。なのにね、里見君は頑がんとして受け入れないのよ。ルールだのモラルだの、頭固いんだからもぉ………」

　静香は苦く笑しようして肩かたを竦すくめる。きちんと気を遣う人間なら、医者に身体を見せるのと大した違いはない。なのに孝太郎はそうしない。ルールを守るにも限度はあるし、そんな事をしていては損ばかりする。静香は不器用すぎる孝太郎が少しだけもどかしかった。

『あやつが受け入れたくないのは、ルールやモラルを破る事ではあるまい』

「えっ？」

『ナナという娘が、人並みの人生を送れないでいる現実自体が受け入れられないのだ。だからお前達たちの作業に加わらない。お前達が作っているものは、本物の女性の身体。青騎士はそう思っていたいのだ』

　感情も伝わる紋章のおかげで、アルゥナイアは孝太郎の本音に気付いていた。孝太郎は厳密にはルールやモラルにこだわっている訳ではなく、ナナが不幸である事が許せなかったのだ。だから今、少女達が手て掛がけている人工四肢は、本物のナナの身体でなければならない。孝太郎はそれを女性の身体として扱わなければならない。この人工四肢が、ナナの幸せを取り戻すと、信じていたいから。
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「なんでそんな生き方をしますかね、男の子は………」

　あまりに不器用すぎる。真正直すぎる。静香は自身の想像を超こえた孝太郎の本音を知り、思わず小さく溜め息をついていた。

『そう言う割に、嬉しそうだな、シズカ？』

「そりゃあ、嬉しいもの」

　だが溜め息の直後から、静香は微笑んでいた。そして孝太郎を好きになって良かった、その想おもいを新たにする。不器用すぎて真っ直ぐにしか生きられない、静香はそんな孝太郎が大好きだった。

『察するに………繁はん殖しよくか？』

「その予定は当分ありませんっ!!」

　しかし続くアルゥナイアの言葉があまりにデリカシーを欠いたものだったので、静香の淡あわい想いはあっという間にどこかへ消え去ってしまうのだった。










　孝こう太た郎ろうの料理はキリハやルースのそれには及およばないものだったのだが、全員で作業に追われる中で食べるには非常にありがたいものだった。過去のフォルトーゼで覚えてきた旅行食なので、休憩時に手を休めて食べやすいものが多かったのだ。

　その後の孝太郎は、少女達が働きやすいように主に雑用を担当していた。孝太郎自身は特に有用な技術を持たず、女性らしい感性も備えていないから、自分はフォローに回った方がより良いものになるだろうと思っていたので、その役割に不満はなかった。それに普段ルース達がやってくれている事でもあるから、その意義はよく分かっていた。

　しかしそんな孝太郎にも、一つだけ意見を求められる局面があった。

「コータローや、来ておくれ」

「なんだ？」

　ティアに呼ばれた孝太郎は、手にしていたほうきを手放して、足早に少女達のもとへ向かう。

「また腹でも減ったのか？　それともコーヒーか？」

「違う違う」

　孝太郎はてっきりまた雑用に関する用件だと思っていたのだが、ティアは首を横に振った。その代わりに彼かの女じよは空中に立体投影されている映像を指し示した。

「戦せん闘とうシステムに関して、そなたの意見が欲しいのじゃ」

　ティア達が孝太郎を呼んだのは、身体からだを動かすシステムのデザインに関して意見が欲しいからだった。

　戦いが起こった時、少女達はそれぞれの力で戦う。しかし孝太郎は科学、霊力、魔ま力りよくを全すべて使って戦っている。結果的に、孝太郎は新たに作られるナナの身体と同じように行動していると言えるだろう。だからこの件に関しては、孝太郎の意見が必要だった。

「戦闘システムなんて要いらないだろう」

　ティアの言う事はもっともだったが、孝太郎は首を横に振った。ナナはもう十分戦ったので、戦う事を期待するのは酷こくな話だ。孝太郎はナナの新しい身体に戦闘システムは不要だと考えていた。

「わらわもそう思うのじゃがのう、ダークネスレインボゥはそういう風に考えてはくれまいて」

　ティアは残念そうに目を細める。彼女としても孝太郎と同感だった。ナナはただ幸せを追うだけでいいと思う。だが、健康な生活を取り戻したナナに気付いたダークネスレインボゥが、彼女を倒たおそうとする可能性は高い。彼女に戦う力が備わっているかもしれないと疑うのは必然だろう。今のように、明らかに不自由な生活をしているから放っておかれている状じよう況きようとは変わってくるのだ。

「………放っておいては貰えない、か………」

「里さと見み君、私が言うのもなんだけど………ダークネスレインボゥを倒すのが、ナナ―――いえ、ナナさんを戦わせない早道だと思うわ。でも、それまでは身を守る為の力は必要だと思うの」

　元ダークネイビーの真ま希きがティアの意見を補足する。元々ダークネスレインボゥの幹部であった真希の言葉には大きな説得力があった。おかげで孝太郎も渋しぶ々しぶだが二人の言葉に納なつ得とくした。

「分かった、それで何が知りたい？」

「まずはじゃな、身体の動きが霊力で強化されて、マニューバースーツの反応速度よりも速い場合に―――」

　こうして孝太郎も少女達の輪に加わり、ナナの身体に関する議論を始めた。なるべく女性の身体に関する話には加わりたくなかった孝太郎だが、戦闘という例外的な内容である事と、ソフト的な話が中心であったので、それほど大きな抵抗感はなかった。










　孝太郎が議論の輪に加わった時、逆にその輪から抜けた者達がいた。それはナナ本人とゆりかの二人だ。ナナのメディカルチェックや身体のデータ取りは終しゆう了りようしたので、ゆりかがナナを別室へ連れ出そうとしていたのだ。ゆりかとしては朝から続いた様々な測定でナナが疲つかれているだろうから休ませたいのだが、この場所では孝太郎達が議論を続けているので休むには不向き。そこで別室へ、という事になったのだ。

「ナナさん、行きますよぅ！」

「ゆりかちゃん、そんなにスピードを出だしたら危ないわ」

「平気ですよぅ！」

　ゆりかはナナを乗せた移動式のベッドを勢いよく押おしながら『青騎士』の廊ろう下かを走っていく。ゆりかは非力だが、ベッドは『青騎士』の力で空中を滑すべるように移動する仕組みなので、押しながらでも全力疾走が可能だった。

「前に荷物を運んだ時は、壁かべの前で勝手に止まってくれましたからぁ」

「もうぶつけた事があるのね。ふふふっ」

「ぶつけてないですよぅ、勝手に止まってくれましたからぁ」

「ふふふ、そうね」

　身体が不自由な人間がこんな風に乱暴に運ばれては恐きよう怖ふを感じるのが普通だろうが、そこは元レインボゥハートの魔法少女。ナナは取り立てて恐おそれた様子はなく、楽しそうに微笑んでいた。

「そぉれっ、高速コーナーリングですぅ！」

「きゃあきゃあっ!!」

　二人は大おお騒さわぎしながら走り続けるも、無事に目的地である船室に辿たどり着ついた。ちなみにゆりかが迷わなかったのは、彼女が『青騎士』に詳くわしいからではない。床ゆかに道案内の明かりが点ともり、彼女を誘ゆう導どうしてくれた為ためだった。

「ここがナナさんのお部屋ですよぉ」

「随分広いのね」

　ゆりかがナナを連れて行ったのは、『青騎士』にある来客用の船室の一つだった。しかも特別な来客があった時の為の部屋で、非常に広くて家具も充じゆう実じつしていた。

「ティアちゃんはお金持ちなんですぅ」

「………これはそういうレベルじゃないと思うけれど………」

　ナナは一目見てこの部屋が尋じん常じようならざる高価な造りであると気付き驚おどろいたのだが、ゆりかの方はフォルトーゼ様式の高級家具に臆おくする事は無く、ベッドを押してどんどん部屋の中に入っていく。ナナは自分を乗せた移動式のベッドが家具に当たりそうになる度に、肝きもが潰つぶれそうな思いを味わっていた。

　―――ゆりかちゃん、ちゃんと分かってるのかしら………？

　この時、ゆりかが堂々としていたのは、日ひ頃ごろからティアと接している為か、それとも文化の形態が違うせいで高価である事が分からないのか―――ナナは恐らく後者だろうと考えていた。

「はい、ナナさん、こっちのベッドに移りますよぉ」

「………ええ………」

　ゆりかはナナを部屋の奥おくにある豪ごう奢しやなベッドまで連れて行くと、笑え顔がおでそのベッドに移るように促うながす。ナナはそのベッドの値段を想像しながら、ゆっくりとベッドからベッドへ移っていく。移動式のベッドは自動的に部屋のベッドと高さを合わせたので、ナナが移動に苦労するような事はなかった。

「お疲れ様ですぅ、ナナさん」

　ゆりかは横になったナナに笑顔を向けながら、その身体に毛布を掛けてやる。

　―――ナナさんって、こんなに小さかったんだ………。

　久しぶりに会ったナナは、ゆりかには酷く小さく見えた。それは身体の大きさ以上に、動きが鈍ったせいで印象が弱々しくなっているのだ。その事に気付いた瞬しゆん間かんから、ゆりかの笑顔は僅わずかだが悲しげな色を帯びた。

「………今日はもう、ゆっくり休んでくださいぃ。今後も診しん断だんや測定はあるみたいですけれど、明日以降の予定ですからぁ………」

　しかしゆりかはそれをナナに気付かれたくなくて、普段の笑顔を保とうとする。その努力が実り、ゆりかが悲しげだったのはほんの数秒間だけだった。

「ゆりかちゃん、あなたがそんなに悲しむ事はないのよ」

　けれどナナもゆりかとの付き合いは長い。ゆりかがほんの一いつ瞬しゆんだけ浮うかべた悲しげな笑顔を、ナナは見み逃のがさなかった。

「ナナさん………」

　ゆりかは驚きに目を見張る。しかしゆりかはそこで、ナナに対して隠し事が上う手まくいった試ためしがない事を思い出した。ナナはゆりかの師し匠しようで、大切な親友でもある。もしナナが健康であったなら、昨年の借り物競争で『友達』を指定された時に、きっと彼女を連れて行ったに違いなかった。

「………でも………ナナさんは私のせいで………」

　ゆりかはぐっと唇くちびるを噛かむ。

　それは一年半以上前の事だ。ゆりかはダークネスレインボゥに捕つかまり、ナナに対する人ひと質じちとして使われた。ナナはゆりかを人質に取られては反はん抗こう出来ず、重大な危機に陥おちいった。それを脱だつする為に彼女が使った手段は、体内の魔力を暴走させる自じ爆ばく攻こう撃げき。ナナがゆりかの為にそこまでするとは思っていなかったダークネスレインボゥは、その攻撃をまともに浴びて壊滅状態となった。

　こうしてナナとゆりかは生せい還かんした訳なのだが、その代だい償しようはあまりにも大きかった。ナナは身体の幾いくつかの部位を失い、それらを魔ま法ほう仕じ掛かけの人工の部位で補ってもなお、普段の生活が不自由になってしまった。加えて魔力を溜ためる能力を失い、自身で魔法を行使する事も出来なくなった。ゆりかの命と引き換えに、ナナは戦う力と魔法の双そう方ほうを、失ってしまったのだった。

「それはあなたのせいじゃないわ。悪いのは人質を使ったダークネスレインボゥ。ゆりかちゃんが気に病やむ必要なんてどこにもないわ」

　身体の自由は失っても、魔法を操あやつる事が出来なくなっても、ナナの心は今も変わらず魔法少女だ。そして彼女には、友達の命より大切なものなどない。だからナナは何も後こう悔かいしていなかったし、ゆりかを責めるつもりもなかった。

「ナナさんの言う通りよ、ゆりか」

　そしてその時、ナナの言葉を支持する者が部屋に入ってきた。

「ナナさんに責められるべきは、むしろ私なのよ」

「真希ちゃん………」

　やってきたのは真希だった。真希はナナと話がしたかったが、孝太郎や六畳間の少女達の前ではしにくい話だったので、ずっとこういう機会を待っていたのだ。

「ゆりか、あなたを捕まえたのは私達ダークネスレインボゥ。そしてあなたを使って、ナナさんを自爆にまで追おい詰つめたのも私達よ。だから悲しむのも詫わびるのも、私がやらなければいけない事なのよ」

　ナナが自爆した時、真希もダークネイビーとしてその場にいた。彼女はナナから少し離れた位置にいたので、自爆のダメージは大きくなかった。それでも真希の傷は決して浅いものではなく、深手を負った仲間達を連れて逃げ出すので精せい一いつ杯ぱいだった。

「ナナさん」

　真希はゆりかの横に立つと、ベッドに横たわるナナを見つめる。その瞳ひとみには深い悲しみと後悔が滲にじんでいる。それはまるで少し前のゆりかの感情が、そのまま乗り移ったかのようだった。

「酷ひどい事をして済まなかったわ。ダークネスレインボゥは―――いいえ、あの時の私は、自分が何を求めているのかが分からなかった。だから気に入らないものを全て排はい除じよして、逆説的に求めるものを手に入れようとしたの」

　真希は真実の愛情を求めていた。しかしそれを求めている自覚がなかったから、魔法の力で心を操り、強ごう引いんに嘘うそや裏切りを封ふうじようとした。不快に感じる物を全て排除すれば、求めるものに辿り着く筈。真に求めるものを見失い、感情を暴走させた真希は、そういう短たん絡らく的てきな考えに傾倒していたのだ。

「私はそういう利己的な感情に、あなた達を巻き込んでしまったの」

　真希が魔法を悪用していたのはそういう理由からだったが、ダークネスレインボゥの他ほかの六人も少なからず個の感情を暴走させていた。その暴走は結果的に暴力となり、ナナ達レインボゥハートと敵対する事になった。その果てで、ナナは取り返しの付かない傷を負う事になったのだ。

「謝あやまって許されるような事ではないけれど、一度きちんと詫びておきたくて。本当にごめんなさい、ナナさん」

　真希は孝太郎達たちと出会って、自分が愛情を求めていると悟さとった。だから嘘や裏切りを魔法で排除しようとした。しかしそのやり方では恐怖や反発が先に立ち、いつまでも愛情は現れない。今の真希はそれが分かっているし、だからこそ眼前に愛情が現れた時には大切にしなければならない事も分かっている。おかげで真希は、自分の間ま違ちがいと罪を知り、正面から向き合う事が出来るようになった。そして身体が不自由なナナは、真希の罪の象しよう徴ちようとも言うべき存在だ。それと今、真希は真正面から向き合っていた。

「ネイビー………いえ、真希さん。私はあなたを赦ゆるします」

　そんな真希を、ナナは赦した。ナナは恨うらみ言ごと一つ言わず、むしろその逆で本当に嬉うれしそうに笑っていた。

「ナナさん………」

　真希は彼女の笑顔に呆あつ気けに取られてしまった。真希は自分達のせいでナナの身体が不自由になったのだから、ナナには少し位思うところがあるだろうと思っていた。幾つか罵ば声せいを浴びせられる覚かく悟ごもしていた。しかしナナは笑顔なのだ。それが真希には不思議でならなかった。

「私はこれでも愛と勇気の魔法使いだった身です。罪を憎にくんで人を憎まず、愛とは全てを赦すもの………私は今も、レインボゥナナのつもりでいます」

　ナナはかつてレインボゥハートのアークウィザードであった事や、自分のやった事を、誇ほこりに思っていた。そして役目を退いた今も、その気持ちには少しの変化もない。ナナは身体が不自由になった事を少しも後悔していなかった。それがレインボゥナナには必要な事だったのだから。

「そうですよぉ、真希ちゃん。真希ちゃんがここにいる事がぁ、ナナさんが正しかったっていう証しよう拠こじゃないですかぁ」

「ゆりか………」

　そしてその果てに編み上げられた運命が、ゆりかを孝太郎のもとへ導き、真希をダークネスレインボゥから、あるいは孤こ独どくの中から救い出した。その点だけを見ても、ゆりかの言うように、ナナは自分の選せん択たくが正しかったと確信する事が出来た。

　ナナは今も、レインボゥナナのままでいる。身体は思うように動かなくなったが、愛と勇気は今も彼女と共にあった。

「………ナナさん」

「はい？」

「私がいつまで経たってもあなたやゆりかに敵かなわなかった理由が、ようやく分かったような気がします」

「それが分かっているあなたなら、きっと私やゆりかちゃんにも勝てるわ」

「………そういうものかも………しれませんね………」

　真希は軽く目元を拭ぬぐうと、ようやく笑顔を作った。それを見守るナナもゆりかも、同じように笑顔を浮かべていた。今はもう、誰もが分かっている。ナナは正しかったのだと。怒いかりや憎しみなど、今の彼かの女じよ達たちには必要ない。そしてナナの身体が癒いやされようとしているのだから、尚更だろう。

「ナナさん、ゆりか………赦してくれて、ありがとう………」

　真希はこれまでずっと間違った人生を歩んできたものの、こうして無事にその間違いを正す事が出来たのだった。










　そうして三人の空気が少しばかりしんみりとし始めた頃ころ。部屋にもう一人の訪問者が姿を現した。

「奈な々なちゃん！」

　やってきたのは早さ苗なえの母親、佳か苗なえだった。彼女は部屋に飛び込むなり、まっしぐらにベッドへ駆かけ寄よる。佳苗はナナの古い友人だったから、ベッドの上の彼女の姿を見ると、目め尻じりに涙なみだを浮かべた。

「佳苗さん!?　どうしてここに!?」

　これまでずっと笑顔だったナナが、大きな驚きの表情を作った。まさか佳苗がこの場所へやってくるとは想像していなかったのだ。

「娘むすめから奈々ちゃんが来てるって話を聞いて、駆け付けたのよ！」

　佳苗はゆりか達を押おし退のけるようにしてナナの枕まくら元もとへやってくると、その小さな手を握り締める。佳苗にとってナナと過ごした日々はそう長いものではなかったが、彼女はナナに友人というだけでなく、妹や娘に近い感情を持っていた。そのナナと久しぶりに再会したおかげで佳苗はいつになく興奮気味で、作法に厳しい彼女がゆりか達を押し退けてしまったのはそのせいだった。

「なによもうっ、怪け我がをして引退したならそう言ってくれればいいじゃないっ！　余計な心配をしてしまったじゃないのっ！」

　佳苗が特に問題視していたのは、ナナが姿を消した後、何の連れん絡らくも寄よ越こさなかった事だった。おかげで佳苗はナナが戦いで死んでしまったのではないかと、ずっと気にしていたのだ。

「そ、それは、下へ手たに佳苗さん達に連絡を取れば、ダークネスレインボゥに―――」

　ナナはこれまでの余よ裕ゆうのある態度が嘘のように、しどろもどろだった。佳苗がナナを大切に思うように、ナナも佳苗を大切に思っている。佳苗はナナを普通の女の子に戻もどしてしまう力を持っている。それだけ二人の結び付きは強い。

「だまらっしゃいっ！　何よ、ダークネスレインボゥぐらい！」

「でも危険が―――」

「奈々ちゃんが無事でいるのかどうかの方が、よっぽど心配だわよっ！　本当に馬ば鹿かなんだからっ！」

　佳苗はナナの手を引いてその身体を引き寄せると、両りよう腕うででしっかりと抱き締める。まるで早苗にそうするかのように。佳苗にとって、ナナはそういう相手だ。十年以上経って外見が変わろうとも、それだけは変わらなかった。

「佳苗さん………」

「何か言う事があるでしょう？」

「ご、ごめんなさい」

「ちがう」

「あ………えと、た、ただいま………」

　ナナは少し考え込んだ後、遠えん慮りよがちにそう囁ささやいた。同時に生身の右手で、佳苗の身体を抱き返す。すると佳苗はそれに応こたえるように、ナナを抱き締める力を強めた。

「………お帰りなさい、奈々ちゃん。本当に無事でいてくれてよかった………」

　佳苗にとって、短い期間であっても苦楽を共にしたナナは特別な存在だ。その彼女が戻って来てくれたから、佳苗は溢あふれる涙を堪こらえる事が出来なかった。










「ゆりかちゃん、私が無事だって佳苗さんに言わなかったの？」

「ちゃんと言いましたよぅ。ナナさんが酷い怪我をしたからぁ、私に役目を引き継いだって」

「そういう言い方じゃ、死んだか生死の境を彷徨さまよってると思うわよっ!!」

　ナナとゆりか、佳苗の三人は、そのままお喋りを続けていた。真希はその様子をしばらく見つめていたのだが、やがて自分はこの場所にいない方がいいと悟った。赦して貰もらえたとはいえ、自分はかつての敵。真希の前では出来ない話もあるに違いない。だから真希は三人に気付かれないようにそっとベッドから離はなれると、船室の出口へと向かった。

「佳苗さんは心配し過ぎなんですよぅ」

「ちゃんと説明してからそう言ってちょうだい！」

「まあまあ、佳苗さん、落ち着いて………」
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　幸いな事に、三人は船室を出ていく真希には気付かない。そのまま楽しげにお喋りを続けていた。真希は最後にもう一度三人の笑顔を眺ながめると、そっと船室を後にした。

　廊下へ出た真希は、壁に寄り掛かるようにして物思いに耽ふける。

　―――古い友人、か………。

　ダークネスレインボゥは横の繋つながりが乏とぼしい、利用し合う関係の組織だ。おかげで構成員同士には、友情のようなものは存在し難い。しかし真希には一人だけ、友人と呼べるかもしれない人物が存在していた。

　―――クリムゾンは、私を心配してくれているのかしら………。

　それはダーククリムゾン。ダークネスレインボゥの中では、最もシンプルな思考の持ち主で、強くなる事だけが彼女の望みだった。そのシンプルな思考と望みは、嘘や裏切りを嫌きらう真希との相あい性しようがよく、お互たがいに尊重し合うような関係が続いていた。それを友人と呼んでいいのかどうかは真希にも分からない。しかし今の真希は、そうであるといいと漠ばく然ぜんと感じていた。そして同時に、心配させているなら申し訳ないと、感じていた。

　―――いえ………今の私に都合よく、考え過ぎかも知れないわね………。

　クリムゾンはあくまでダークネスレインボゥ。真希のように、その生き方を放ほう棄きしている訳ではない。だから見えていない部分を、真希と同じ考え方で埋うめて想像するのは、無意味な行こう為いだろう。

　―――私には心配してくれる友達なんて―――

　そして真希が胸の内で寂さびしげにそう呟きかけた時だった。

「えいっ！」

　真希は突とつ然ぜん、何者かから攻撃を受けた。

「はりゃっ!?」

　それは腕うでを掴つかんでひねり上げるだけの、単純な関かん節せつ技わざだった。真希は訓練を受けた戦士だから、普通であれば接近される前に気付いていただろう。彼女は精神を操る藍あい色いろの魔法少女なのだ。しかし技をかけてきた何者かは、あまりに敵意がなさ過ぎて、真希の警けい戒かいをあっさりとすり抜ぬけた。おかげで真希はあっという間に締め上げられてしまっていた。

「どうだ、参ったか！」

「か、笠かさ置ぎさん!?」

　声を聞いた瞬間、真希はそれが静しず香かである事に気が付いた。そして自分が彼女に気付かなかったのは、敵意がないというだけでなく、格かく闘とう技ぎの天才でもあるからだという事にも。敵意のない達人が、気配を消して一気に攻せめてくれば、どうしようもなかった。

「何を暗い顔しているの～うりうり～」

「あいたたたっ、いたたたたたっ」

　静香は妙みように楽しそうに真希を締め上げる。しかし真希を本気で苦しめるつもりはないので、力はちょっと痛みを感じる程度まで抑おさえられていた。

「なっ、何をいきなりっ!?」

「理由がなきゃ技をかけちゃいけない？」

「ふっ、普通はそうですけどぉっ！」

「じゃあ私達は普通じゃないのよ、多分」

「あっ………」

　普通じゃない。その言葉を聞いて、真希は何な故ぜ静香がここにいるのかを理解した。静香は真希を心配して様子を見に来てくれたのだ。真希が思い詰めた様子で議論の輪から抜け出した事に、静香は気付いていたのだ。真希がそうなる理由など一つしかない。だから静香はあっけなく真希を見付け出し、こうして技をかけているのだった。

「元気を出して、藍あい華かさん！　あなたの悩なやみが何であっても、私達が一いつ緒しよだから！」

「笠置さん………いえ、もう大だい丈じよう夫ぶです」

「………ホントに？」

「はい。なんといえばいいのか………こうしていると、自分の近視眼的な発想が恥はずかしい感じです」

　心配してくれる友達はいない―――ダークネスレインボゥという過去だけを見てそう思った真希だが、実際はそうではなかった。真希には多くの友達がいて、実際に静香はこうして心配して様子を見に来てくれた。ゆりか達三人を羨うらやむ必要など、どこにもなかったのだ。

「だったらいいわ。………えいやっ！」

「いたたたたっ、なっ、なんでっ!?　も、もういいじゃないですかっ!!」

「ここからは格闘家としての興味かな。藍華さんがどう切り抜けるのかなって」

「ご期待にお応えしましょう！」

　真希は笑顔に戻ると、静香に対して反はん撃げきを開始する。十分な訓練を積んだ真希なので、絞め技に対する返し技は無数に身に付けていた。そして彼女は静香に反撃を試みながら、心の中で思う。

　―――本当は、クリムゾンとこう出来ればよかったのかも、しれないわね………。

　今は遠くにいる、かつての仲間。もし辿る運命が違えば、彼女ともこうして笑い合っていられたのかもしれない。それを思うと、真希は少しだけ残念なのだった。
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　ナナの新しい身体を作ると言っても、一日や二日で何とかなるようなものではない。孝こう太た郎ろう達は普ふ通つうの生活を送りつつ、少しずつ作業を進めていた。戦闘システム周りの議論は済んでいたので、孝太郎の仕事はまた雑用に戻った。この日の孝太郎は、夕食の買い出しに出ていた。普ふ段だんは夕食の買い出しにはキリハとルース、晴はる海みや静しず香かなどが向かう事が多いのだが、今は忙いそがしいのでそのうちの一人と孝太郎という組み合わせで買い物に出で掛かける事が多くなっていた。この日、孝太郎と一緒に買い物に出たのはキリハ。彼女は孝太郎の腕を取り、そっと寄り添っていた。

「こんにちは、キリハさん」

「こんにちは、おばあさん」

「キリハさん、新しい茶葉を仕入れてみたんだ。ただで持ってっていいから、飲んでみて感想を聞かせてくれないかい？」

「ありがとうございます」

「おおっ、キリハちゃん、今日は彼かれ氏しとデートかい？」

　キリハは商店街の人々と仲が良い。おかげで二人で歩いていると方々から声がかかる。ただの挨あい拶さつから相談、ひやかしの言葉まで。孝太郎はそれを聞いているだけで、キリハと商店街の人々の良好な関係がよく分かった。

　―――着々と侵しん略りやくが進んでいるな。いい事だ………。

　これはキリハの侵略が進んでいるという事だろう。互いに手を取り合い、尊重し合う、融和型の侵略。今となってはそれを侵略と呼ぶのかどうかすら怪あやしいところなのだが、順調である事は喜ぶべき事だ。だから孝太郎はキリハと町の人々のやり取りを見て嬉しくなり、微笑ほほえんでいた。

「はいっ、デートです！」

「お、おいっ!?」

　しかし孝太郎の嬉しい気分は、キリハの大だい胆たんな発言で吹ふっ飛とんでしまう。父親の雄ゆう一いち郎ろうや賢けん治じと話をしたせいで、孝太郎は以前よりも少しばかり、キリハを始めとする六畳間の少女達たちを意識するようになっている。おかげでキリハにデートだと断言されてしまえば、少なからず動どう揺ようさせられていた。

「キリハちゃんにしては、随ずい分ぶん普通っぽい子を選んだもんだねぇ」

「結局、普通が大事だって思うんです。それに、想おもい出でが特別ですから」

「言うねえ………かぁ～～～、若いっていいなぁっ！　くそぉっ、良かったなぁ、坊ぼう主ずっ！」

「は、はい」

「あんたっ、なに言ってんのよぉっ！」

「あ、いや、お前、そういう意味じゃなくてだなぁっ!!」

　孝太郎とキリハに話しかけていた乾かん物ぶつ屋やの亭てい主しゆは、夫人に捕まって説教を受け始める。おかげで孝太郎とキリハは、二人きりに戻った。

「ふふ、やはりこうしているとデートに見えるらしいな」

　キリハはちらりと後方の乾物屋を見て微笑むと、孝太郎の腕を抱き締めるようにして軽く距きよ離りを詰める。すると花の匂においが孝太郎の鼻をくすぐる。それはキリハが使っているシャンプーか香こう水すい、化け粧しよう品ひんの香かおりなのだろうが、孝太郎にはその判別はつかない。ただ、出しゃばり過ぎないほのかな香りが、キリハの穏おだやかでありながら一本筋の通ったイメージを強めていた。

「ただの晩飯の買い物だぞ？」

「それでも立派にデートだろう。恋愛関係にあるか、恋愛関係に進みつつある男女が時間を共にする事をデートと呼ぶのだからな」

　キリハはそう言って笑うと、孝太郎の腕を抱く力を強める。キリハにしてみれば、孝太郎と一緒の時はいつだってデートの真っ最中だった。

「もっとも、汝なんじが我に全く恋愛感情を抱いていないとなれば、話は別だが」

　しかしキリハはそう言った時だけ笑っていなかった。孝太郎がキリハに対して全く恋愛感情を持っていないというのは、キリハが唯ゆい一いつ恐おそれている事だったから。

「これだけ色々な事があって、君の良いところも悪いところも見て、何度も支え合って………それで何も想ってない訳ないだろ」

　キリハが寂しそうに見えたから、孝太郎は素す直なおに本音を口にした。ここまでの一年半、二人が積み上げてきたものは大きい。そこには男女の関係を先へ進めるものも多く含ふくまれていた。だから恋愛感情が全くないと言えば嘘になるだろう。

「では、やっぱりデートで合っているようだ」

　するとキリハは笑顔を取り戻した。そして孝太郎を見上げ、身体を更さらに密着させる。もはやほんの少し背せ伸のびすれば、唇同士が触ふれ合あいそうな距離だった。

「………気持ちはともかく、夕飯の買い物がそれにあたるかどうかは分からないだろ」

　キリハが笑顔に戻って嬉しかった孝太郎だったが、年とし頃ごろの少年としてデートと認めるのも恥ずかしい。思わず憎まれ口が出てしまうのは仕方のない事だろう。

「では、これは悪ふざけという事にしよう」

　キリハは軽く目を細めると、真正面から孝太郎に抱き付いてしまった。結局、キリハの方が一枚上手だった。デートでないなら悪ふざけ。本来恋人同士でないと出来ない事であっても、悪ふざけなら許されるのだ。

「済まないな、いつも汝を困らせてばかりで」

　キリハは至近距離から孝太郎を見上げる。その瞳は潤うるみ、そこへ映る孝太郎の姿はゆらゆらと揺ゆれていた。これが彼女にとって悪ふざけでもなんでもない事は明らかだった。

「まったく………君みたいな子を、小こ悪あく魔まって言うんだろうな」

「どうして？」

「俺おれが困ってないのを知っていて言ってるからだ」

　少し前であれば、孝太郎はキリハのこの行動に困ったのだろう。しかし雄一郎や賢治と話をした事で、孝太郎は自分がキリハ達を必要としている事をはっきりと自覚するに至った。そしてその事が、孝太郎にキリハの本心をより深く理解させていた。

「実は、汝が反撃してくれる事を願っている」

　ここで孝太郎が何をしようとも、キリハは自分が悪ふざけで挑ちよう発はつしたせいだ、とするだろう。この場における孝太郎の責任を、すべて彼かの女じよが引き受けようというのだ。つまりこの悪ふざけは、厳密には悪ふざけではない。むしろ悪ふざけという免めん罪ざい符ふを、孝太郎に与あたえるものだった。

「………そういう生き方は損をするぞ」

　それが分かっていて、孝太郎には軽はずみな行為は出来ない。孝太郎はキリハの肩かたに両手を置くと、その身体をほんの少しだけ押し返した。キリハが大事だからこそ、こうする事が必要だった。表面上の感情に流されては、本当に大切にしなければならない事を見失ってしまうから。

「ふふ、気付いてないだろう、孝太郎？」

　するとキリハは拒きよ絶ぜつされたにもかかわらず、嬉しそうに目を細めた。まるで孝太郎のこの行動こそを、望んでいたかのようだった。

「何にだ？」

「汝はな、普通の恋人同士がする以上に、我らを大切にしてくれているのだ」

　この孝太郎の行動は当初キリハが期待したものではなかったが、結果的には期待以上の行動だった。

　この孝太郎の行動は、孝太郎がキリハと恋人らしい事をする時には、全すべて自分が責任を取るつもりでいる事を示している。そしてこれほどまでに親密になった今のキリハを相手に軽はずみな事が出来ないという事は、本気で好きだと言っているに等しいのだ。

「汝が我らにしていない事は、恋人という役割を明確に定める事と、直接的な愛情表現だけだ。それ以外は全てやってくれている。普通の恋人がする以上にな」

「えっ………」

　孝太郎は九人の少女達を大切に思っている。だから幸せになって欲しいと思うし、その為の助力は惜おしまない。孝太郎は九人全員に対して、自分の命を懸かける理由があり、それを躊躇ためらわないだろう。同じ事は少女達の側にも言える。つまり孝太郎と少女達は互いに想い合い、赦し合い、支え合っている。誰だれかが危機に陥れば、誰もが迷わず命を懸けるだろう。孝太郎達の関係は、既すでに友人という枠わくを飛び越して、家族と呼ぶべき領域に到とう達たつしていると言えるだろう。

　恋人にする、あるいは結けつ婚こんするという行為は、突き詰めれば他人を家族として迎むかえ入いれるという事だ。だが孝太郎は、それを既に九人の少女達に対して行っている。恋人ではないという建前は守ってはいるが、既に少女達との距離は驚くほどに近い。ほんの僅かに顔を動かせば、唇が触れ合ってしまうだろう程ほどに。そしてその距離は、今も着々と縮まり続けているのだ。

　果たして恋人同士であっても、これほどの距離に成り得るだろうか？　キリハはそうではないと思っていた。

「汝のこの手が全てを物語っている。この手が我を退けたのは、一体何の為なのだ？　我が嫌いだからなのか？」

「それは………」

　孝太郎はキリハに反論できなかった。孝太郎にとってキリハがただの友人であれば、勢いに任せた行動に出る事も出来ただろう。それに悪ふざけという免罪符も彼女が用意してくれていた。しかし大切にしたい相手なら、そうする訳にはいかない。彼女にそういう不幸な役回りを、させたくはないから。

「だから我がこのように生きても損はしないのだ。何な故ぜなら汝は、そういう我に気付いてくれるのだからな」

　キリハはそう言って微笑む。その瞳には深い愛情と信しん頼らいが湛たたえられている。彼女は孝太郎と共にあれば、絶対に幸せになれると信じていた。

「………負けたよ、キリハさん。ったく………」

　ここで孝太郎は白旗を揚あげた。キリハの言葉を聞いて、孝太郎は彼女の期待と信頼に応えたいと思ってしまったのだ。

「では………汝はこれをデートだと認めるのだな？」

「ああ。不本意ながらな」

「不本意か。ふふふふ………」

「………」

　キリハは孝太郎が言った『不本意』という言葉は、男の意地が言わせた言葉だと気付いていたが、あえてそれ以上は追つい及きゆうしなかった。キリハは男の面めん目ぼくを守ってやるのも、いい女の条件だと思っているのだった。










　それからしばらくの間、孝太郎とキリハは二人で夕食の買い物をした。キリハに言わせるとこれはデートという事になるが、二人の関係には確かに、誰が見てもデートを思わせるだけの親密さがあった。

「なあ孝太郎」

「うん？」

「汝はエプロンと割かつ烹ぽう着ぎ、どちらが好みだ？」

「どうした、やぶからぼうに」

「汝が我に、どちらを着せたいのかが知りたいのだ」

「料理次第じゃないか？　洋食ならエプロンだろうし、和食なら割烹着だろ」

「そういう意味ではない。汝が一〇六号室に帰ってきた時に、我がどちらで出で迎むかえるのがいいのかという話だ」

「おい………」

「いいだろう？　教えてくれ」

「………エ、エプロン、かな」

「なぜ？」

「エプロンの方が、活発な印象になるだろう？」

「それは我がお転てん婆ばという意味か？」

「そういう意味だ」

　大地の民たみは急進派の問題が片付き、地上への融和はゆっくりとだが確実に進んでいる。おかげで指揮官であるキリハの負担は大きく減り、これまでよりもずっと普通の女の子として振ふる舞まう事が出来るようになった。それはこれまで封じ込めていたキィの解放と言いい換かえる事が出来るだろう。おかげでキリハは今まで通り穏やかで凛りんとしつつも、時折不意打ちのように可愛かわいらしさや元気さを発揮し始めていた。

「ふふふ、キィの事を忘れないでいてくれているのだな」

「べっ、別にそういう意味じゃ………」

「違ちがうのか？」

「………違わ、ないけどさ………」

「ふふふ。大好きだよ、お兄ちゃん」

「お、おい………みんなが見てるぞ」

「いいのっ！」

　孝太郎はそんなキリハの新たな面―――正確には元々なのだが―――に、心惹ひかれていた。孝太郎はこういうキリハをもっと見ていたかった。それはゆりかに魔法少女の顔をさせたくないのと同じだろう。孝太郎は、もうキリハに指揮官としての顔をさせたくないのだった。

「そういえば、キィちゃんには多少好き嫌いあったけど………キリハさんは好き嫌い直ったのか？　ピーマンとか」

「実は今も苦手だ。だが、我が慢まんして食べている」
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「君は我慢強いからな。………二人だけの時は食べなくていいぞ」

「ふふ、心強いな」

　そんな二人が最後に立ち寄ったのが八や百お屋やだった。九人分の野菜は重いので、最後に買いに来るのが通例になっていた。そうして二人が八百屋へ入っていくと、店主が元気な声で出迎えた。

「らっしゃい！　いつもありがとな、キリハちゃん！」

「こちらこそ。いつもおまけして下さって、ありがとうございます」

　この八百屋も商店街の他の店と同じく、キリハとは顔なじみだった。キリハは野菜に関してはスーパーよりもこちらをよく利用する。鮮せん度どと味で圧あつ倒とう的てきに優まさっているのだ。

「それで、今日は何を買いに来てくれたんだい？」

「ピーマンとナスと玉ねぎを。肉にく詰づめでも作ろうかと思いまして。それとサラダ用の野菜が欲しいです。おすすめがあったら教えて下さい」

　キリハは希望を伝えながら、店主には見えない角度で孝太郎の手を握にぎる。孝太郎にもすぐに先さき程ほどの話題の続きだと分かったので、小さく笑いながらその手を握り返した。

「今日はかいわれとサラダ菜がいいの入ってるぞ」

「ではそれをお願いします」

「おう。ピーマンとナスと玉ねぎ、かいわれとサラダ菜だな」

　八百屋の店主はキリハの注文通りに、野菜をビニール袋ぶくろへ詰つめ込んでいく。だが彼かれはその途と中ちゆうでふと手を止めた。

「そうそう、キリハちゃん」

「なんでしょうか？」

「帰りにうちの娘を見たら、そろそろ帰ってくるように言ってくれるかい？」

　この八百屋の店主には娘がいる。ボランティア活動やヒーローショー等を介かいしてキリハと顔なじみで、キリハを見付けると笑え顔がおで駆け寄ってくる元気な少女だった。だがその元気さが災わざわいし、この日はもう日が暮れようとしているのに、まだ家に帰ってきていなかった。

「分かりました、見かけたら伝えておきます」

「ありがとう、キリハちゃん」

「いえ………こちらこそ、いつもありがとうございます」

　八百屋の店主は礼を言いながらビニール袋を差し出す。その中身は注文した野菜だけでなく、幾いくつもおまけが詰め込まれている。キリハはその事に対して丁てい寧ねいに礼を言って支し払はらいを済ませると、孝太郎と二人で帰路に就いた。










　一〇六号室においてピーマンが苦手なのはキリハだけではない。早さ苗なえやゆりかもピーマンは大だい嫌きらいだった。

「孝太郎、あたしの事が好きなら代わりにピーマンを食べて！」

「分かった」

　ガシッ

「あぁあぁぁぁっ、ちがっ、そういう意味じゃないっ！　はなしてぇっ！　味が伝わってくるっ！　いやああぁぁあぁぁぁぁぁぁっ!!」

「ついでにこれもお願いしますぅ」

「ゆ、ゆりかっ、あ、あんたねぇっ！　ぐわぁあぁぁぁぁっ、こ、こうなったらっ、あんたも道連れよぉっ！」

「ほへ？」

　ガシッ

「どんどん食べろ孝太郎っ！」

「んー」

「きゃああぁあぁぁっ！　くっ、口の中にピーマンの味がいっぱいにぃぃぃっ！」

　夕食の皿の上にピーマンの肉詰めを発見した瞬しゆん間かんから、早苗とゆりかは肉だけを食べて孝太郎にピーマンを食べて貰おうと心に決めていた。だがその目もく論ろ見みは早々に失敗した。早苗は孝太郎に捕つかまってしまったので、霊れい力りよくを介して強ごう引いんにピーマンの味が伝わってきている。ゆりかはその早苗に捕まってしまったので、やはり同様に強制的にピーマンを味わわされていた。

「何をやっておるのじゃ、あの二人は………」

　ティアは悶もだえ苦くるしむ早苗とゆりかの姿に呆あきれつつ、ぱくぱくとピーマンの肉詰めを食べる。ティアの故郷であるマスティル領は山やまの幸さちが豊富なので、香りが強かったり、苦かったりする野菜類には慣れ親しんでいる。ピーマンぐらい、どうという事はなかった。

「察するに、ピーマンを残すとおやかたさまに捕まって、強引に食べさせられてしまうようですね」

　ルースは三人を楽しそうに見つめていた。彼女は孝太郎と早苗、ゆりかが繰くり広ひろげる騒そう動どうを微笑ましく思い、そして多少羨ましくもあった。

「………ピーマンを残すと、ベルトリオンが強引に、ねぇ………」

　ルースの呟つぶやきを聞き付け、クランがじっと皿の上の肉詰めを見つめる。そして彼女は肉だけを分ぶん離りして食べるべきかどうかを悩み始めた。するとそんなクランの様子に気付いた晴海が彼女に笑いかける。

「クランさん、私達たちも試ためしにピーマンを残してみましょうか」

「そっ、そんなはしたない事は出来ませんわっ！　マナー違い反はんでしてよっ！」

　晴海に気持ちを見み透すかされた事で恥ずかしくなったクランは、慌あわてて肉詰めを口に放ほうり込み、一気に飲み込んでしまう。晴海はそういう食べ方もマナー違反ではないかなと思いつつも、折せつ角かくクランが可愛らしい反応をしているので、あえて指し摘てきせずにその様子を眺め続けた。

「藍あい華かさん、あーん」

「なんですか、急に」

　静香が急に肉詰めを眼前に差し出してきたので、真ま希きは目を白黒させる。彼女には静香の意図が分からなかった。

「里さと見み君達が羨ましくなって。ちょっと似たような事をやってみようかなって」

「ああ………そういう事ですか」

　真希は説明を受けてようやく静香の意図を理解する。真希も確かに、孝太郎達の馬ば鹿か馬ば鹿かしいやり取りに自分も参加してみたいと思っていたのだ。

「という訳で、あーん」

「あーん」

　真希は静香の求めに応じて口を開ける。するとそこに静香が肉詰めを放り込んでいく。味は何も変わらない筈はずだが、真希は不思議と美お味いしく感じた。真希は食事の美味しさは気持ちにも左右されるという事を、この時初めて理解した。

『みんななってないホー』

『おいら達には好き嫌いはないホー！』

「皆みなからすると、汝らが食事をしている事自体が驚おどろきなのだろうがな」

『埴はに輪わに不可能はないホー！』

『埴輪丸皇子も食べてたから問題はないホー！』

「ふふ、そうだな。汝らには―――ん？」

　食事をしながら埴輪達と談だん笑しようしていたキリハだったが、その途中で自身の携帯電話が震えている事に気付いた。キリハが震え続ける携帯電話を取り出してみると、液晶画面には先程立ち寄った八百屋の名前と番号が表示されていた。

　―――こんな時間に？

　忘れ物の連絡ならすぐにあるだろうし、次に会う時でもいいだろう。お釣つりの間ま違ちがいに関しても同じようなもの。そしてボランティアやヒーローショーの話を、あえて夕飯時にする意味もない。キリハは不思議に思いつつ席を立ち、誰もいない台所へ向かいながら、携帯電話の通話ボタンを押し込んだ。

「もしもし」

『キリハちゃんかい!?』

　すると通話用のスピーカーから、お馴な染じみの八百屋の店主の声が飛び出してくる。その声は何故か切せつ羽ぱ詰つまった雰ふん囲い気きで、キリハは嫌いやな予感がし始めていた。

「はい、如何いかがなさったのですか？」

『実は、うちの娘むすめがまだ帰ってきていないんだ!!　どこかで見なかったかい!?』

「なんですって!?」

　時計は既に夜の八時を回ろうとしている。にもかかわらず、小学校へ上がる前の幼い少女が自宅に帰って来ていない。何かしらの事件や事故に巻き込まれていると考えざるを得ないだろう。残念ながら、キリハの嫌な予感は的中してしまった格好だった。










　八百屋の娘は葉よう子こといい、年ねん齢れいは六歳。今年で幼よう稚ち園えんを卒業し、来年から小学校へ通う事になっている。しっかりし始めた頃ころなので、彼女が外へ遊びに出掛ける時も一人である事が多くなっていた。これには両親が八百屋の仕事で忙しいという事も影えい響きようしていた。

　だがもちろん両親は、葉子が一人で遊びに出掛ける以上、しっかり約束をさせていた。車には十分注意する。知らない人間についていかない。日が暮れる前に家へ帰る。葉子はこれまで、その約束を破った事がなかった。賢かしこい彼女は、これらの約束を破ってもいい事はないと分かっていたのだ。

　その彼女が、夜になっても戻もどらない。父親がキリハに連れん絡らくしたのは、そんな時だった。特に両親は、八百屋の忙しさで葉子を一人にしてしまった負い目があるから、その焦あせりは非常に大きなものだった。

「………という状じよう況きようらしい。心配なので、捜さがしに行ってくる」

　キリハは電話を終えるなり、孝太郎達に事情を説明した。それが済むと、彼女は葉子の事を捜しに行くと告げた。やはり知り合いの幼稚園児が夜になっても帰らないとなれば、キリハとしては放っておくことはできなかった。キリハ自身が、幼い時分に一人きりで夜を彷徨さまよう寂さびしさを、よく知っていたから。

「俺も行くよ」

　孝太郎はキリハが葉子を捜しに行くと知ると、素す早ばやく立ち上がった。孝太郎も一緒に行くつもりなのだ。孝太郎もヒーローショーの直後に葉子と会っているので、彼女の顔が分かる。キリハの手伝いが出来る筈だった。それに、いくら強いとはいえ、キリハを一人で夜の街へ送り出すのには抵てい抗こうがあった。

「あたしも一緒に行ったげるよ」

　孝太郎に続いて、早苗も立ち上がった。彼女の場合は心配というだけでなく、孝太郎にくっついていきたいという理由も大きかった。

「早苗、お前よっちゃんの顔知ってたっけ？」

「知らないけど、八百屋のおじさんと似た霊波の子を見付ければいいんでしょ？」

「そうか、頼たのむ」

「うむ！　頼まれた！」

　早苗は霊力を扱あつかえるので、人捜しは誰よりも得意。顔が分からなくても、恐おそらくは孝太郎以上に葉子を見付けられる筈だった。だから早苗は自信ありげに請うけ負おうと、素早く立ち上がる。すると早苗と一緒に、他ほかの少女達も次々と立ち上がった。

「キリハ、コータロー、我らも行くぞ！」

「お手伝いしますぅ！」

「パルドムシーハ、無人機を出しますわよ」

「はい、殿でん下か。ただちに」

　小さな女の子が行ゆく方え不ふ明めいと聞けば、黙だまってはいられない。急いで見つけてやろうというのが少女達の一いつ致ちした意見だった。

「ありがとう、みんな」

　キリハは丁寧に頭を下げる。孝太郎とキリハはともかく、他の面々にとって葉子は直接は関係のない少女だ。協力を申し出てくれた事はとてもありがたかった。

「そういう事は言いっこなしですよ、キリハさん」

「そうそう、桜さくら庭ば先せん輩ぱいの言う通りよ！　ねっ、藍華さん」

「はい。全員で捜した方が、短い時間で見付けられる筈です」

　結局、一〇六号室の全員で葉子を捜しに出かける事になった。だが、いざ玄げん関かんへ向かおうという時になって、孝太郎はとても大切な事を忘れていた事に気付いた。

「ゆりか」

「ふぁい、なんれすくぁ？」

　孝太郎が呼ぶと、ゆりかは少女達の群れを掻かき分わけるようにして近くへやってきた。やってきたゆりかは、ほっぺたがぷっくりと膨ふくらんでいる。ぎりぎりまで夕食を食べ続けていたせいだった。

「お前は来なくていい」

「えぇええぇえぇぇぇぇぇぇっ!?」

　だが孝太郎の口からゆりかだけ来るなという言葉が飛び出すと、彼女は口の中のものを慌てて飲みんで、猛もう然ぜんと抗こう議ぎを開始した。

「なんでそういう意地悪言うんですかぁぁぁぁあぁぁぁっ!?」

　ゆりかは泣きそうだった。折角ゆりかが愛と勇気の為ために頑がん張ばろうとしたのに、それを孝太郎に拒絶されたのは非常に悲しい出来事だった。

「違う違う。そういう事じゃない」

　ゆりかの泣き出しそうな雰囲気を感じ取り、孝太郎は慌てて首を横に振る。

「じゃあじゃあ、どういう事なんですかぁ？」

　孝太郎は意地悪ではないと言ったものの、ゆりかはすぐには信じない。恨うらみがましい疑惑の視線を孝太郎に注ぎ続けていた。

「別に意地悪ではなく、純然たる事実として、戦力外なのではないかのう？」

　ティアは顔の前に指を一本立ててそう指摘する。

「そうなんですかぁぁぁぁぁっ!?」

「ティア、話をややこしくするな！」

「違ったのか？」

「確かに戦力外かもしれんがっ、今回は別の話だ！」

「やっぱり戦力外なんだぁぁぁぁっ！」

「お前ら、少しは黙って話を聞けっ！」

　孝太郎は騒さわがしくなり始めた一同を一いつ喝かつして黙らせると、ゆりかに来なくていいと言った本当の理由を述べた。

「ゆりか、お前はナナさんについていてやれ。まだ晩飯持ってってないだろうし、他にも色々とやる事があるだろう？」

「あっ！」

　孝太郎がゆりかに来るなと言ったのは『青騎士』に滞たい在ざいしているナナの世話をする人間が必要だったからなのだ。

　今のナナは老ろう婆ばのように身体からだが不自由だ。生活する上で、他人の力を借りなければならない局面が数多く存在していた。着き替がえや風ふ呂ろがその例と言えるだろう。そして他人の力を借りるとなれば、それは一番仲良しのゆりかであるのが望ましい。だから孝太郎はゆりかに来なくていいと言った。別に彼女に意地悪をしている訳ではなかったのだ。

「そ、そうでした。ナナさんの事をすっかり忘れていましたぁ」

「あんた、自分の師し匠しようを忘れてどうすんのよ」

「へ、へへ、えへへへっ」

　ゆりかはバツが悪そうに笑う。あまり頭の容量が大きくないゆりかなので、幼稚園児を捜すという事に気を取られ、ナナの事を忘れてしまっていた。本来なら薄はく情じようというべきところだが、いくら師匠とはいえ問題が解決に向けて動き出したナナと、今もなお問題が進行中の葉子では、重要度に大きな隔へだたりがある。ゆりかを薄情というのは酷こくだった。










　結局、孝太郎達はゆりかを除いた九人で葉子を捜しに出掛けた。問題は葉子の顔が分からない者が多いという事だが、これは埴輪達の記き憶おくを映像化する事で解決した。一人残ったゆりかは、ナナの世話をする傍かたわら、伝言板の代わりを務める事になっている。重要な情報はゆりかに伝えれば、彼女が全員に伝えてくれる手て筈はずだった。

　孝太郎は早苗や晴海と一いつ緒しよに行動していた。理由は全く違うのだが、二人とも一人には出来ないので、一番しっかりしている孝太郎と一緒にさせられていたのだ。

「里見君、みんなの向かった方向を図にしてみました」

　体力の問題で一人には出来ない晴海だが、三人組の頭脳として活かつ躍やくしていた。落ち着きがあり、思し慮りよ深ぶかい晴海だから、頭脳面では不安の残る孝太郎や早苗を上う手まくフォローしていた。

「商店街を中心として、北側にティアさんとルースさん、南側に笠かさ置ぎさんと藍華さん。キリハさんとクランさんは西側に向かっています」

　晴海は愛用の手帳に書き込まれた大まかな地図に、各人の向かった方向を追加で書き込んでいく。名前とちょっとした似顔絵で表現された配置図は、一目で各人の位置が把は握あくできる分わかり易やすい出で来き栄ばえだった。

「俺おれ達は東側へ向かう訳ですね」

　孝太郎は晴海の可愛らしい文字と似顔絵に一いつ瞬しゆんだけ笑顔を作ったが、すぐに表情を引ひき締しめる。帰らない幼稚園児を捜さねばならないので、笑っている場合ではなかった。

「そうなんですが、魔ま法ほうの使えるメンバーが南と東に寄り気味なので、北側に回り込んでいくような形で捜していくといいと思います」

「なるほど、いい考えですね」

　単なる人ひと捜さがしなので深く考えずにペアを作ったが、細かく見てみると若じやつ干かん能力に偏かたよりがあった。図にしてみるとそれがよく分かる。おかげで孝太郎も、晴海の言う通りにした方がいいだろうと考えるようになっていた。

「ふふふん、心配しなくてだいじょーぶっ！」

　性格的な面で一人にしておけないのが早苗だ。彼女を一人にすると何をしでかすか予想が付かないので、孝太郎と一緒にしておくのが安全だった。もちろん、早苗本人も孝太郎と一緒がいいと思っていたのだが。

「あたしがすぐによっちゃん見つけたげるからさ！」

「自信満々だな」

「こういう時こそ、霊能力美少女早苗ちゃんの出番なのですよ！」

　早苗は霊力を辿たどる事が出来るので、人捜しは大の得意だ。実際、今も霊能力で周囲の監かん視しを続けている。ふざけているように見えても、きちんとやる事はやっているのだ。そこが早苗の成長した部分と言えるだろう。

「期待してる」

「お任せあれ！　その代わり、後で沢たく山さん撫なでれ」

「分かった分かった」

「里見君、私は撫でて貰もらえないんですか？」

「………桜庭先輩も!?」

「差別はよくない。晴海も撫でれ」

「分かったよ、もぅ………」

「ふふ………楽しみにしていますね」

　夜になっても葉子が帰らないとはいえ、今の時点ではまだ深刻な状況とは捉とらえられていない。普ふ通つうに考えると単なる迷まい子ごの可能性が濃のう厚こうなので、孝太郎と少女達が力を合わせればきっと見つけられるだろうと、誰もがそう考えていたのだ。それはきっと、これまでの多くの戦いが孝太郎達を鍛きたえ上あげ、心に余よ裕ゆうを生み出しているのだろう。

「おっ、早さつ速そく発見！」

　そして期待を裏切らず、早苗の目が葉子のものと思われる霊波の痕こん跡せきを見付け出した。早苗は葉子と直接の面識はないが、霊力は自然と両親に似る。早苗は八百屋の夫ふう婦ふの事は知っているので、よく似た雰囲気の霊波を辿るのは決して難しい事ではなかった。

「でかした！　どこだ!?」

「あの公園に向かったみたい。たのしそーな感じの霊波が公園に向かってる」

「行きましょう、二人とも！」

　手がかりを見付けた孝太郎達たちは公園へ向かう。その足は自然と速くなる。孝太郎達は一刻も早く、葉子を両親のもとへ連れ帰ってやりたかった。










　その公園は住宅地の真ん中にあるいわゆる児童公園で、数十メートル四方の狭せまい敷しき地ちの中に、ブランコや滑すべり台だいといったお馴染みの遊具が据すえ付つけられている。早苗はこの公園から、葉子の痕跡を感じ取っていた。

「んー、何かね、ぐるぐる回ってる」

「ぐるぐる？」

「うん。こんな感じ」

　早苗は感じ取った痕跡をなぞるようにして公園内を走り回る。彼女がそうやって走ってくれたおかげで、孝太郎にはすぐに葉子がここで何をしていたのかが分かった。

「ここで鬼おにごっこか何かをやっていたんだな」

　まだ幼い印象がある早苗なので、彼女が葉子の痕跡をなぞって走ると、本当に子供が遊んでいるように見える。その姿は、鬼から逃にげ回まわっている子供のようだった。

「でも、時々止まってじっとしてるみたい。こことか………ここ」

　早苗はしばらく走った後、遊具の中や公園の外周の茂しげみの中で足を止める。鬼から逃げるにしては、どちらも不向きな場所だった。

「里見君、かくれんぼだったのかもしれませんよ」

「ああ、そうかもしれませんね」

　だが逃げ回るには不向きでも、隠かくれ場ば所しよとしては適切だった。かくれんぼと考えれば、葉子がその場所で足を止めても自然だろう。それにかくれんぼも開始直後は走り回る事になるので、全体の辻つじ褄つまも合う。

「って事はさ、どこかに隠れてそのまま寝ねちゃったとかかなぁ？」

「夜になってもこれだけあったかいからな。そういうのありそうだな」

「東ひがし本ほん願がんさん、葉子ちゃんが最終的にどこへ向かったのか分かりますか？」

「ちょっと待ってね。すぐに見つけるから。えーとぉ………」

　早苗は再び公園に目を向ける。子供達が縦じゆう横おう無む尽じんに走り回ったせいで、霊波の痕跡は複雑に絡からみ合あっている。そこから一番新しい葉子の痕跡を見付け出して後を追うのは、難しくはないものの手間がかかる作業だった。

「これかなぁ？」

　しばらく公園内を見つめていた早苗は、多くの霊波の中から一つの霊波を選び出した。それが一番新しい葉子の痕跡と思われる霊波だった。早苗は慎しん重ちようにその痕跡を追いかけていく。すぐに早苗は公園を抜け出し、夜の街かい道どうを進んでいった。

「よっちゃんは公園の外へ出たのか？」

「かくれんぼじゃないんでしょうか………」

　公園の外という事は、かくれんぼの可能性が急激に低くなる。孝太郎達の予測から大きく外れる訳なので、孝太郎と晴海は困こん惑わくしていた。

「ともかく、行ってみましょう」

「はい」

　しかし考え込んでいても仕方がない。孝太郎と晴海は頷うなずき合あうと、痕跡を辿る早苗の後を追いかけていった。

「あれぇ？」

　公園を出発してから数十秒後、早苗は突とつ然ぜん立ち止まった。そして首を傾かしげ、周囲をきょろきょろと見回す。

「どうした？」

「んー、それがね、ここで霊波が途と絶だえてるの」

　早苗が足を止めたのは、この場所で葉子の霊力の痕跡が消えている為だった。まるで鉛えん筆ぴつで引いた線を途中から消しゴムで消したかのように、この場所から先の痕跡が消きえ失うせていたのだ。

「何があるとそういう事が起こるんだ？」

「より大きい霊力に紛まぎれた場合とか、神社とかの聖域に入った場合とか………かな」

　早苗が辿ったのは匂においでも色でも音でもなく霊力なので、痕跡を消す方法は主に二通りある。それはより強い霊力の持ち主の痕跡に紛れてしまったか、逆に痕跡を残せない場所に入ったかのどちらかだった。

「でも凄すごい霊力の持ち主が通った痕跡もないんだよ」

「じゃあ聖域とやらの方か？」

「もしも聖域の方だとすると、移動する聖域だから、お神み輿こしか霊れい柩きゆう車しや………ぐらいしか思いつかないよ」

　早苗の記憶には、移動する聖域は幾つもない。神輿や霊柩車といった儀式用の道具がそれなのだが、この近所で祭りがあった訳ではないので、一番可能性が高いのは霊柩車だろうと思われた。

「ここで霊柩車ないし、儀式的なものに乗ってしまったって事か」

「だと思うんだけど………」

　霊力の痕跡の消え方からして、ここで儀式的な道具に乗った可能性が濃厚なのだが、少女がそうした物に乗り込むという状況は想像しにくい。早苗は納なつ得とくした訳ではなく、しきりに首を傾げていた。そんな時、これまで黙って話を聞いていた晴海が口を開いた。

「里見君、一つ試したい事があるんですけれど………」

「なんですか？」

　孝太郎は晴海に視線を向ける。すると彼かの女じよは遠えん慮りよがちに事情を説明した。

「魔法で霊力を遮さえぎれないかと思って………」

「そういう魔法があるんですか？」

「まだなんとも。だから試そうと思うんです」

　晴海の提案は、魔法による結界で霊力の痕跡が消せないだろうかというものだった。晴海はシグナルティン経由で古代語魔法が使えるので、試してみたいと思っていたのだ。

「分かりました、お願いします」

「では………『人と共にあり、命と心を司つかさどる精せい霊れい達たちよ。我わが前に集つどい、手を取りあいて、邪じや悪あくを防ぐ盾たてとなれ！　出いでよ、聖霊の大盾！』」

　晴海がフォルトーゼの古代語による呪じゆ文もんを詠唱し始めると、彼女の髪かみが銀色に光り始める。その光は魔ま力りよくの高まりと共に強くなり、彼女の全身を輝かがやかせた。やがてその輝きは薄うすい膜まく状じようの球体を形成し、孝太郎達を包み込む。晴海が生み出した、霊の干かん渉しようを撥はね除のける魔法の盾だった。

「これで霊からは見えなくなるはずなんですが」

　霊から見えなくなる事は、そのまま霊力の隠いん蔽ぺいを意味するのか。晴海が確かめたいのはそこだった。

「どうだ、早苗」

「え？　霊力見えてるけど」

「そりゃ、中にいればそうだろ」

「そうだった」

　早苗は魔法の盾の効果範囲から抜け出すと、改めて晴海と孝太郎を見た。

「あっ！　霊力が見えなくなってる！」

「本当か!?」

「うん！　普通に姿は見えてるんだけど、一緒に見える筈の霊波が何も見えない！」

　晴海の魔法は綺き麗れいに霊波を遮っていた。おかげで魔法の盾の外にいる早苗からは二人の霊力が感じ取れない。晴海の勘かんは当たっていたのだ。

「そういえば、藍華さんが来た時もこんな事があったような………」

「そうだっけ？」

「おう」

　真希が初めてゆりかに戦いを挑いどんだ時、早苗はゆりかの霊力を途中で見失った事があった。その記憶は真希の魔ま法ほうで消されていたのだが、彼女が仲間になってしばらくした段階で魔法は解かれ、孝太郎はその時の記憶を取り戻していた。

「まあ………これで魔法使いが関係している可能性が出てきた訳か」

「でも里見君、この場合は魔法使いって言ったら、ダークネスレインボゥですよね？」

「えっ、またあの魔ま女じよっ娘こ達たちなのっ!?」

「落ち着けって。まだ決まった訳じゃない」

　ゆりか達レインボゥハートは、戒かい律りつで魔法の積極的な利用を禁じられている。従って戦いでもない限り、街中で防ぼう御ぎよや隠おん密みつの魔法を使う事もない。そうなると疑わしいのはダークネスレインボゥという事になるが、即そく断だんするのは難しい。今はまだ、可能性の一つとして示されただけだった。

　ぶぅぅぅぅぅん

「うん？」

　孝太郎のポケットの中で携帯電話が一度だけ震える。孝太郎が携帯電話を取り出すと、その小さな画面にはゆりかからのメールが届いた事が表示されていた。










　孝太郎達は四つのチームに分かれて葉子を捜しているが、ゆりかのメールはそのうちの孝太郎、静香、ティアのチームに向かって送信されていた。キリハ達に送られていない理由はメールを開かい封ふうした段階で分かった。メールの情報源はキリハで、ゆりかがそれを拡散してくれたのだ。メールには次のように記されていた。

『キリハさんから電話がありました。八百屋さんが警察に迷子の届け出をしに行ったそうなんですが、今週に入ってから同じように迷子になった子供が何人もいるそうです。警察は八百屋さんの届け出を受理し、それをきっかけに公開捜査に踏ふみ切きるかどうか、検討に入ったとの事です』

　実は迷子―――行方不明になっている子供は、葉子一人ではなかった。ここ数日で何人も行方不明になっていたのだ。姿を消した子供達が住んでいる場所は、それぞれ離はなれており、最初は全く無関係の事件と考えられていた。しかし事件が連続して起こるので、警察は関連性を疑い始めた。葉子が姿を消したのはそのタイミングで、警察は両親にそういう事情を説明したのだという事だった。










　誘ゆう拐かいされた子供達は、どことも知れない薄うす暗ぐらい廃はい屋おく、その片かた隅すみにいた。彼らは全員が小学校へ上がる前の幼い子供で、寂さびしさと不安に心身を震わせている。生まれて何年も経たっていない子供達にとって、突然両親の下から連れ去られればそうもなるだろう。

「静かにしてくれていて助かるわ。子こ守もりはガラじゃないし」

　子供達を誘拐してきたのは、やはりダークネスレインボゥだった。グリーンとブルーが儀ぎ式しき魔ま法ほうの準備に当たっている間に、クリムゾンが子供達を誘拐してきたのだ。魔法を使えば誘拐は簡単だし、その痕跡を消す事も難しくはなかった。

「よく言うわ。騒ぐ子を眠ねむらせてしまったくせに」

　最近クリムゾンと組んで行動する事が多いグリーンが、自分の作業の手を止めてクリムゾンを見やり、小さく溜ため息いきをついた。

　誘拐されてきた当初は、泣なき叫さけんで助けを求める子供も多かった。しかしそういう子供はクリムゾンが睡すい眠みんの魔法をかけて眠らせた。子供達にはそれがただの眠りだとは分からないから、動かなくなった子供を見て強い恐きよう怖ふに駆かられた。おかげで今起きている子供達は泣き叫ぶ事が出来ず、身を寄せて震えている事しか出来なかった。

「………正確にはあの子のおかげよ。クリムゾンの子守りでも、魔法でもないわ」

　ブルーはそう言うと、子供達が閉じ込められている小さな魔ま法ほう陣じんを指し示す。子供達は今、魔法で作られた檻おりの中に閉じ込められていた。

　魔法の檻の中には十人の子供達がいる。そのうち四人が魔法で眠らされていて、起きているのは六人。その中で最も年長の少女が、他の子供達を必死に励はげましていた。

「みんな、げんきだして。きっとだれかがたすけにきてくれるから」

「でも、もうなんにちもたってるよぅ」

「そうだよ！　だれもたすけになんてこないよ！」

　五人の子供達を励ましていたのは葉子だった。幼稚園卒業が近く、しかも仕事で忙いそがしい家庭で育った彼女なので、他の子供達よりもずっとしっかりしていたのだ。彼女は自分だって怖こわいのを必死で我が慢まんしながら、他の子供達に言葉をかけ続けていた。

「ハルカゼマンがきっときてくれるよ！　だいじょうぶだよ！」

「はるかぜまんなら………」

「でもどうしてまだこないの？」

「ほかのとこであくまだんしゃくをやっつけてからくるよ！　きっとくる！　だからげんきだして！　ハルカゼマンがたすけにきたときに、げんきがなきゃこまるもの！」

「う、うん」

「わかった………」

　葉子は頭がいい子供だから、ハルカゼマンがショーの登場人物である事を知っている。しかしこの状況では、どうしてもハルカゼマンが必要だった。いずれ正義のヒーローが助けに来てくれる、そういう分かり易い希望が、幼い子供達には必要だったのだ。

「………あの子が子供で助かったわ。もしああいう人間が敵に交じっていたら、とても厄やつ介かいだったもの」

　子供達の様子を冷静に観察していたブルーは、葉子―――ブルーはその名前は知らないが―――の事を高く評価していた。葉子は危険の中にあっても勇気と冷静さを失わず、どうしたら自分達が無事でいられるのかを考えている。もしかすると葉子なら逃げ出す方法を考えていてもおかしくはない、ブルーはそんな風に考えていた。

「所しよ詮せんは子供よ。何もできやしないわ」

　クリムゾンは子供達を見ながら肩かたを竦すくめる。力が全すべてと考える彼女は、無力な子供達に何かが出来るとは思っていなかった。
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「クリムゾン、十年前のあなたはどうだった？　こういう時に、何もしないでいる子供だったのかしら？」

「それは………」

　しかしブルーのその指摘にクリムゾンは口くち籠ごもる。クリムゾンが子供の頃は、どうやって大人おとな達を出し抜こうかとそればかりを考えていた。彼女が力を求めていたのはその頃からの事で、油断した大人達を出し抜いたのは一度や二度ではなかった。それが構図を入いれ替かえて、今ここで起こらないとは言えなかった。

「あの子達に逃げられないように、結界以外にも幾いくつか魔法を仕し掛かけておきましょう。そうすればあの子達に力があろうがなかろうが、同じ事だわ」

　ブルーに言い負かされたクリムゾンに、グリーンが助け船を出す。多少頭が回る子供が交じっていたとしても、複数の魔法を突とつ破ぱできるとは思えない。グリーンの予知では、魔法を追加した場合に子供達が逃げ出せる可能性は小数点以下。それもその殆ほとんどが、イレギュラーな問題が生じて儀式を中断した場合だった。

「そうしてちょうだい。これから出で掛かけなきゃならないし」

　クリムゾンはグリーンの助け船に、これ幸いと飛び乗った。そしてそれを利用して、この場を立ち去り、強ごう引いんに話を打ち切ろうとする。

「どこへ？　もう生いけ贄にえは十分な筈よ」

　だがブルーがクリムゾンを引き留める。クリムゾンが子供達を捕つかまえてきたのは、儀式魔法の生け贄にする為だ。既すでに必要な量は集まっているので、クリムゾンが出掛ける理由はない筈だった。

「真希を助けに行くのよ。真希が今どうなっているのか、それだけがこの作戦の不確定要素でしょう？」

　クリムゾンはこの場を逃げ出して話を誤ご魔ま化かしたかったのは確かなのだが、真希を助けたいと思っているのも事実だった。真希が敵なのか味方なのかは、戦いの結果を左右しかねない大きな問題なのだ。

「クリムゾン、一応私はネイビーさんが完全に洗脳されて敵になってしまっている前提で作戦を立てたけれど」

　作戦を立案したグリーンは、真希がダークネスレインボゥの敵になっている場合をきちんと想定していた。機械的手段、薬物、魔法。人間の精神を操あやつる方法は幾らでもある。真希がただの虜りよ囚しゆうであると考えるのは早計だった。孝太郎達がそんな事をする筈はないのだが、ダークネスレインボゥでは何百年も使われている手段なので、自分達がやっているのだから敵もやっているだろうという考えからは抜け出せなかった。

「それでも真希がこっち側なら、勝つ可能性が高まるでしょう？」

「それはそうね」

　グリーンは肩を竦めた。予知をするまでもなく、真希が味方であれば勝利はより確実なものになる。

「私は生け贄が集まって手が空いた訳だし、何もしないでいるよりはいいと思うの」

「確かに、何もしないで遊んでいるよりはいいわね」

　当初は引き留めたブルーだが、クリムゾンの話を聞くうちに意見を変えた。

　この作戦では、クリムゾンが生け贄集めを担当し、ブルーとグリーンが儀式魔法の準備を担当している。だがクリムゾンの方が先に終わってしまった。今からクリムゾンを儀式魔法の準備に参加させても、工程の確かく認にんや作業の再分担などで時間を浪ろう費ひし、今一つ短縮には繋つながらない。そしてクリムゾンに子守りをさせても役に立たないので、真希の事を任せる方が効果的だった。真希を連れてくる事が出来れば、結果が大きく変わるのだから。

「クリムゾン、本当はネイビーさんを取り返したいだけでしょう？」

「アハハハッ、よく分かってるじゃないの、グリーン！　取り返して真希にもっと強くなって貰って、戦うのよ！　死力を尽つくしてね！」

　クリムゾンが真希を救い出したいのは、作戦上の理由だけではない。彼女は真希の事をライバルだと思っているからこそ、助け出したいのだ。クリムゾンの見立てでは、真希はもっと強くなる。そして科学魔法を与あたえれば、彼女の強さは更さらに高まるだろう。そうなった後で、クリムゾンは真希と戦う。強さを追い求め、強者との戦いを望むクリムゾンだから、大きな可能性を秘ひめた真希を取り返したくて仕方がないのだった。







友人と敵の狭間で　九月十三日（月）







　ゆりかのメールを見た孝こう太た郎ろう達たちは緊急事態と判断。より一層捜そう索さくの範囲を広げるべく、単独で行動できる者は単独で行動する事になった。元々単独行動が多かった真ま希きや、圧あつ倒とう的てきに強い静しず香かやティアなどがそうだ。他の者達は相変わらず組で行動している。連続誘拐犯が相手である可能性が濃厚なので、用心に越こした事はなかった。

「………まさかとは思うけれど………」

　真希は子供達が連続して誘拐されていると聞いた時から、ダークネスレインボゥの仕し業わざである可能性を疑っていた。その理由は簡単だ。十人も行方不明であるにもかかわらず、一向に証しよう拠こや目撃証言、犯人からの連れん絡らくがないからだ。だから未いまだに誘拐事件ではなく、行方不明事件扱いになっていた。そして偶ぐう然ぜん十回連続で証拠や目もく撃げき者しやが出なかったという可能性よりは、それらを出さない技術を持っている可能性を考えた方がいい。その場合、真希が思い付くのはやはり魔ま法ほうの力だ。ダークネスレインボゥが魔法を駆く使しして子供達を誘拐すれば証拠も目撃証言も出ない。何しろ子供達が自分から、人目のない場所に向かうようにする事さえできるのだから。

「………そして子供達を誘拐する理由が、儀式魔法のエネルギー源なら………」

　そしてもう一つ真希にダークネスレインボゥの関与を疑わせるのが、子供ばかりが行方不明になっているという事だった。幼い子供は特定の思想や感情に染まっていない為、純度の高いエネルギーを抽ちゆう出しゆつできる傾けい向こうがある。そして比ひ較かく的てき魔法の才能がある子供を選べば、その効率は更に高くなるだろう。魔法の才能がある子供は少ないので、行方不明になった子供達がバラバラの場所に住んでいるのも当然だ。魔法の才能が基準で行方不明になっているなら、関連性がない事が関連性なのだ。

「………もし本当に、ダークネスレインボゥが関与しているなら………」

　かつてダークネスレインボゥの悪の魔法少女であった真希だから、ダークネスレインボゥが絡んでいる可能性があるなら放ってはおけなかった。自分の過去の影かげが、吉きつ祥しよう春はる風かぜ市しを闇に閉ざそうとしているのだから。

「………守らなくては………ここは陽ひだまりの中にある世界だもの………」

　真希は子供達が行方不明になった現場の中で、最も近い一つへ向かっていた。行方不明になった十人の子供達の情報は、サンレンジャー経由で手に入った。真希はその現場を調べる事で、ダークネスレインボゥが関与しているのかどうか、その手がかりを得ようとしていたのだ。

「ここね」

　真希が足を止めたのは河か川せん敷しきだった。既に夜なので、河川敷には人の姿はない。彼女が着ている騎き士し団だんの制服は、青騎士の青と彼女のパーソナルカラーである藍あい色いろで彩いろどられているが、夜の闇の中ではその色の違ちがいは見分けられなかった。

「さて、魔法で誘拐するならどこでやるかしら？」

　真希は土手の上から軽かろやかに河川敷に飛び降りると、あたりを見回す。行方不明になっている十人の子供のうち、少年の一人がこの場所で姿を消したのだという。河川敷で友達とサッカーをして遊んだ後、帰宅する最中に姿を消したらしい。

「市街地に出てしまえば人目がある………誘拐ならむしろここでやる筈はず」

　真希はダークネスレインボゥとして活動していた期間があるので、その考え方や手口に通じている。彼女はその事をとても悲しい事だと思っているのだが、今は子供達を見付ける為にその経験が必要かもしれない。自分の悪い過去を思い出したくないなどと言っている場合ではなかった。

「しかしこれだけ開けた場所では、目撃者が出てしまう。だとすると………」

　真希の目には暗くら闇やみを見通す魔法がかけられている。だから彼女の目には夜闇に包まれた河川敷の様子がはっきりと見えていた。その情報と真希の経験から、彼女は誘拐に適した場所を絞り込んでいった。

「多分、ここか、あそこね」

　真希は誘拐の現場として、二つの場所を候補に挙げた。一つ目は河川敷の出口付近にある橋の下のあたり。そしてもう一つは少年が友達と別れてすぐのあたりにある大きな草むらだった。

　真希が橋の下だと考えた理由は簡単だ。子供が入り込んで遊ぶ事の多い場所なので、魔法をかけて橋の下に誘ゆう導どうすれば誰だれも不思議には思わない。特に少年はサッカーボールを持っていたらしいので、橋の土台のコンクリート壁にボールを当てて練習する事は想像に難かたくない。誰もが見過ごしてくれる人目に付かない場所だった。

　もう一ヶ所、少年が友達と別れてすぐのあたりにある草むらを怪あやしいと睨にらんだのは、真希がダークネスレインボゥであった経験から出た考えだった。手がかりを残さずに誘拐するには、捕とらえた後に魔法で少年の幻げん影えいを作り、しばらく河川敷を歩かせるのがベストだ。そうする事で誘拐現場を誤ご認にんさせる訳だ。少年が歩いていたという証言があるのに、そのずっと前の段階で既に誘拐されているとは思わないから、よほどの大捜査にならない限り現場に人がやってくる事はない。そして誘拐と替え玉の魔法を使うのに適した、魔法使いが身を隠せそうな場所としては、その草むらがベストだったのだ。

「………アナライズマジック」

　真希は分ぶん析せきの魔法を使って、二つの場所を調べ始めた。残念ながら橋の下では成果は得られなかったが、草むらの方で彼女はそれらしい手がかりを発見した。

「ほんの僅わずかだけど、このあたり一帯の魔力が希き薄はくだわ………誘拐で使用した魔法の痕跡を、別の魔法で消して、この場所を離れたんだわ」

　真希が発見した手がかりは、自然界に存在しているべき魔力が、感じられないというものだった。

　もしこの場所で何者かが魔法を使って誘拐を行った場合、振ふるわれた魔法の規模によってこの場所に魔力が幾らか残留する。すると誘拐が敵対組織に察知される可能性が出てくるので、その残留魔力を消す為ために別の魔法で隠蔽するのが普通だ。大きな魔法で残留した魔力を、小さな魔法で拡散させて消す訳だ。

　だがこの隠蔽方法にも一つだけ弱点がある。それは本来自然界にも存在している微び弱じやくな魔力まで消してしまうという事だった。不自然なまでに魔力が感じられなくなってしまうのだ。これは自動車などを綺麗に洗浄し過ぎて、表面の保護被膜まで削けずってしまうようなものだ。長期的に見れば元に戻もどるものなのだが、事件から何日も経っていない現状においては、まだ元に戻ってはいなかった。

　とはいえ自然界の魔力は元々非常に微弱なものなので、近くに寄って詳しよう細さいに調べなくては、なくなっている事は分からない。真希がこの場所を決め撃ちして調べたからこそ、分かった事なのだ。だから同じ魔法使いであっても、戦士としての訓練を受けていない晴はる海みあたりでは、分からなかったに違いなかった。

「誘拐現場と思われる場所で、大きな魔法を使い、その痕跡を隠蔽している………これはダークネスレインボゥの仕業で間ま違ちがいないわ………」

　真希の表情が厳しくなった。

　この場所で魔法を使ったのがレインボゥハートに属する者であるなら、誘拐とは無関係にこの現場を通りかかり、何らかの事情で魔法を使い、その痕跡を消していったという事になる。それでは偶然と特別が重なり過ぎていて現実的ではないから、誘拐現場で魔法を使った者がいるなら、自然とダークネスレインボゥであるという結論に辿たどり着つく。

　そしてダークネスレインボゥが十人の子供を誘拐して何をするのかと想像した場合、真希には答えが一つしか思いつかなかった。それは十人の子供達をエネルギー源にして大規模な儀式魔法を行い、孝太郎と少女達を殲せん滅めつする。そして一〇六号室に集中している魔力を奪だつ取しゆして、レインボゥハートとの最終決戦に挑むのだ。

「遂ついに始まるのね………けれど、そういう訳にはいかないっ！」

　真希はその瞳ひとみに強い決意を漲みなぎらせた。今の彼女は人を愛するという事を知っている。そして愛は自分だけのものではなく、どんな人にもそれぞれの愛があるという事も知っている。誰の愛も守られねばならない。だから誘拐された子供達は絶対に両親の下へ帰す。今の真希は暗い闇の中から抜け出して、自らの強い意思と深い愛とで、明るく光り輝いていた。










　真希はこの連続行ゆく方え不ふ明めい事件がダークネスレインボゥによる連続誘拐である可能性が極きわめて高い事を孝太郎達にメールで連絡すると、彼女自身もそのまま手がかりを追い続けていた。

　ダークネスレインボゥの魔法使いは、高度な魔法の道具で身を固めている。魔法を行使する為の杖つえはもちろん、着ている衣服には防ぼう御ぎよ魔ま法ほうがかけられているし、魔法の薬や護ご符ふも多く携けい帯たいしている。目立ちたくない場合には、それらの道具から漏もれている魔力も消してやらなければならない。すると魔力を隠蔽する魔法をまとったまま移動していく事になるので、誘拐現場と同じように、移動した経路の魔力が不必要に削り取られてしまう事になる。真希はその削り取られた魔力を辿って、犯人の足そく跡せきを追い続けていた。

　真希は河川敷から離れ、吉祥春風市の町外れへ向かっていた。そこは八十年代から九十年代にかけてリゾート地として開発が行われていた地域だったのだが、バブルが弾はじけて不景気になると、廃はい業ぎようや開発中止が相次いだ。その結果、近代建築のゴーストタウンが出現した。そこは誰かの思おもい描えがいた、壮そう大だいな夢の跡あとだった。

「………この術者がもう少し情報系の魔法に長たけていたら、追えなかったわね………」

　魔力を隠蔽する魔法の力が、身体や道具から放射されている魔力より小さいと、微弱な魔力が残ってしまう。逆に大きいと、周囲の魔力を必要以上に消してしまう。どちらの場合も敵に手がかりを残す事になる。そうならないのは力の大きさが完全に一いつ致ちしている場合だ。その場合、自分と道具の魔力だけが消え、周囲の魔力には影えい響きようを与えない。しかしそのコントロールは非常に難しい。ダークネスレインボゥでそれが完全に出来るのは、情報系の魔法が得意なダークグリーンぐらいだろう。幸いな事に、真希が追っている魔法使いは、情報系に限ればその実力は真希よりも劣おとる。おかげで彼女は辛かろうじて、削り取られた魔力の痕跡を追う事が出来ていた。

「誘拐の犯人は間違いなくグリーンじゃない。パープルやブルーなら、もう少し痕跡が薄くて私では途と中ちゆうから追えなくなっていた筈。残りはイエロー、オレンジ、クリムゾン。中でも一番情報系が苦手なのは………」

　そして真希の魔法の実力と、ダークネスレインボゥの魔法の実力を比ひ較かくする事で、誰が子供達を誘拐して回っているのかの目星がついた。

「………そっか、彼女が来ているのね………」

　敵の目星がついた時、真希はその場に立ち止まった。そしてとても寂しそうに微笑ほほえむ。その相手はダークネスレインボゥの中にあって、真希が唯ゆい一いつ、友人と呼べるかもしれない人物。利己的ではあるが、裏表のない、真まっ直すぐな精神の持ち主。

「そうよ。久しぶりね、真希」

「クリムゾン………」

　ダーククリムゾン。酷ひどく暗い色調の赤い衣装で身を固めた、活発な印象のある少女。突然真希の前に姿を現した彼女は、真希と同様に寂しげに微笑んでいる。夜の闇の中、無人の路上で向かい合う二人は、周囲のゴーストタウンと同じぐらい、物悲しい雰ふん囲い気きに包まれていた。










　真希からメールを受け取ったゆりかは、内容を確認するとすぐにメールを孝太郎達たち全員に転送し、自らも捜索に加わる事を決めた。

「佳か苗なえさん、ナナさんの事をよろしくお願いしますぅ」

「言われるまでもないわ。ゆりかちゃん、奈な々なちゃんの協力者としては、私の方が先せん輩ぱいなんだから」

「そうでしたね。では、お任せしますぅ、先輩」

「そう言われる方が、しっくりくるわね」

「あはははっ」

　ゆりかはナナの事は佳苗に任せる事にした。わざわざフォルサリアから連れてきたナナを他人に任せるのは気が引けたが、これがゆりかの役目だったし、佳苗はずっと前からナナの協力者だったので、佳苗に任せる事に抵抗感は少なかった。

「それじゃナナさん、行ってきます」

「ゆりかちゃん………」

　笑え顔がおで出発しようとしているゆりかを前にすると、ナナは引き留めたい気持ちをぐっと堪こらえなければならなかった。彼女は孝太郎と同じように、ゆりかは戦いをするような人間ではないと考えている。しかしそれでも、ゆりかほど魔法の才能に恵めぐまれた人間は滅めつ多たにいない。だから送り出さねばならない矛む盾じゆん。そして何も出来ない自分への無力感。それがナナの気持ちに重く圧のし掛かかっている。一年半前にも感じた感情だった。

「そんな顔しないで下さい、ナナさん」

　ゆりかはそんなナナの複雑な気持ちに気付いていた。かつてのゆりかには、ナナの気持ちに気付く余よ裕ゆうはなかっただろう。戦いの真まっ只ただ中なかに放り出され、しかも周囲に理解は得られない。魔法の才能や技術はともかく、彼女は到とう底てい魔法少女と呼べるレベルにはなく、自分の事だけで精せい一いつ杯ぱいだった。

「でも………」

「私は去年の私とは違います。今の私には、守りたいものが沢たく山さんあるんです」

　ゆりかはこの一年と数すうヶか月げつの間に大きく成長した。勇気を備え、愛を知り、自らが戦う理由を見み出いだした。ゆりかは孝太郎を、ナナを、六畳間の少女達を、そしてこの町に住む沢山の人々―――平へい凡ぼんだけれど大切な毎日を守る為に戦うだろう。今の彼女は、胸を張って魔法少女だと名乗れるだけの実力と心を備えているのだ。

「そうね。ごめんなさい。だったら、魔法使いの先輩として助言をさせて貰もらうわ」

「ありがとうございますぅ」

「ゆりかちゃん、一人の人間に出来る事はそう多くはないわ。必要な時は、仲間の力を頼たよりなさい」

「任せて下さぁい。人に頼るのは得意ですぅ」

　ゆりかは少しおどけてそう答える。しかしナナにはゆりかの本音は筒つつ抜ぬけだった。彼女は少し苦く笑しようすると、ゆりかが誤魔化そうとした事を敢あえてはっきりと言葉にする。

「これは本当に重要な局面での話よ？　ゆりかちゃんは、そういう時には誰にも頼ろうとしないから」

「………はい、気を付けますぅ」

　こうまではっきりと言われてしまうと、ゆりかも観念するしかない。素す直なおに首を縦に振り、ナナと約束した。

「それともう一つ。十一年前に真ま耶やが早さ苗なえちゃんやキリハさんを誘拐して儀式魔法に使おうとした時、かなり大きな魔ま法ほう陣じんを使っていたの」

「大きさはどのくらいですかぁ？」

「普ふ通つうのビルの、地下駐車場のサイズよ」

「結構大きいですねぇ」

「でも今回は十人誘拐されている訳だから、まとめて儀式に使うつもりなら、それよりももっと大きな魔法陣が必要な筈よ。大きな建物の地下なんかが必要な筈だから、そういう建物から優先的に調べなさい」

「はい、分かりましたぁ！」

　ナナは身体からだこそ不自由になったものの、頭の良さは健在だった。ゆりかは流石さすがはナナだと嬉うれしくなったが、喜んでばかりもいられない。

「それじゃ、行ってきます！」

「行ってらっしゃい」

「気を付けるのよ！」

「はぁ～い！」

　ゆりかはナナの助言を心に刻み付けると、ナナと佳苗に別れの言葉を残して『青騎士』の船室を飛び出していった。

　ゆりかが居なくなると、船室にはナナと佳苗、二人きりになった。二人はそのまましばらく、ゆりかが飛び出していったドアを見つめ続ける。

「ねぇ、奈々ちゃん」

「はい？」

「ゆりかちゃんって、いいお弟で子しさんよね？」

「はい。自じ慢まんの一番弟子です」

「あら、大きく出たわね。うちの娘むすめだって、自慢の一人娘だわよ」

「信じましょう。自慢の弟子と、娘と、その仲間達を」

「ええ。あの子達なら、きっとうまくやるわ」

　やがて二人は笑い始める。彼女達はゆりか達が怪け我がをしないかと心配していたが、負けるとは思っていない。レインボゥを名乗る魔法少女が自ら戦いに赴おもむく以上、絶対に勝って帰ってくる―――それはかつての戦いの日々の中で、何度となく自分達に言い聞かせた言葉だった。そして二人は言葉通りに勝利し続けた。だから二人は笑う事が出来る。ゆりか達も同じだと、信じているのだった。










　軌道上の『青騎士』から地上へ戻ったゆりかは、一番近くにいた孝太郎と合流した。そして二人で一いつ緒しよに行方不明になった子供達を捜し始めた。

「ゆりか、あのままナナさんのところにいて良かったんだぞ？」

　だがやはり孝太郎としては、ゆりかはナナのところにいて欲しかった。折せつ角かく久しぶりに再会した師し弟ていであるし、そうでなくてもゆりかは平へい穏おんが似合う少女だ。出来れば事件に巻き込まれる事なく、のんびり暮らして欲しいというのが孝太郎の願いだった。

「これは私の役目なんです。ダークネスレインボゥが悪事を働いているなら、私は私が幸福である為に、彼女達と戦います」

　ダークネスレインボゥが暗あん躍やくしているなら、それを阻そ止しするのがレインボゥハートの魔法少女であるゆりかの役目だ。まだ可能性が高いというだけだが、それでも無視できるような話ではない。楽観視して最悪の事態を呼び込む愚ぐは避さけねばならなかった。

　そして何より、ゆりかは知っている。自分が楽しく暮らす為には、周囲の人々が楽しく暮らしていてくれなければならないと。孝太郎が、六畳間の少女達が、町の人達が。そうでなければ、落ち着いてカップ麺めんを食べる事も出来ない。ゆりかには、こうする事がどうしても必要なのだった。

「俺おれは認めない。お前が魔法少女の顔をしているのは不幸な事だ」

　ゆりかが戦わねばならないのは、魔法の才能を持って生まれたという、ただ一点のみが理由だ。だからゆりかは普通の少女のように、平凡な女子高校生として暮らしていていい筈なのだ。

「………里さと見みさんがそう思って下さるのなら、ちっとも不幸じゃないと思います」

　しかしゆりかは自分を不幸だとは思っていない。孝太郎はゆりかが魔法少女だと認めつつも、魔法少女らしく生きる事を望まない。ゆりかは自分が平凡な少女である事を望んでくれる人がいるのなら、どれだけ激しい戦いに巻き込まれようと、不幸だとは思わない。無理解に耐たえてきた彼かの女じよだから、特にそう思うのだ。

「そんな事はない」

「私は不幸ですかぁ？」

「ああ」

「だったらぁ、里見さんに慰なぐさめて貰えると思うんですけどぉ」

「お前なあ………」

「言葉じゃなくて、態度で示すのでもいいですよぉ。キスとかぁ」

　ゆりかは孝太郎に近付くと、わざとらしく唇くちびるを突き出して背せ伸のびする。

「馬ば鹿かな事やってないで、不幸の元を断たちに行くぞ」

　孝太郎は一方的に話を打ち切ると、先に立って歩き始めた。その様子を見て、ゆりかは小さく溜め息をつく。

「………里見さんってぇ、すごーく損な生き方してますよねぇ？」

　ゆりかは孝太郎になら何をされても構わないと思っている。さっきだって、本当にキスされても構わなかった。しかし孝太郎はそういうゆりかだからこそ、大事にしたいと思っている。きっと孝太郎は、もう少し身勝手であればもっと楽しい人生を送れただろう。ゆりかが言う損とは、そういう意味だった。

「損か得かなんて言ってると、本当に大事な事を見落とすんだ」

「大事な事………私が里見さんの事が好きって事ですかぁ？」

「………」

　ポカッ

「何するんですかぁ!?　照れなくてもいいじゃないですかぁっ!!」

「そんな小さな話じゃない」

　孝太郎はボソッとそう呟つぶやくと、どんどん先へ行ってしまう。ゆりかはその言葉の意味がすぐには呑のみ込こめなくて、孝太郎の背中を見つめ続ける。

「あはっ」

　しかしほんの数秒後には孝太郎の言葉の意味を理解して笑顔になると、その後を追って走り始める。やはり孝太郎は照れていたのだ。

「私ぃ、里見さんのそういうところ好きですぅ」

　ゆりかは隣となりに並ぶと、優やさしげに目を細め、孝太郎に笑いかける。孝太郎は一度だけその笑顔を見たが、すぐにそっぽを向いてしまう。

「………黙だまって子供達を捜せ。非常事態だぞ」

「はぁ～い」

　孝太郎の行動がどういう意味なのかはゆりかにもよく分かっていたので、彼女は下を向いて小さく笑うと、自身も子供達を求めて周囲の様子を観察し始めた。










　孝こう太た郎ろうとゆりかは子供達を捜しながら、真ま希きの後を追っていた。ダークネスレインボゥの関与が濃のう厚こうであるなら、真希はいずれ彼女らと鉢はち合あわせる事になる。その時、味方は多い方がいい。だが孝太郎とゆりかが合流するよりも早く、真希はダークネスレインボゥの一人、ダーククリムゾンと遭そう遇ぐうしていた。

「思ったより元気そうじゃない、真希」

「待たい遇ぐうはそう悪くはないもの」

　二人は街かい道どうから少し離はなれた、空き地で向かい合っていた。話をするにしても、目立ちたくなかった。二人とも見た目だけなら年とし頃ごろの可か憐れんな少女なので、夜中に人目に付くと厄介事は多いのだ。

「それにしても………私がいなくなってから、あなたの服装を注意する人は居なかったの？　よれよれじゃないの」

「あんたほど口うるさいのはなかなか居ないわ。オレンジなんかはワイルドでカッコイーなんて言ってるし、部下達は怖がって意見しないし」

「まったく………ダークネスレインボゥの格式は下がる一方ね」

「元々そういう我を通す集団でしょうが」

「それもそうね」

　二人の会話は軽快で、その雰囲気はクラスメイトのそれによく似ている。これは横の繋がりが乏とぼしいダークネスレインボゥの中にあって、例外的に友好関係にあった二人だからこそのものだった。

「それでクリムゾン、今は何をしているの？」

「あんたを助けに来たのよ、真希」

　真希は誘拐事件の事を訊ききたかったのだが、クリムゾンの答えは違っていた。

「私を？」

　そして真希はクリムゾンの答えに驚おどろき、目を見張る。ダークネスレインボゥでは普通、敵に捕まった者は情じよう報ほう漏ろう洩えいのリスクとしか考えない。救い出そうとは考えないので、見殺しにされたり処分されたりというケースが目立つ。だからクリムゾンの口から助けに来たという言葉を聞いた時、真希は驚きを隠かくせなかった。

「ええ。レインボゥハートとの決戦が近いから、出来ればあんたを取り戻したい訳。新しいダークネイビーを育成するには時間がないもの」

「そういう事ね………」

　レインボゥハートとの決戦を行う上で、兵力は少しでも多い方がいい。ダークネスレインボゥの最高幹部七人のうち、一人を欠いた状態で戦うぐらいなら、真希を救出した方が合理的だと考えた訳だ。真希だから救うのではなく、あくまで手て駒ごまの一つとして必要とされていたのだ。実にダークネスレインボゥらしい論理で、真希にも納なつ得とくの説明だった。

「でも、帰る訳にはいかないわ」

　真希はそう言いながら首に触ふれた。そこには機械式の首輪が着けられている。ダークネスレインボゥはこの首輪を、真希を従わせる為の道具だと考えている筈だった。

「………その首輪、本当にあんたを殺せる代しろ物ものなのかしらね」

「実際はどういうものなのかはよく知らないのよ。私が作った訳じゃないし。かといって試ためす訳にもいかないじゃない？」

　真希は肩かたを竦すくめてみせる。この手の質問は想定されていたので、真希が動じた様子はなかった。彼女はごく自然に、用意していた通りの答えを口にする。この答えには、真希の嫌きらいな嘘うそも含ふくまれていない。おかげで真希の雰囲気はいつも通りだった。

「それ以前に………真希、あんた自分の意思でそっち側に留とどまっているんでしょう？」

　だがクリムゾンが続いて口にしたこの質問には、真希は心臓をぎゅっと掴つかまれたかのような気分にさせられた。あまり物事を深く考えないクリムゾンに、見み抜ぬかれるとは思っていなかったのだ。その内心の動どう揺ようを押おし殺ころしながら、真希は慎しん重ちように返答した。

「何な故ぜそう思うの？」

「それはね、あんたが強くなっているように見えるからよ」

　クリムゾンの長い髪かみが夜風に揺ゆられている。その様子はまるで燃えているかのようで、笑っている彼女の凄すごみを大きく増していた。

「私もあんたと会うまでは、その首輪で従わされてるんだろうと思ってた。でも、無む理り矢や理り従わされている筈のあんたが強くなっているんじゃ、おかしいでしょう？」

　クリムゾンが真希は自由意思で行動していると察したのは、強者との戦いを求め続ける彼女ならではの論理だった。

　首輪で脅おどされ、無理矢理働かされているなら、真希は弱くなっている筈なのだ。真希自身には積極的に行動する理由がなく、ただ死にたくないというだけで行動しているのだから、前向きな意思の力など宿ろう筈はない。

　にもかかわらず、クリムゾンが目にした真希は、前向きな意思の力を感じさせた。それも、かつての真希以上に。魔法の戦いは、精神力が大きく影響する。真希が意思の力を増大させているなら、以前よりもずっと強い筈だった。

「だから私は思ったのよ。ああ、真希は自分の意思で行動しているんだ、ってね」

「クリムゾン………」

　クリムゾンが感じているものは正しい。真希はもう、彼女には誤ご魔ま化かしは効かないと感じていた。しかしクリムゾンの意図がまだ読めないから、真希はこれまでの流れを継けい承しようして話を続けた。

「仮にあなたの言う通りだとしたら………クリムゾン、あなたはどうするつもりなの？　この場で粛しゆく清せい？　それともみんなに裏切りの報告を？」

　情報漏洩のリスクがあるだけで平気で見殺しや処分なのだから、裏切り者となれば対応はもっと上になる。この場で粛清、もしくは六人の幹部全員で抹まつ殺さつしに来る可能性は極めて高い。

「何故そんな勿もつ体たいない事をする必要があるの？　私に必要なのは強者との戦い。真希、あんたが強くなるのは大だい歓かん迎げいだわ」

　ここでもクリムゾンは組織の論理より、個人の願望を優先した。彼女にとって、強者と戦って勝利する事が全すべて。自分を高める事が最優先であって、その他の事など知った事ではないのだ。

「以前のあんたとは戦って得るものは殆ほとんどなかった………でも今のあんたは違う。十分に戦う価値のある相手になってくれた！」

　クリムゾンは嬉しそうに笑う。ダークネスレインボゥ時代の真希は強かったが、戦いに全てを捧ささげているクリムゾン程ほどではなかった。また得意な魔法の性質も、エネルギー系が得意なクリムゾンが有利。だからクリムゾンは収しゆう穫かくの時を待つかのように、真希が強くなるのをずっと待っていたのだ。

　そして真希はダークネスレインボゥを離れた事で強くなった。クリムゾンが期待する力を備え、戦う価値のある相手となった。だが仲間に真希の裏切りを報告すれば、真希と戦う機会を失う事になる。だからクリムゾンは仲間達に報告しない。真希に対して、ダークネスレインボゥに戻って来いとも言わない。ずっと待っていた真希との戦いの時が、やってきたのだから。

「私はこの機会を手放すつもりはないわ！　私と戦いなさい、真希！」

「あなたは心底ダークネスレインボゥなのね、クリムゾン………」

　自己の願望を優先して魔法を使う、それがダークネスレインボゥの理念だ。クリムゾンは今、自己の願望を優先してダークネスレインボゥの組織としての理り屈くつを無視している。クリムゾンはダークネスレインボゥであるが故ゆえに、組織としてのダークネスレインボゥを無視した。クリムゾンは、真希の師し匠しようである真ま耶やと同じ思考の持ち主なのだ。そしてだからこそ真希は説得は通じないという結論に至る。クリムゾンは真耶と同じく、ダークネスレインボゥの申し子なのだった。

「………ねぇ、クリムゾン」

「なに？」

「私はきっと、あなたと友達になりたかったのよ」

　真希はこれまで、孤こ独どくと裏切りに囲まれて生きてきた。だからクリムゾンの自分の気持ちに嘘のない正直な生き方は、真希にとって好ましいものだった。だからずっと気になっていた。それは恐おそらく、ずっと暗闇の中にいた真希にとっての、ささやかな慰めであったのだろう。

「そうなの。でも、私はあんたと戦いたかった」

　けれどクリムゾンの方は同じように考えてはいなかった。正直であるからこそ、真希との戦いを一いち途ずに求めた。だが真希は、心理的な何かが壁になり、その強さを発揮出来ずにいた。だからクリムゾンは真希の事が気になっていた。

「求めているものが最初から違っていたのね………残念だわ」

　真希は覚かく悟ごを決めると、自身の杖を構えた。互たがいに気にかけていたが、お互いが求めるものが本質的に擦れ違っている。真希がクリムゾンの正直さを好ましく思うのなら、このすれ違いは解決する事が出来ない。クリムゾンは心底、心理的な問題から解き放たれた真希と戦いたがっている。だから真希は、クリムゾンが好きだからこそ、戦わねばならないのだ。

「真希、ようやくあんたと腹を割って話が出来たような気がするわ」

「皮肉ね。こうなって初めて、あなたと友達になれたなんて」

　二人は寂さびしげに笑い合う。先さき程ほど、再会した時と同じ顔。もしかしたら二人は、あの時からこうなる事を予感していたのかもしれない。

「たとえ友達であっても、手は抜ぬかないわよ、真希」

「心配しないで、可か憐れん。ちゃんと分かってるから」

　ダーククリムゾンの本名は可憐という。真希が彼女に本名を教えた時に、彼女も真希に本名を伝えていた。

「その名で呼ぶなって言ったでしょう？」

　だがクリムゾンは、自分の可憐という名前が好きではない。彼女は強くなりたいのに、名前は可憐。イメージにそぐわないから、彼女は真希に本名ではなくクリムゾンと呼べと言っていたのだ。

「覚えてるわ。でも一度ぐらい、呼んでおきたかったから」

「だったら一度ぐらい、本気で戦ってくれるのよね？」

「そうよ。あなたは私の友達だもの」

「ふふ、期待してる」

　最後に二人はもう一度だけ笑顔を交かわすと、同時に杖を掲かかげ、結界を張る為の呪じゆ文もんの詠えい唱しようを開始する。そうして今まさに戦いを始めようという二人だったが、その表情は決して敵に向けられる種類のものではなかった。










　クリムゾンにとっては、戦いと強くなる事が全て。そんな彼女だから、戦いの訓練は毎日欠かさない。おかげで反応は早く、呪文の詠唱も速い。それだけでなく、彼女は更さらにエネルギー系の呪文を集中的に訓練しているので、威い力りよくも非常に大きい。

　だが対する真希は、そこまで戦せん闘とうへのこだわりはない。しかも真希が得意な魔法は精神を操あやつるものなので、活かつ躍やくの場は主に戦闘が起こる前の段階だ。戦闘が苦手という訳ではないが、クリムゾンより劣っているという事は、認めざるを得ないだろう。

「ナイトウォーカー！　リコール・プレキャスト・カテゴリーアルファ！」

　その為、真希が最も重要視していたのは、戦闘開始直後だ。彼女はそこで、事前に詠唱して待機状態にしてあった十以上の魔法を作動させ、身体能力や精神の活動を強化する。クリムゾンも当然同じ事をやってくるのだろうが、身体能力や精神活動の強化は真希の得意分野なので、魔法による強化まで含めれば真希はクリムゾンと互ご角かくに戦えるようになる可能性が高かった。

　だが問題が一つだけ存在していた。それは最初の魔法の発動だけは、クリムゾンの方が速いという事だった。

「おかしい!?　どういう事なの!?」

　しかしそんな真希の予測に反して、クリムゾンは何故か身体や精神の強化を行わなかった。それはこれまでのクリムゾンの戦い方とは明らかに違ちがっている。かつてのクリムゾンは、能力を強化した上で前に出て、積極的に攻こう撃げきするのが普通だったのだ。

「こっちに来ておかしな連中と戦って………その結果、私は気付いたのよ」

　クリムゾンは殆ど棒立ちのまま、多くの魔法を纏まとって光り輝く真希の姿を眺ながめていた。真希は自身の身体だけでなく、杖にも魔法をかけており、その形が両手用の大剣に変化している。このままでは能力を強化した真希に一気に接近され、大剣で両断されてしまうだろう。しかしクリムゾンは取り立てて焦あせった様子はなく、だからといって勝利を諦あきらめた風でもない。真希にはそれが非常に恐ろしく思えた。

「一体何にっ!?」

「剣けん士しに正しい剣の使い方があるように、魔ま法ほう使つかいにも正しい魔法の使い方があるって事によ―――レイオブサンシャイン・モディファー・シングルウェイブレングス・ターゲットオプション・ゲイズトラッキング」

　そして真希が殆ど目の前にやってきた時、クリムゾンは呪文の詠唱を始めた。

　―――馬鹿なっ!?　太陽光線を作り出して、一体どうしようっていうの!?

　クリムゾンが詠唱を始めたのは、太陽のような強い光を生み出す魔法だった。しかしただの陽光では、真希を止める事はできない。光線を直視してしまえば多少視界を奪うばわれはするだろうが、その状態でも真希はクリムゾンを斬きる自信があった。高速で動いている人間の両目を光線で狙ねらうのは困難だ。最高にうまくいっても、片目の視界を奪うので精一杯の筈はずだった。

　―――戦いの申し子、クリムゾンがそんな愚おろかな選せん択たくをするっていうの!?　ありえない！　この選択には、何か裏がある！

　次の瞬しゆん間かん、真希は強ごう引いんに方向転換し、一気にクリムゾンの傍そばから離り脱だつしようとする。クリムゾンが何をするのかは想像がつかなかったが、真希は彼女の戦いへの執しゆう着ちやくを誰だれよりもよく知っていた。だからクリムゾンがこの魔法を使った事には、何かの事情があると考えた。正確には、クリムゾンの強さを信じたと言うべきだろう。

　ビキィィィィンッ

「きゃあぁぁっ!?」

　真希の勘かんは正しかった。クリムゾンの詠唱が終わるのと同時に、真希を守っていた三つの防御魔法のうち、二つまでが消し飛んだ。三つ目は健在だが、大きなダメージを受けて不安定になっている。幸い真希自身がダメージを負う事はなかったが、何をされたのかがまるで分からない。その威力ともあいまって、真希にとって非常に大きな脅きよう威いだった。

　―――一体何をされたの!?　防御魔法を撃ち砕いたのは魔ま力りよくじゃない！　魔法を発動させた時の魔力しか感じなかった！　何かを飛ばしてきたの!?

　真希は焦っていた。クリムゾンの攻撃が何なのかが分からない。次に同じ攻撃を受ければ、今度は真希が大きなダメージを負うだろう。

「クイックキャスト・フォースフィールド!!」

　そこで真希は後方に飛とび退すさって距きよ離りを取りながら、咄とつ嗟さに防御魔法を詠唱する。防御魔法は二段にしておかないとクリムゾンの攻撃は防げない。

「真希、早く謎なぞを解かないと、このままじゃジリ貧よ！」

　クリムゾンはすぐさま二度目の攻撃を放った。

　ビキィィィィンッ

　それにより残っていた三つ目の防御魔法と、新たに張ったばかりの防御魔法が掻かき消けされてしまう。真希は移動を続けていたのに、威力だけでなく狙いも非常に正確だった。

　―――威力は高く、狙いは正確。何かを飛ばしてきているなら、恐ろしく速い………でもクリムゾンが詠唱していた呪文はただの光の魔法だった筈………待って、光!?

　その瞬間、真希の脳のう裏りにある光景が蘇よみがえった。それは『青騎士』から武器を呼び出して戦う、ティアの姿だった。そしてそのティアの姿が、真希にクリムゾンの攻撃の正体を教えてくれた。

「そうか、そういう事だったのね………」

「あら、もう私が何をやっているか分かったの？」

「ええ………その魔法、レーザーなのね」

　真希はティアのレーザー砲ほうを見た事があるので、クリムゾンの攻撃の正体に気付いた。レーザーは発射と同時に着ちやく弾だんし、高い威力を誇ほこる。狙いも正確だ。クリムゾンの攻撃とそっくりだった。

「正解！　流石は真希！」

　クリムゾンは謎を解かれたというのに嬉しそうだった。彼女にとって強敵との戦いが全て。ぎりぎりの攻こう防ぼうがしたいのだ。だから真希が謎を解けずに、一方的に敗北する事など望んでいなかった。

「まさか科学で魔法を強化してくるとはね」

「苦労したわ。基き礎そから魔法理論を組み上げ直すのは」

　クリムゾンは大げさに溜ため息いきをつくと杖で肩を叩たたく仕草をする。戦闘の最中にそんな事をすれば大きな隙すきになるが、真希は会話を利用した奇き襲しゆうはしないと分かっているので、まるで日常会話のような雰囲気だった。

「一番らしくない事をしたわね」

「魔法使いじゃない人間に、科学理論だけで敗北すればこうもなるわ」

　クリムゾンが言う『魔法使いじゃない人間』とはキリハの事だ。キリハはその頭脳と知識だけを武器に、クリムゾン達を打ち負かした。現実を改編しうる魔法使いが、普通の人間に手玉に取られたのは酷く屈くつ辱じよく的てきな事実だ。自分達は凄いと思い込み、世間知らずだった事を思い知らされたのだ。だがその事が、クリムゾンに我わが身みを省かえりみる機会を与あたえた。らしくなくても、キリハに勝つには必要だったのだ。

「こういってはなんだけど………私達フォルサリアの人間は、魔法を重視するあまりに、非科学的過ぎたのよ」

　科学に対する無理解が、魔法を非効率的なものにしていた。分わかり易やすい例を挙げると、炎ほのおを生み出す魔法だろう。フォルサリアの人間は燃ねん焼しようの仕組みをよく理解していない。だから炎を生み出そうとすると、日常生活で見た事のある赤い炎になる。

　人が生活の中で見る炎が鮮あざやかな赤なのは、不純物が多かったり酸素が不足していたりする、不完全な燃焼炎だからだ。効率の良い炎はむしろ青く、色が薄うすい。生み出すべきはそうした青く薄い炎の筈なのに、魔法使いはわざわざ赤い炎を作る。先入観や常識が邪じや魔まをしてしまい、エネルギーを無む駄だにしているのだ。

　クリムゾンは先進的な科学知識を導入する事で、そうした無駄を排はい除じよした。結果的にエネルギーが効率的に利用されるようになり、魔法の威力は大きく向上していた。

「それでレーザーって訳なのね」

「真希、あんたが能力を引き上げて私に対たい抗こうしようとするのは分かってたから、最高速で攻撃できる魔ま法ほうを使う。合理的でしょ？」

「あなたから合理的という言葉を聞くと、何だか不思議な気がするわ」

「喧けん嘩か売ってるの？」

「そりゃあそうよ。実際、戦ってる訳でしょう？　それと対策を考える時間稼ぎね」

「早く何か思い付きなさい！　残り時間は僅わずかよ！」

　そこで二人は同時に動き出した。それぞれに新たな呪文の詠唱を開始する。

「レイオブサンシャイン・モディファー・シングルウェイブレングス・ターゲットオプション・ゲイズトラッキング」

　クリムゾンの魔法は、先程と同じレーザー攻撃だった。それは光を単一の波長のみで生成した魔法で攻こう撃げき力りよくが高く、視線で誘ゆう導どうしているので見たものにそのまま当たる。兵器用のレーザーとは違って、わざわざ色付けもされていない。見たものを一いつ瞬しゆんで吹ふき飛とばす、悪夢の攻撃だった。

「フォッグクラウド！」

　これに対して真希が使った魔法は、非常にシンプルな霧きりを生み出す魔法だった。しかしこの霧の魔法こそが、クリムゾンのレーザー攻撃を防ぐ最良の手段なのだ。

　霧は視線を遮さえぎり、クリムゾンの狙いを曖あい昧まいにする。そしてレーザーは霧の中を進むと乱反射して急激に減げん衰すいする。霧だけでは完全には防げないが、防ぼう御ぎよ魔ま法ほうで遮れるところまでは十分に減衰させられるだろう。

「考えたわねっ、真希っ！　サーモビジョンッ！」

　しかし真希とは付き合いが長いので、視界を遮ってくる事ぐらい、クリムゾンも予想していた。素す早ばやく熱を見る魔法を使い、霧の向こうにいる真希の姿を再び視界に捉とらえた。そして彼女は自身の杖つえを素早く真希の方へ向ける。

「エクスプロージョンッ!!」

　クリムゾンは霧の向こうにいる真希に対して、新たな攻撃を放つ。それは魔法によって発射される大たい砲ほうだ。彼女の杖の下には、金属製の筒つつが取り付けられている。その筒には金属製の砲ほう弾だんが入っており、筒の中で爆ばく発はつを起こす事で砲弾を発射する仕組みだ。

「終わりよっ、真希！」

　ドムッ

　鈍にぶい爆ばく音おんと共に、筒―――砲ほう身しんから砲弾が飛び出していく。爆発は筒のおかげで前方に集中するので、この大砲は爆発で直接真希を攻撃するよりも遥はるかに高い攻撃力を誇るし、弾速も異常に速い。霧の向こうにいる真希を狙うには、理想的な攻撃手段だった。もちろんその反動は大きく、両足で踏ふん張ばってなおクリムゾンは僅かに後退していた。

　オオオオオォォォォッ

　砲弾は大気を引ひき裂さき、唸うなりをあげ、真希に向かって秒速二キロという圧あつ倒とう的てきなスピードで突とつ進しんしていく。この距離でこの砲弾を防ぐ手段はない。三重の防御魔法ですら、あっさりと貫かん通つうするだろう。クリムゾンはこの一いち撃げきが真希を倒たおすと確信していた。

「それはどうかしらねっ！」

「真希!?」

　しかし砲弾は真希には当たらなかった。真希はクリムゾンが狙った場所ではなく、他ほかの場所にいた。真希はクリムゾンの横から飛び出し、大剣で斬りかかった。その瞬間、クリムゾンは真希の身体から熱が放射されていない事に気付く。

　―――そうかっ、霧はこの為ためだったかっ！

　クリムゾンはここでようやく真希の狙いに気付いた。真希は視界を塞ふさぐ事で、クリムゾンが熱に注目するように仕向けた。そして真希は身体から出る熱を遮しや断だんし、ダミーの熱源を用意。あとは霧に隠れて易やす々やすとクリムゾンに近付いた、という訳なのだった。

「たああぁあぁあぁぁぁぁっ!!」

「真希ィィィィィィッ!!」

　真希の大剣がクリムゾンに迫せまる。その剣は杖に攻こう撃げき魔ま法ほうで作った刃やいばを取り付けたものなので、直ちよく撃げきすれば命にかかわる。だからクリムゾンはここで賭かけに出た。

「腕うでの一本や二本、くれてやるぅぅぅっ！」

　タイミング的に魔法での防御は間に合わない。砲ほう撃げきの反動が大きく、杖で防ぐのも難しい。そこでクリムゾンは左手の拳こぶしを振ふるい、迫りくる真希の大剣の側面を殴なぐりつけた。

　ドゴンッ

　これは非常に危険な行こう為いだった。真希の大剣に触れた事で、クリムゾンの左腕に大きな衝しよう撃げきが走った。攻撃魔法で作られた刀身だから、触れるだけで大きなダメージを負う。その結果、クリムゾンは胴どう体たいへの直撃を避けた代わりに、左腕が動かなくなってしまっていた。

　問題はそれだけではない。真希の大剣には記き憶おく喪そう失しつの魔法が込められている。だから腕が動かなくなったのと同時に、クリムゾンはここ数秒の記憶を失った。

「よく防いだわクリムゾンッ！　でも、私の勝ちよっ！」

　数秒の記憶を失い、真希を見失ったクリムゾン。真希は大剣を一いつ旦たん引ひき戻もどすと、再度攻撃しようと大きく振ふり被かぶる。真希がクリムゾンを叩たたき伏ふせて勝利する―――誰が見てもそうなるとしか思えない状じよう況きようだった。

「エクスプロージョンッ!!」

「なっ!?」

　だが、ここで予想外の出来事が起こった。数秒間の記憶を失ったクリムゾンが、本来砲身の中で使う筈だった爆発の魔法を、今は何もない場所で発動させた。それはクリムゾンのすぐ目の前。そして真希にとっても同じだ。これがクリムゾンの真の賭けだった。記憶を失えば、自分は砲撃しようと再び爆発の魔法を使う筈。大剣でやられるぐらいなら、腕を捨てる覚悟で剣を殴りつけて直撃を避け、自じ爆ばくして運の勝負に持ち込む。真希の記憶喪失の魔法の効果次第ではタイミングは微び妙みようだったのだが、クリムゾンはこの賭けに勝ったのだ。

　ズドンッ

　こうして二人は至近距離で発生した爆発に巻き込まれた。そして爆発によって生じた砂すな煙けむりが晴れた時、そこには立っている者は誰もいなかった。










　真希は攻撃の最中に爆ばく風ふうを浴びた為、受け身を取る事が出来ずに何度か地面に叩き付けられた。おかげでダメージは大きく、起き上がる事は出来なかった。意識はあったので、全身の痛みと動かない身体にもどかしさを感じながら、頭上に広がる星空を見上げる事しかできない。しかし季節が秋に差さし掛かかっていた事もあり、星空は実に美しかった。

「真希」

　そんな散らかした宝石のように美しい星空を背にして、クリムゾンが真希の顔を覗き込む。身動きの取れない真希に対して、クリムゾンは動ける。運は、クリムゾンに味方をしていた。

「………あなたの勝ちよ、クリムゾン」

　真希は素す直なおに負けを認め、クリムゾンに笑いかけた。決着はついた。目の前の少女はもう敵ではない。真希の友人だった。

「勝った気はしないわね、この有り様じゃ………」

　勝ったとはいえ、クリムゾンもまた惨さん憺たんたる有り様だった。真希同様に爆発に巻き込まれたので、全身に大きな怪け我がを負っていた。それに大剣を殴った左腕は動かないままだ。しかし爆風を浴びた時の姿勢の差で、真希よりも若じやつ干かんダメージが小さくなり、彼女は辛かろうじて立って歩く事が出来る。つまりこの勝利は、運の差でしかない。クリムゾンが勝った気になれないのは、実力で真希を上回れた訳ではないから。クリムゾンの感覚では、実力には大した差はない筈だった。

「運も実力の内って言うわ。胸を張りなさい、クリムゾン。負けた私に失礼だわ」

　嘘や誤魔化しが嫌いな真希は、戦いの勝敗に関しても潔いさぎよかった。戦いそのものに嘘や誤魔化しがないなら、負けは負け。素直に負けを受け入れていた。これには相手がクリムゾンである事も大きく影えい響きようしている。負けて悔くいのない相手だった。

「………ふふ、あんたのそういう所、嫌いじゃないわ」

　クリムゾンも満足げに笑っていた。勝敗は運で決したものの、双そう方ほうが死力を尽つくした戦いだったのは間ま違ちがいない。彼かの女じょが望むのはこういう戦いだ。だから満足している。勝敗が逆であっても、それは同じだったに違いないだろう。

「それにしても、びっくりしたわ………まさか大砲とはね。レーザーにも驚いたけど、大砲はそれ以上だったわ」

　真希も笑い始める。その視線はクリムゾンの右手の杖に注がれていた。彼女の杖には大砲の砲身が付いている。魔法使いとは思えない、驚くべき攻撃方法だった。

「魔法と科学を擦り合わせていくと、結局足りないものを補う使い方が一番合理的だって結論になるのよ」

「でも、どうしてインフェルノファイアで撃うたなかったの？　あれならもっと凄い砲撃が出来たでしょうに」

　クリムゾンが扱あつかえる最強の攻撃魔法はインフェルノファイア。彼女が砲弾の発射に用いたエクスプロージョンより、格段に大きな爆発が起こる魔法だ。真希はクリムゾンがインフェルノファイアで砲撃しなかった理由が気になっていた。

「実はインフェルノファイアで撃つと、砲身がもたないのよ。もっと大型の砲身が必要になるし、反動も尋じん常じようじゃない。エクスプロージョンでも防御魔法の突とつ破ぱには十分だし、連発も出来る。ただ威力があればいいって訳じゃないのよ」

　実はこの戦いの前に、クリムゾンは何度も実験を行っている。その結果、最適と思われたのが、この砲身を使ってエクスプロージョンで発射する方式だった。ちなみにインフェルノファイアで試した時には、酷ひどい目に遭あっている。実戦で使う気にはなれなかった。

「おかげで共とも倒だおれにもなっていない訳ね」

「そういう事よ」

　もし最後の自爆がインフェルノファイアであれば、恐らく真希もクリムゾンも消し炭になっていただろう。そうならなかったのは、戦闘に使う攻撃手段として適切なものを選んだからだ。砲身があるとはいえ、身体のすぐ近くで爆発を起こす訳なので、リスクの高いものは使えない。

「勝つ為に編み出した新しい力で、勝利をもぎ取った訳よね。クリムゾン、満足できたかしら？」

「ええ………真希、本気で戦ってくれて、ありがとう」

　実はクリムゾンがこの戦いに満足しているのにはもう一つ訳がある。それは真希がわざわざ戦ってくれた事だった。真希の魔法は精神に影響するものが多く、エネルギー系の魔法が中心のクリムゾン程には戦いには向いていない。恐らく直接戦うより、魔法で撹かく乱らんして逃にげる方が安全だった筈だ。なのに真希は戦ってくれた。これはクリムゾンにとって感謝すべき出来事だった。

「最初からそういう話だったじゃないの。友達だから、一度ぐらい本気で戦うって」

「そうだったわね。悪かったわ」

　結局、最初から最後まで真希は真希。言葉には嘘はなく、約束は最後まで守り通した。強くなっても変わらない友人に、クリムゾンは小さく苦く笑しようした。だがそのすぐ後、彼女の表情から笑え顔がおが消える。戦いの前に張った結界の中に、何者かが侵しん入にゆうしてきたのを感じ取ったのだ。

「どうやらお客さんが来たようだわね」

「この感じ、きっと里さと見み君だわ」

　結界を抜ける時の感覚に覚えがある。真希の記憶が確かなら、孝太郎の筈だった。

「あいつか………長居は無用ね」

　クリムゾンは忌いま々いましそうに顔をしかめる。この状況では侵入者は真希の仲間と考えるのが妥だ当とうだ。真希が言うには、難敵の里見孝太郎が近付いてきているようだ。真希が嘘をついているとも思えないから、このままでは重傷のまま孝太郎と鉢合わせる。それは避さけたかったから、クリムゾンは早々にこの場を立ち去る事に決めた。

「またね、真希」

　クリムゾンは杖を担かつぐと、あっさりと真希に背を向けた。

「待ってクリムゾン、私を殺さないでいいの？」

　そんなクリムゾンの行動に驚いた真希は、思わず彼女を呼び止めた。すると彼女は顔だけで振り返り、真希に笑いかける。

「あんたは私に付き合って戦ってくれたわ。だったら私もあんたの流りゆう儀ぎに付き合うわ」

「………クリムゾン………」

　クリムゾンには真希を殺すつもりはなかった。真希が戦ってくれたのは、クリムゾンの願望に応こたえる為だ。だからクリムゾンも真希の願望に応え、あくまで友人として去ろうとしていたのだ。

「でも次からはこうはいかない。次は、ただの敵として殺すわ」

「私も………容よう赦しやはしないと思う」

　真希とクリムゾンの友人としての関係はここで終わる。この先はただの敵同士だ。一いつ騎き打うちには応じないし、むしろ集団で襲おそうかもしれない。互いの願望が擦れ違っている事は明らかなので、ここが二人の関係の分かれ道だった。

「それじゃあね、真希。今日は楽しかったわ」

　クリムゾンはその言葉と小さな笑顔を残して去っていく。

「可憐！」

　真希はクリムゾンの背中に向かって、もう一度だけ彼女の本名で呼びかける。それを聞いたクリムゾンはほんの一瞬だけ足を止めたが、結局振り返る事はなく、そのまま夜の闇やみの中へと消えていった。

「………さようなら、可憐………」

　真希にとって、クリムゾンは闇の中で見付けた小さな炎だった。しかしその炎は大きく燃え上がる事はなく、真希から離はなれていってしまった。真希はそれが悲しかったが、自身は炎のように生きる事は出来ないから、去っていくクリムゾンを呼び止めようとはしなかった。
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集結　九月十三日（月）







　傷だらけの真ま希きを発見した孝こう太た郎ろうとゆりかは、彼女を連れて大急ぎで一〇六号室へ帰った。真希が重傷を負って早さつ急きゆうに治ち療りようが必要だった事もあるが、それ以外にもしなければならない事があった。それは今後の方針を決める緊急会議だった。

　真希の証言から、ダークネスレインボゥが再び吉きつ祥しよう春はる風かぜ市しに姿を現した事が明らかとなり、もはや行ゆく方え不ふ明めい事件の犯人が彼女達たちであるのは間違いない状況だった。この状況において漠ばく然ぜんと捜そう索さくを続けるのは非常に危険だ。一いつ旦たん全員で集まって、今後の方針を確かく認にんする事が必要だった。

「………まず最初に考えるべきは、ダークネスレインボゥの目的は何なのか、という事だろう」

　全員でちゃぶ台を囲んで会議が始まると、まずはキリハが論点を整理した。ダークネスレインボゥには何かの目的があり、それを達成する為の手段として子供達を誘ゆう拐かいしている筈。だとしたら、ダークネスレインボゥの目的を考えずに行動していると、取り返しのつかない事態になりかねない。目的に関しては、常に念頭に置いておく必要があった。

「ねぇゆりか、ダークネスなんちゃらってさ、何が狙いなの？」

　早さ苗なえがゆりかに話を振る。ここはやはり、専門家の意見を聞いておきたかった。

「ダークネスレインボゥは、この一〇六号室に溜まっている魔力を手に入れようとしているんです」

　ゆりかもこの件に関しては他ひ人と事ごとではいられない。きりりとした大おお真ま面じ目めな顔で、淀よどみなく答える。それは孝太郎が嫌きらいなゆりかの姿だった。

「ゆりかちゃん、そこが分からないんだけど………魔力なんて集めてどうするの？」

　静しず香かが真希に包帯を巻きながら質問する。真希の治療はあらかた終わっていて、その身体からだは包帯だらけだ。しかし顔色は決して悪くない。遠からず回復する筈だった。

「それはですね、ダークネスレインボゥは魔法の力は自由に使わせろと言っている人達なので、魔法で無茶をしちゃいけないって言っている王国政府と仲が悪いんです」

　フォルサリア魔法王国は過去の過ちを繰り返さない為に、魔法の使用を制限している。しかしダークネスレインボゥは魔法は個人の力なので、制限されるのはおかしい、思うままに振るっていい筈だと主張し、真っ向から対立している。

「という事は、国家転覆を企たくらんでおるのじゃな？」

「最悪のケースはそうです。ダークネスレインボゥは国家の乗っ取りまでは考えていませんが、魔法の自由な使用を制限する者は徹底して排除しようとします。魔法の制限は国としてやっている事ですから、対立が激化すれば結果的に国家の転覆が目的となります」

「正確には、もう国家を転覆させる戦いは始まっていると思うわ。私がダークネスレインボゥにいた頃ころにはもう、決戦に向けた準備は始まっていたから」

　ゆりかの説明を真希が補足する。真希はダークネスレインボゥの最高幹部の一人だったので、この手の情報には通じていた。

「私が一〇六号室を狙ったのだって、元々はレインボゥハート―――フォルサリアの正規軍との戦いを想定した、戦力強化が目的だったのよ」

　ダークネスレインボゥはフォルサリア魔法王国と戦うにあたり、強力な魔法や道具を収集する事から始めた。これはダークネスレインボゥがフォルサリアの正規軍、レインボゥハートよりも勢力が小さい事に起因している。真正面から激突すれば、敗北は必至だ。そこでダークネスレインボゥは、強力な魔法や道具で逆転を狙った。これはテロ組織やゲリラが、新兵器や化学兵器で逆転を狙う発想と変わらない。兵力で劣おとるという弱点を、武器の強力さでカバーしようとした訳だ。

「それはフォルサリア側も知っていますから、私のような魔法使いがずっと邪魔をしてきたんです」

　これを放置すればいずれ戦いが始まるので、フォルサリア側も黙だまって見てはいない。レインボゥハートに所属する者は、魔法を極めるとレインボゥの称号を与えられる。現在その称号を持っているのは七人。これまでフォルサリアは、この七人のレインボゥを派遣する事で、ダークネスレインボゥが戦いの力を手に入れるのを邪魔してきた。ゆりかはそのうちの一人で、一〇六号室の魔力がダークネスレインボゥに渡るのを一年以上に亘わたって阻止し続けてきたのだった。

「ダークネスレインボゥとは、自由を求めた結果として無政府主義者となった訳か………道理で我ら大地の民たみの急進派と仲が良い訳だ」

　キリハが話をまとめる。ダークネスレインボゥと大地の民の急進派は、成立の過程や目的は違えど、現体制と敵対しているという点では共通している。双方がそれぞれの現体制を倒すまでは共に手を携えようというのは、地球の歴史を振り返ると、しばしば起こっている出来事だった。

　そうしたキリハの解かい釈しやくは正しかったが、まだ幾いくつか重要な要素が抜けている。そこで真希は自分の知る情報を伝えていった。

「厳密な話をすると、最初のきっかけは故郷への帰還を試みるかどうかで、レインボゥハート内で対立が起こった事なの。ダークネスレインボゥは、その時に王国政府の方針に反発した人達。ダークネスレインボゥも元々はレインボゥハートだったのよ」

「そんな事が………なかなか複雑な事情があるんだな」

　孝太郎は真希の言葉に驚おどろいていた。孝太郎はダークネスレインボゥを単純に悪の魔法少女の一団だと考えていたのだ。しかし冷静に考えてみれば、アニメや漫画ではないのだから、単純化された悪の組織などある筈がない。それ相応の事情と目的があって然しかるべきなのだ。

「フォルサリア魔法王国は何百年も前に大きな過ちを犯して、故郷を追放された人間の集まりなの。だからフォルサリア魔法王国は甘んじて罰を受け入れ、帰還は試みない事に決めた」

　フォルサリアは王を持たない王国だ。その理由は、かつて彼かれらは富と権力を追い求め、国王に対して反逆したからだ。その結果、彼らは故郷から追放された。フォルサリアの人々はその反省の証として、王を持たない王国という国を作り上げた。だから同じ理由で、彼らは流刑地である現在のフォルサリアから、真なる故郷へは帰ろうとしなかった。

「でも、後にダークネスレインボゥになった人達たちは、それでは納なつ得とくしなかった。彼らは自分達がやった訳ではない罪のせいで、決して広くはないフォルサリアの国土に閉じ込められたまま朽ちていく事が我が慢まんならなかったの」

　けれどフォルサリア魔法王国の成立から数世代が過ぎ、人々から罪と罰の記憶が薄れた頃。フォルサリア内で、ある大きな議論が巻き起こった。

　この頃、フォルサリア魔法王国は多くの問題を抱かかえていた。フォルサリアの国土は非常に狭く、人口の増加と共に様々な問題が噴出した。食料や住居が不足し、富める者と貧しい者の格差は開く一方。汚染区域は広がり、国が傾きつつあった。

　そんな時だった。国難を乗り切る為に、魔法の力を結集して真なる故郷へ帰ろうと主張する一派が現れた。既すでに何度も世代交代を繰り返し、かつて罪を犯した者達はフォルサリアから消え去った。だったら故郷へ帰って、助けて貰もらえばいいではないか。彼らはそう主張した。

　当初はこの主張に耳を傾けるものは少なかったが、貧困層を中心にして徐々に支持を拡大、やがては国を二分する大論争へと発展していった。

「でも結局、国の方針を覆す事が出来なかった。だから彼らは独自に魔法を使って、真なる故郷へ帰ろうとしたの」

　自分達の問題を解決出来ずに、外へ勢力拡大する事で問題を解決しようとするのは、富と権力を求めたかつての失敗と同じ。もう一度過ちを繰り返す訳にはいかない。だからもし真の故郷へ帰るのだとしても、先に全すべての問題を解決してからでなければ、罪の贖あがないは終わった事にならない―――それがフォルサリア魔法王国としての結論だった。

　この結論には正義があった。おかげで感情的になっていた国民達も冷静さを取り戻し、自分達の力で国を良くしようという方向に動き始めた。論争が巻き起こったおかげで、国を良くしようという意識が国民に植え付けられたのだ。

　こうして騒そう動どうは終結したのだが、一部の者達はそれでも納得しなかった。彼らはフォルサリアから離れ、ダークネスレインボゥを組織し、独自に活動を始めた。その目的はただ一つ。魔法の力を結集し、真なる故郷へ帰るという事だった。

「だからフォルサリアは自由な魔法の利用を禁じた訳か」

「そう。最初は単に帰還を止やめさせる為だった。でもその為にダークネスレインボゥが過激な事を始めてしまったから、全面的に魔法の私的な利用が禁じられたの」

「でも、それに逆らったんだな」

「ええ。どうしても、諦められなかったのよ」

　ダークネスレインボゥも、当初は純じゆん粋すいに真なる故郷へ帰るという目的の為に活動していた。しかしフォルサリアから活動を禁じられると、武装化して強引に活動を進めるようになった。両者の対立は激化の一途を辿り、遂ついに武力闘争の域に達した。

「けれど戦いの激化が、目的意識を薄れさせた。別の目的で多くの者達が参加するようになったの………私が、そうだったように………」

　こうなるとダークネスレインボゥは戦力の不足を補う為に単に魔法を自由に使いたい者達も積極的に仲間へ引き入れるようになった。おかげで真なる故郷への帰還という目的意識は薄れ、魔法を使って願望を果たす、邪じや悪あくな組織としての側面が強くなっていった。

「今のダークネスレインボゥは、理想と夢の残骸よ。目的を失い、道を誤り、形骸化した組織だけが残った。私達の敵は、その形骸化した組織を代表する七人………違ちがうわね。六人の魔法少女よ」

　今のダークネスレインボゥは真なる故郷へ帰るという目的を忘れてしまった。しかし自由に魔法を使いたいと願う者達の受け皿として、活動は続いている。そしてその為に、フォルサリア魔法王国の転覆を狙っていた。孝太郎達の敵は、そういう性質を持った者達なのだった。

「あんたって、意外とヘビーな立場なのね」

「早苗ちゃん………私は現地採用なので、いまいちよく分かってなかったです。凄く重要で複雑な立場だったんですね………」

「あたしの指示に従って、しっかりやんなさい」

「はい、頑張ります」

　こうして孝太郎達はダークネスレインボゥを理解するに至り、その目的を理解し始めていた。そしてその事が、吉祥春風市に現れたダークネスレインボゥの魔法少女達が何をしているのかという事のヒントになってくれた。

「そうなってくると、やっぱり連中の狙いはこの部屋の魔力で間違いなさそうだな。フォルサリアを転覆させる為に、力を集めたいんだろう」

　孝太郎はそう結論した。ダークネスレインボゥは、戦いの準備を進めるべく、この場所に溜まっているという魔力を奪おうとしている。その手段として、子供達を誘拐した。そう考えると非常にしっくりする。

「孝太郎、もう少し状況は深刻だと思うぞ」

「それはどういう意味だ？」

「連続誘拐などという目立つ手段を使っているからだ。多分連中は、この作戦の終しゆう了りようから時間をおかずにレインボゥハートとの決戦に挑いどむつもりだろう」

　キリハは現在の状況から、孝太郎よりもさらに深刻な結論を導いていた。

　これまで魔ま法ほう使つかい達は、どちらの陣営であるのかに拘かかわらず、目立たないように活動していた。手がかりを残さず、可能なら関係者の記憶を消し、戦う時には人払いの結界を張った。魔法使いなど存在しない―――それが彼らのスタンスだった。

　だが今回の事件はこれまでとは違い、連続誘拐という目立つ手法を選んでいる。これでは大事件化してしまい、警察などによる詳しよう細さいな捜そう査さが行われ、今後ダークネスレインボゥはこの町で活動し辛くなるだろう。

　このやり方が可能なのは、今後二度とこの町では活動しない場合に限られる。つまりレインボゥハートとの決戦が近いと考えるのが妥当なのだった。

「そして更さらに厄やつ介かいなのは、戦略レベルで見ると敵はこの場所での勝敗に固執していないという事じゃろうの」

　ティアは厳しい表情で腕組みしている。戦いの天才の目には、もう少し別の問題が見えていたのだ。

「固執していない？　俺おれ達に勝てなくていいって言うのか？」

「そうじゃ。絶対勝てる作戦などないから、普ふ通つうはどんな指揮官も負けた場合の事を考える。するとここでもまた連続誘拐がネックになってくる」

「そうか！　誘拐事件なんか起こしたら、戦いのやり直しも利かないって事だよな！」

　町全体の警けい戒かいレベルが上がってしまえば、いかに魔法でも誤ご魔ま化かし切れない。目もく撃げき者しやの記憶を消したとしても、記憶を失った人間が度々現れれば、やがて疑いの目を向けるようになるだろう。

「そう、つまり敵はこう考えている筈はずなのじゃ。この町で今後活動する必要はない、ここで負けても構わない、とな」

　キリハとティアによって導き出されたこの考え方は、今後の方針を決める上で非常に重要な指針となる。だがこの考え方には一つ問題があった。それに気付いた晴はる海みは、手を挙げて発言を求めた。

「待って下さいティアミリスさん、一〇六号室を狙ねらっていたのは、レインボゥハートと戦う為だったのでは？」

「その通りじゃ。きっと今もあわよくばとは思っておるじゃろうの」

「絶対に奪いたい訳ではないのですか？」

「既に代わりになるものを手に入れておるからのう。わざわざこの場所に固執する意味は無いのじゃ」

「代わりになるもの、ですか？」

　晴海はピンと来ないようで、不思議そうに首を傾かしげる。するとクランが眼鏡めがねの位置を直しながら晴海の疑問に答えた。

「ハルミ、地底の急進派から供与された霊子力技術ですわ」

「あっ」

　晴海は目を見張る。彼女にもダークネスレインボゥの考えが読めてきていた。

「魔法使い達は霊れい力りよくを扱う技術と、それらで作られた兵器類を相当数手に入れた筈。恐おそらくそれでレインボゥハートとの戦力差は埋まったか、逆転したと考えているのですわ」

　クランは両手を広げて肩かたを竦すくめる。まずい状況だと言いたげだった。

「ねえティアちゃん、よく分からないんだけど………」

　今度は静香が手を上げる。ダークネスレインボゥの考えは分かったのだが、それが静香を更に混乱させていたのだ。

「戦いに負けてもいいって考えてるのに、どうしてわざわざここを襲うの？　放っておけばいいんじゃない？」

　静香の疑問は、急進派からの供与で十分な兵力を得たのに、どうして一〇六号室に拘こだわるのかという事だった。十分な兵力が手に入ったのなら、一〇六号室を襲う意味などない筈なのだ。それにレインボゥハートを警戒させてしまう。

「普通に考えると、陽動か時間稼ぎじゃろうな。キリハ、そなたはどう思う？」

「ダークネスレインボゥが一〇六号室を攻こう撃げきしつつ、真ま耶やとエゥレクシスが裏で何かを企んでいる―――などというケースがあるのではないか？」

「そういえば殿でん下か、真耶とエゥレクシスは地底での戦いでは、決着が付く前に姿を消していましたね」

「不気味じゃの。あやつらが我らの予測を不確かなものにしよる」

　真耶とエゥレクシスは、孝太郎達にとって不気味な存在だった。一見、地底の急進派やダークネスレインボゥと足並みを揃そろえているように見えるが、その真の狙いが判然としない。特に不気味なのはエゥレクシスで、彼が何の為に行動しているのか、それが全く分からない。おかげで孝太郎達は、事件の裏で何かが進行しているかもしれないという心配を常にしなければならなかった。真耶とエゥレクシスは何をしているのか。孝太郎達は思わず沈黙して、答えの出ない自問を繰り返していた。

「………性悪の二人の事は考えても始まりませんわ。ここは話をダークネスレインボゥに絞りましょう」

　会議は沈黙に包まれていた。そこでクランは二人の事を一旦棚上げして、ダークネスレインボゥの事に話題を引き戻そうとした。

「元性悪のお前が言うと凄すごい説得力があるな」

　クランの言葉を捉え、孝太郎は笑い出した。するとそんな孝太郎の反応に、クランは眉まゆを吊つり上あげて怒り始めた。

「ベルトリオンッ!!　どうしていつもいつもっ、わたくしにだけ意地悪を仰おつしやるんですのっ!?　他の皆みなさんに言うようにっ、もっと優しい言葉をかけて下さってもよろしいんじゃありませんことっ!?」

　クランの語気は強い。孝太郎に噛み付かんばかりの勢いだった。だがそんな彼女を前にしても、孝太郎は動じない。いつものように笑っていた。

「今のは意地悪じゃないだろ。ちゃんと『元性悪』って言ったぞ」

「うぅっ………お、おほんっ、それはそれとしてっ、問題はダークネスレインボゥですわっ！」

「そうそう、ダークネスレインボゥだ」

「………う、うぅ………」

「ちなみに、今のは意地悪だ」

「分かってますわ、そんな事っ！」

　孝太郎とクランの呑のん気きなやり取りが、六畳間に笑い声を呼び戻した。真耶とエゥレクシスの話で少し硬くなっていた空気は、完全に洗い流されていた。孝太郎とクランのやり取りを一番楽しそうに見ていたのはキリハだったが、彼女はひとしきり笑ったところで真ま面じ目めな顔に戻ると、話を先に進めた。

「さて、話を総合するとこうなるだろう。ダークネスレインボゥは一〇六号室への攻撃を計画していながら、重要視はしていない。あわよくば奪だつ取しゆ程度の考えで、恐らくは陽動や時間稼ぎであると思われる。従って連中は、いざとなれば逃げる公算が高い。陽動や時間稼ぎで人材を失い、後の決戦に悪影響が出ては困るからだ」

　ダークネスレインボゥとしては、損害を出さずに陽動や時間稼ぎがしたいだろう。だとしたら作戦全体が守備的に立案され、そして間違いなく撤退できるように万全の準備をしている筈だった。

「絶対逃げられるようにかぁ………アニメとかだと、山の中に秘密基地があって、秘密の抜け穴とか、脱出用のヘリとかだよね」

　キリハの話を聞き、早苗は深く考えずにアニメで見た知識を披露する。普通なら真面目にやれと怒おこられるような荒唐無稽な話なのだが、相手は魔法少女の集団だ。早苗が口にした事は、決してありえない話ではなかった。

「そういえば………ナナさんが言ってました。子供を十人も使うような儀ぎ式しき魔ま法ほうなら、凄く広い屋内の空間が必要だって」

　早苗の言葉に、ゆりかが新たな条件を付加する。儀式魔法は普通、やろうとしている事の規模と、魔ま法ほう陣じんの大きさと、必要なエネルギー量は、比例の関係にある。従ってエネルギー源として十人行方不明なら、それだけ広い場所が必要な筈だった。

「という事は、サナエ様の仰ったように山の中が有力なのではないかと。市街地には凄く広い屋内施設なんてありませんから」

　ルースは腕輪を弄いじって地図のデータを検索しながらそう結論する。十一年前に真耶が使っていた魔法陣は地下の駐ちゆう車しや場じようサイズ。それが一人用の魔法陣だったので、技術の進歩を計算に入れても、十人用なら体育館並みのサイズが必要になる筈だった。町中ではそうした施設を占有し続けるのは難しい。となれば、人里離れた場所、という事になってくるのだ。

「山中にある、廃棄された商業施設、使われなくなったトンネル………そういったものが候補になる筈です」

「私がクリムゾンと会ったのは町外れだったから、可能性は高いと思うわ」

　行方不明の子供達を追っていた真希がクリムゾンと遭そう遇ぐうしたのは町外れ。クリムゾンが何の為ためにそこにいたのかを考えると、その周辺にある何らかの施設で儀式魔法が執り行われようとしている可能性は高かった。

「よしルース、その候補をピックアップするのじゃ」

「仰おおせのままに、マイプリンセス」

　ルースは地図のデータだけでなく『青騎士』や無人偵察機の観測装置を使って、儀式魔法の候補地となりそうな場所を絞り込んでいく。その結論が出るのを待つ間、静香はずっと気になっていた素朴な疑問を口にした。

「ところでさ、その儀式魔法って、どんなものなのかな？」

　それは儀式魔法の中身だった。儀式の魔法をやっているのは間違いなさそうだが、それで何をするつもりなのか。静香は魔法に関しては素人しろうとなので、全く想像がつかなかった。

「拠点を攻撃する、兵器を作る、魔ま物ものを召しよう喚かんする―――そのあたりだと思います」

　魔法のエキスパートである真希は、三つはすぐに思いついた。十一年前の真耶は魔ま力りよくを溜めるのに使っていたが、十人一度となると魔力を溜めるだけとは思えなかった。

「確かかい？」

「はい」

　孝太郎が確認すると、真希は大真面目な顔で頷うなずいた。孝太郎はその時の真希の顔が悲しげに見え、どうにも落ち着かなかった。

「………かつての私なら、そうした筈ですから」

　真希は元ダークネスレインボゥ。だからダークネスレインボゥのやり口なら、すぐに想像がつく。人間をエネルギー源に使った事はないものの、自分で儀式魔法を行った事もある。そして真希は、それが悲しくてならないのだった。










　孝こう太た郎ろう達の想像は当たっていた。ダークネスレインボゥが儀式魔法を行おうとしているのは、吉きつ祥しよう春はる風かぜ市し郊外にある大きな廃はい屋おくの地下室だった。ダークネスレインボゥが魔法で所有者の記き憶おくから消し去ってしまった建物は多い。ここもそうした建物のうちの一つだった。

「………ブルーさん、どんな感じかしら？」

「上う手まく起動しました。急激に花から生命力を吸収しています」

　真ま希きを助けに行くというクリムゾンを送り出した後、ダークグリーンとダークブルーの二人は、魔法陣の作成を続けていた。それがつい先ほど完成し、二人は魔法陣の作動試験を行っていた。魔法陣の中心に花を置き、儀式魔法を起動。すると花はみるみるうちに萎しおれていく。儀式魔法により、生命力や霊力を奪うばわれているのだ。

「霊子力コンデンサー正常、コンバーターも正常。問題はないようね」

「良かったです。これで予定通りに進める事が出来ます」

　花はほんの十数秒で完全に枯れ果て、ドライフラワーのようになった。これと同じように十人の子供達たちから生命力と霊力を奪い取り、儀式魔法―――大規模な魔法のエネルギー源とする訳だ。

「安心するのはまだ早いわ。ここからが貴女あなたの活かつ躍やくする場でしょうに」

「そうでした。頑張ります」

　何な故ぜクリムゾンとグリーンはブルーを連れてきたのか。その理由はブルーが得意な魔法にある。彼女が得意なのは召しよう喚かん魔ま法ほう。魔力で時空を捻じ曲げ、遠方より物体や生物を呼び寄せたり、逆に送ったりする。彼女達が儀式魔法で大規模に行おうとしているのは、その召喚魔法だった。

　孝太郎達は強い。だが、明らかな弱点が一つだけ存在していた。それは九人しかいないという事だった。捕虜の真希を使っても十人にしかならないので、十ヶ所以上を同時に襲えば手が回らなくなる。その為に、強力な魔物を十体まとめて召喚する必要があった。だから十人の子供達を誘拐した。そして孝太郎達が魔ま物もの達の相手をしている間に、悠々と一〇六号室へ侵入しよう―――そういう作戦だった。

「私は子供達を連れてくるわ。ブルーさん、貴女は始める準備をして頂戴」

「分かりました。そちらはお願いします」

　予定では儀式魔法には三時間ほどかかる。長時間の儀式なので、事前に様々な準備が必要だった。道具の準備はもちろん、三時間食事と水は取れないので、予あらかじめ取っておく必要がある。手間と体力が必要な、難しい役目だった。

「あら？」

　グリーンは地下室の片かた隅すみにある子供達を閉じ込めている檻おりに向かっていたが、その途と中ちゆうで足を止めて地上へ続く通路の方に視線を送った。

「どうしたんですか？」

「クリムゾンが帰ってきたみたいなの」

　占せん術じゆつが得意なグリーンは、予知だけでなく情報収集も得意だ。建物全体に魔法による監視網を張り巡らせ、近付く者がいればすぐに発見する事が出来る。その監視網が、クリムゾンの気配を捉とらえたのだ。

「でもおかしいわね。妙みようにゆっくり歩いて………」

　やがてクリムゾンは気配だけでなく、その姿がグリーンに正確に伝わる範はん囲いに入ってくる。その瞬しゆん間かん、グリーンの表情が一変した。

「いけないっ、クリムゾンは酷ひどい怪け我がをしているわ!!　ブルーさんっ、一いつ緒しよに来て頂戴っ!!」

「ええ!!」

　二人は儀式魔法を進める筈だったのだが、帰ってきたクリムゾンが怪我をしている事を知ると、準備を放り出してクリムゾンを迎えに飛び出していった。










　クリムゾンは爆ばく発はつの魔法に巻き込まれたおかげで見た目は派手にやられていたのだが、命にかかわる様な大きな傷は負っていなかった。おかげでブルーが花から奪ったエネルギーを利用して回復魔法をかけると、程なく普ふ段だん通りに動けるようになった。

「ありがと、ブルー。自分の魔法で作戦からリタイヤになったら、大恥だったわ」

「自分の魔法で!?　じゃあ、自分ごと爆発の魔法を使ったんですかっ!?」

「クリムゾン、一体何があったっていうの？　ネイビーさんは？」

　ネイビーを助けに行くと言っていたクリムゾンが、怪我をして一人で帰ってきた。しかも自分を巻き込むように爆発の魔法を使ったという。ブルーとグリーンには、訳の分からない状じよう況きようだった。

「………真希と戦ったのよ」

「ネイビーさんと!?　何故!?」

「真希は完全に向こうの連中に洗脳されてしまっていたわ。それで助けに行った私に襲いかかったって訳。罠わなだったみたいね」

「洗脳………ネイビーさんが………」

「真希とは長い付き合いだから助け出してやりたいところだけど………タイミング的に難しいでしょうね」

「では、どうして爆発の魔法を自分に使ったりしたんですか？」

「真希に記憶を飛ばされて、妙なタイミングでもう一度爆発の魔法を使わされてしまったのよ。結果的に引き分けになったような感じね」

　クリムゾンはグリーンとブルーに事情を説明した。だが彼かの女じよの説明は真実ではない。クリムゾンは真希が自分の意思で裏切った事は、二人には伝えなかった。それを伝えてしまえば、真希は裏切り者として狙われ続ける。クリムゾンはそれを避さけたかったのだ。

　―――真希、私も意外と感傷的な部分を持っていたみたいよ………。

　クリムゾンは自分が真実を隠かくした事に驚いていた。いざとなると、真希を友達だと思う気持ちと、もう一度戦いたいという気持ちが、彼女に真実を闇やみに葬らせた。それはつまりもう一度真希と会いたいという意味なのだが、クリムゾンは結局その自分の本心にまでは気き付づかず終じまいだった。

「ともかく、真希の事は敵の魔法使いの一人ぐらいに思っていた方がいいと思うわ。必要なら私が殺す」

「そっちは任せるわ、クリムゾン」

「グリーン、作戦に修正は？」

「ないわ。元々最悪のケースを想定して、ネイビーさんが洗脳されている前提でこの作戦を立てたから」

「分かった、作業に戻もどるわ」

「お願いね」

「………」

　クリムゾンは二人が自分の意図した通りの反応を示した事に安あん堵どしつつも、二人が真希に対して何の感傷も抱いていない事に不満があった。そしてこの事が、きっと真希を去らせた原因なのだろうと、おぼろげながらに想像していた。










　怪我の治療が済んでも疲労が回復する訳ではないし、服が綺き麗れいになる訳でもない。クリムゾンはシャワーを浴びて着き替がえを済ませると、小部屋の一つで休きゆう憩けいを兼ねた食事を摂とっていた。その間も頭の中にあるのは、少し前に戦っていた真希の事。クリムゾンは強くなった真希と戦う事が出来て楽しかったのだが、終わってみると何か寂さびしい気持ちがある。その理由を求めてクリムゾンは考え続けていたのだが、今一つうまくいかない。おかげであれだけ拘っていたキリハや孝太郎の事さえ、あまり思い出さなくなっていた。

　そうやってクリムゾンがしばらく食事を続けていた時の事だった。不意に背後から声がかかった。

「なんだ、怪我したって割に、元気そうじゃない」

　振り返ってみると、暗めに染められたオレンジの衣装を身に着けた少女がクリムゾンを見つめていた。彼女はダークオレンジ。彼女はいわゆる現代っ子で、ダークネスレインボゥの中で最も無邪気な性格をしている。しかしそれだけに、気に入らない事に対する攻撃性も最も強い。真希はオレンジは子供なのだと言っていたが、クリムゾンもその通りだと思っていた。

「オレンジ………それにパープル、イエローまで………」

「怪我が軽くて良かったわ」

「作戦には参加できそう？」

　そしてオレンジの背後には、紫と黄の衣装に身を包んだ二人の少女の姿があった。ダークパープルとダークイエロー。パープルは精神年齢が高く、ダークネスレインボゥのまとめ役的な立場にある。イエローは可愛かわいらしい外見に反して、一番の頑固者だ。一度決めたら梃て子こでも動かない。最も保守的な性格と言えるだろう。

「みんなも来たって事は、もうそんな時間なのね」

　予定では三人の合流は儀式魔法による召喚が発動する少し前という事になっていた。それが姿を現したという事は、クリムゾンが考え事をしている間に大分時間が経たったという事になるだろう。しかしパープルは首を横に振った。

「まだもう少し余よ裕ゆうがあるわ。貴女が怪我をしたという報告があったから、念の為に少し早めに来たのよ」

　だが実際には儀式魔法の発動まで二時間半ほど残されていた。早めに来る事を決めたのはパープルで、クリムゾンが真希と交戦した事で、警戒レベルを上げるべきだと考えた。予想よりも早く儀式魔法の現場を見付けられてしまう可能性を危惧したのだ。

「儀式を敵に邪じや魔まされたくはないので、私達は少し対策をしてきます」

「クリムちゃんはゆっくり休んでて。ホントに敵が来た時に、大活躍して貰うから」

　パープルがイエローとオレンジを連れてきたのは、三人で撹かく乱らん工こう作さくを行う為だった。真希がレインボゥハート側にクリムゾンとの遭遇を報告している可能性が高いので、儀式魔法を邪魔させない為には、早めに手を打っておくべきと判断していた。

「パープル、グリーンは何て言ってた？」

「二割ってところらしいわ」

　この二割という数字は、レインボゥハートが予想よりも早く儀式魔法をやっている地下室へ姿を現す確率だ。これはグリーンが魔法で予知したものだった。

「二割………という事は、呑気にしていられないわね」

　二割という数字は、全ての未来の中でレインボゥハートがやってくる未来の割合を示している。従ってそれ以外のアクシデントまで含ふくめると、トラブルの確率はもっと上がる。パープルが急いだのは当然と言えるだろう。

「ともかく、ここは私達に任せて、貴女は休んでいてちょうだい。クリムゾン、今はそれが貴女の仕事よ」

「分かった。任せるわ、パープル」

「ええ。では早さつ速そくで悪いけど、行くわね」

「それじゃねー」

「また後ほど」

　三人はクリムゾンを残して小部屋から去っていく。

「もうすぐ戦いが始まる………ふふっ」

　三人がやってくるまでは少し考え事に沈んでいたクリムゾンだったが、今はもう次なる戦いに胸を躍らせていた。感傷的な感情は否定しないものの、やはり彼女にとっては戦いが全てなのだ。だからこそ真希と手を取り合う事が出来ない。真希にとって不幸だったのは、クリムゾンが戦いの申し子だったという事に尽つきるだろう。










　孝こう太た郎ろう達は会議で決めた方針に従って、儀式魔法を行っている現場ないし、誘ゆう拐かいされたと思われる子供達を捜し始めた。捜索の手がかりは二つ。儀式魔法には大きなスペースが必要であるという事と、真ま希きがクリムゾンと遭遇した場所だ。

　吉きつ祥しよう春はる風かぜ市しには高度経済成長期からバブル期にかけて建てられたものの、その後の不景気で廃はい業ぎようした大型の建物が幾つも存在している。真希がクリムゾンと遭遇した町外れのあたりにも、そうした建物が二つ存在していた。

　一つ目は閉鎖された大型ショッピングモール。バブル期に高速道路の開通をあてにして開発が始まったが、その後の不景気により高速道路計画の見直しが決定。だが既に開発が始まっていたショッピングモールは見直しという訳にもいかず、そのまま開業した。だが高速道路が開通しなければ不便な場所に建っているので、開業当初のお祭り需要が引いた後は徐々に客足が遠とお退のき、僅わずか数年で経営は破綻。その結果、百年はもつように作られたコンクリート製の大型モールだけが後に残された。

　二つ目はリゾートホテルだ。こちらの開業は高度経済成長期で、建物は既に築五十年を超えている。だが開業当初は地域で最大規模だった施設も今では平へい凡ぼんなものとなり、老朽化と併あわせて利用客が年々減り続け、数年前にその長い歴史に幕を閉じた。

　このショッピングモールとリゾートホテルの廃墟には内部に広大なスペースがあり、儀式魔法にうってつけだろう。だが二つの場所を順番に調べる余裕はない。そこで孝太郎達は五人ずつの二チームに分かれて捜索を行う事にした。

　二つのチームは、それぞれゆりかと真希がリーダーを務める事になった。魔法絡みの事件なので、魔法の知識が豊富な二人が指揮を執るのは自然な流れだろう。ゆりかのチームには晴はる海み、キリハ、静しず香か、クランが、真希の方には孝太郎、早さ苗なえ、ティア、ルースがそれぞれ同行する。バランスを考えたチーム分けだった。

　問題があるとすれば一時的に一〇六号室の守りがなくなってしまう事だが、子供達の命がかかっているので儀式魔法の阻そ止しが最優先である事に加え、ダークネスレインボゥ側も一〇六号室を襲おそう場合には儀式魔法の発動を待ちたい筈だった。また一〇六号室の魔力をコントロールするにしても、ある程度時間がかかってしまう。そこで短期的にはキリハの部下達と『青騎士』の無人戦闘機を配置すれば十分だと判断された。コントロールを奪われる前に、孝太郎達が一〇六号室へ戻るのはそう難しい事ではない。今は多少のリスクを覚かく悟ごの上で、子供達を確実に救い出す事が、何よりも大切なのだった。










　いざ出発を前にすると、緊張が高まってくる。特に緊張しているのが、隊長に抜ばつ擢てきされたゆりかだった。ゆりかは戦いの中でちょっとしたリーダー役ならやった事があるが、本格的な指揮はこれが初めて。ただ言われたとおりにしていればよかったこれまでとは、根本的に状況が異なっていた。

「早苗ちゃん、私が隊長なんて大だい丈じよう夫ぶですかね？」

　不安に駆かられたゆりかは、普段から一緒に行動する事が多い早苗に意見を求めた。出来れば反対して貰もらって、誰だれかに隊長役を代わって貰いたかったのだ。

「大丈夫なんじゃない？」

　しかし期待に反して、早苗はゆりかの指揮に賛成だった。

「自信ないですよぅ」

「なんとかなるって」

　説明が苦手な早苗は、賛成の理由を語らなかったが、そこにはきちんとした理由が存在している。早苗が生身の身体からだに戻れたのは、ゆりかが必死に頑張ったおかげだ。そのゆりかを信じない理由はない。ゆりかは日ひ頃ごろ全然駄目でも、必要な時にはやれるヤツ。早苗はそれをちゃんと分かっているのだった。

「そんな無責任なぁ」

「心配しなくて大丈夫だって。一応その辺も考えて、晴海とキリハがそっちなのよ。分からなくなったら、二人をあたしだと思って頼たよりなさい」

「分かりました、頑張ります」

「うむ、結構」

　結局ゆりかはリーダー役を頑張る事に決めた。ゆりかもダークネスレインボゥとの戦いは自分の役目だという思いが強い。今はナナが来ているので、特にそうだった。だから自分がやらなければいけないという覚悟が決まるのは、いつもより少しだけ早かった。

「………向こうは何とかなりそうだな」

　ゆりかをリーダーに推したのは孝太郎だった。多少の不安はあったが、こういう時のゆりかは滅法頼りになる。周りをフォローできる人間で固めてやれば、結果はおのずとついてくると考えたのだ。

「里さと見み君、ゆりかじゃないけれど………リーダーが私達でいいんですか？」

　満足そうにしている孝太郎とは逆に、若じやつ干かん戸と惑まどっていたのが真希だった。彼女はゆりかとはまた別の理由で、自分はリーダーに相応ふさわしくないと思っていたのだ。

「どうしてそう思うんだい？」

「私は里見君の騎き士し団だんの人間です。私の命は里見君のもの。だから指揮を執るのは里見君の筈です」

　真希は自分の胸の上に手を当て、孝太郎にそう訴うつたえた。孝太郎の命令であれば、この場で胸を引き裂いて心臓を取り出したって構わない、真希は本当にそう思っていた。

「君の命が俺おれのだっていうなら、俺が好きに扱あつかっていい筈だろう？　藍あい華かさんがリーダーでいいんだ。今は急ぐからな」

　今のような緊急時の場合、孝太郎がリーダーでは真希の意見を聞いて判断する事になるので、一手順遅おくれる。真希やゆりかがリーダーである方がいいのは、多くの説明を省いて行動する為なのだ。

「でも里見君、私は元々敵だった人間です。こういう状況で指揮を執るのは相応しくありません」

　真希がダークネスレインボゥだったのは誰もが知る所だ。敵だった人間に指揮を任せるのは、通常ではありえない判断だった。部隊の士気に関かかわるし、信頼性に関しても大きな問題があった。だが、それを聞いたティアは苦く笑しようした。

「マキよ、その理り屈くつでいくと指揮を執れるものがおらぬのじゃ。それともハルミやシズカにやらせるか？」

　この場にいる九人の少女達の中で孝太郎と敵対した事がない人間は少数派だ。晴海と静香以外は、軒並み敵対関係にあった。従って晴海と静香以外に指揮を執れる者がいない。だが晴海と静香は明らかに指揮官向きではない。現実としてあり得ない選せん択たくだった。

「それは………」

「逆だよ、ティア、藍華さん」

　しかし孝太郎は苦笑気味に首を横に振った。

「えっ？」

「どういう意味ですか？」

「………お前らの中に、戦いに向いている人間なんていない。緊急時じゃなければ、誰にだって指揮はさせたくない。いつだって苦肉の策だ」

　孝太郎にとっては誰だって同じ事だ。それでも今はどうしても急がねばならず、魔法についての知識が必要だったのだ。それはいつだってそうで、出来れば誰にだって戦わせたくはなかった。

「それに俺は信じてるんだ。俺の未来が幸せになるように祈るって言ってくれた、藍華さんの事をさ」

　真希が孝太郎との魔法の絆きずなを破棄したあの日。彼女はそう言って孝太郎と共に歩む事を決め、孤こ独どくな人生に別れを告げた。孝太郎はその時の真希の言葉と笑え顔がおを信じている。彼女はこれからもずっと、孝太郎の味方になってくれる筈なのだった。

「………いつだって祈っているわ。あなたと、その周りにいる多くの人間の未来が、幸せであるように………」

　真希は知っている。孝太郎の幸せには、沢たく山さんの人間が必要だった。賢けん治じを始めとする高校のクラスメイト、買い物に出で掛かける商店街の人々、もちろんその子供達もそうだろう。人間は幸せに生きる為に、お互たがいに多くの人間を必要とする。だから今の真希は、孝太郎だけでなく、多くの人間の未来が幸せであるように祈っているのだった。

「なんじゃ、何も問題はないではないか」

　そんな真希の反応を見て、ティアは何度も瞬まばたきを繰り返す。ティアからすると、真希が悩なやんでいる理由がよく分からなかった。

「そう言うなよティア。藍華さんはお前みたいに一年半前から俺達たちと馬ば鹿かやってた訳じゃないんだ」

「ならば、時間の問題じゃろう」

「そういうことだな」

　孝太郎とティアの言動から、真希はここでようやく、周囲の人間も自分と同じように祈っているのだと気付いた。そしてだからこそ、自分が受け入れられているのだという事にも。

「里見君、ティアさん………信じてくれて、ありがとう」

　嬉うれしくて涙なみだが溢あふれかけたが、今は戦いに出発する時。真希はその感情をグッと堪こらえると、愛用の杖つえをしっかりと握にぎり締しめた。







夢の跡にて　九月十四日（火）







　孝こう太た郎ろう達が一〇六号室を出発したのは、日付けが変わった後の事だった。普段から一〇六号室は多くの手段で守られているが、相手はダークネスレインボゥ。より慎しん重ちような防衛態勢を敷かねばならず、キリハの部下達と『青騎士』に搭載されている無人機が配置に就くまで身動きが取れなかった。おかげで出発まで少し時間がかかってしまったのだが、これでしばらくの間は自由に動ける筈はずだ。孝太郎達は二手に分かれ、それぞれの目的地に向かって出発した。

　孝太郎は真ま希きが率いるチームにいた。真希のチームには、他ほかに早さ苗なえ、ティア、ルースがいる。真希チームの目的地は廃業したショッピングモールの廃墟。そこへ向かう舗装路はあるのだが、もしモールが儀式魔法に使われているなら舗装路は間ま違ちがいなく監視されているので、それを前提に一行は少し前から道を外れて林の中を進んでいた。

「どうじゃ、ルース」

「熱源センサーには反応がありません。センサーで検知できる距きよ離りには大きな生き物はいないようです」

　孝太郎達は既すでにショッピングモールの近くまでやってきていた。そこで身を潜め、モールの様子を窺うかがっていた。ここまでは特に問題はなかった。監視らしいものは全く存在していなかったのだ。それも当たり前で、ショッピングモールは差し渡しが三百メートル以上あるので、モールの外を全すべて監視するのは現実的ではなかった。恐おそらくモールの外は、舗装された道路が監視対象である程度だろう。問題はここからだった。

「音響センサーには若じやつ干かんの反応があります」

「敵じゃろうか？」

「山の中ですし、野生動物が入り込んでいるのかもしれません。分ぶん析せきの結果によれば、活発な動きではないようです」

　最初に始めたのは上空に配置した無人機による偵察だった。幸い見える範囲には敵の姿はなく、侵しん入にゆうには特に問題はなさそうに思われた。続いて必要なのは魔ま法ほうによる探査だ。魔法使いの拠点かもしれないので、魔法による警戒網が張られている可能性は十分にあった。そして魔法による探査は、もちろん真希の仕事だった。

「真希、魔法はどうなの？」

「ショッピングモールの外縁には、魔法の反応はありません」

　真希はとりあえず見える範囲で魔力を探した。しかしまとまった量の魔力の反応はなく、周囲に存在するものが出だしている微び弱じやくな魔力放射を感じ取っただけで終わった。

「いないのかな」

　早苗は首を傾かしげる。このショッピングモールでダークネスレインボゥが儀式魔法をやっている証しよう拠こはない。ゆりか達が向かったリゾートホテルの方かもしれないし、両方とも違ちがうかもしれないのだ。早苗も見える範囲には人の霊れい力りよくを感じないので、ここにはダークネスレインボゥはいないんじゃないかと考え始めていた。

「いくら魔法でも、この大きさを監視するのは簡単じゃないわ」

「そうじゃな、まだ結論を出すには早い。監視は侵しん入にゆう者しやが通らざるを得ない場所でやるのが基本じゃ。三百六十度どこから来るか分からない外縁部を全て監視する程ほど、敵も暇ではなかろう」

「という事は、とりあえずはモールの中に入っても問題なしって事だな？」

　孝太郎がそう話をまとめると、同行している四人の少女達は真ま面じ目めな顔で頷く。今のところ気配は感じられないが、それは敵がいない保証にはならない。孝太郎達は魔法や機械装置で気配を消しながら、慎重にモールへ近付いていった。










　同じ頃ころ、ゆりか達も目的地に到着していた。ゆりかチームの目的地はリゾートホテルの廃墟だ。建物の敷地面積はショッピングモールよりもかなり小さいものの、高さでは上回るし、地下にも何があるかは分からない。また見晴らしのいい開けた場所に建っているので、接近するのが難しい。結果的に見付からずに接近するという意味では、こちらの方が難しい場所だと言えるだろう。

「それでゆりかちゃん、これからどうするの？」

　静しず香かが指揮官のゆりかに今後の方策を尋ねる。ゆりかチームはゆりか、晴はる海み、キリハ、静香、クランの五人。彼かの女じよ達も真希チームと同じく、リゾートホテルの手前に潜んで様子を窺っていた。

「入ります。ぼんやりと魔力を感じる気がするので、入って確かめないと」

「私もそんな気がします」

　少しだけ真希チームと状況が違うのは、ゆりかと晴海がこの時点で魔力を感知している事だった。ショッピングモールよりも敷地面積が狭せまいので、彼女達の感知距離に辛かろうじて引っかかったのだ。しかしまだここで儀ぎ式しき魔ま法ほうが行われていると断言出来ない。敵はダークネスレインボゥ。ゆりかの属するレインボゥハートとは何百年にもわたって抗争を続けてきた相手なので、撹乱や陽動は日常茶飯事。それらしい建物に魔力の籠ったダミーを放り込むぐらいは常じよう套とう手しゆ段だんだった。

「とりあえず向こうに魔力が感じられた事は伝えておきますわ」

　話を聞いていたクランは、腕輪を操作してルースに短いメッセージを送信する。リアルタイムの情報交換はクランとルースの仕事だった。

「問題はどう入るかだろうな。ここは侵入路が非常に限られる」

　キリハは厳しい表情を覗のぞかせていた。リゾートホテルはその性質上、非常に見晴らしがいい場所に建っている。だから上の方の階で二、三ヶ所監かん視しすれば、敷地の殆ほとんどが見渡せてしまう。リゾートホテルは見た目とは裏腹に、攻め難い性質を備えているのだった。

「どうしましょうか？」

　ゆりかは潔く自分で考えるのを諦め、一同に意見を募る。こういう時に自分のアイデアはいまいち上手く働かない事をゆりかはきちんと自覚していた。

「ホテルの高層階から監視されていると考えると、北側の搬入路周辺が狙い目だろう」

　ホテルは南側に客室の窓が向けられている。敷地もそちらを広めに取り、見晴らしをよくしてある。おかげで反対側の北側は敷地が狭く、見晴らしを気にする必要がないので身を隠せるようなものも多い。また上層から監視する場合には角度がきつくなって、監視し難かった。

「でもクラノさん、向こうもそこを警戒しているのではありませんか？」

　晴海が心配しているのは、搬入路周辺が誰の目にも侵入しやすいと分かる事だった。確かに侵入はしやすいだろうが、狭い範囲なので守るのはそう難しくはない。ちょっとした対策で侵入を防げてしまうだろう。

「って事は、目立たないけど警戒されてる搬入路か、目立つけど警戒されてない正面かって事になるのかな」

　静香が双そう方ほうの問題点をまとめる。どちらにも無視できないリスクが存在していた。

「私は正面から行きたい気がするわね」

　そして静香個人としては、正面からという単純な切り口が好みだった。

「わたくしは搬入路から行きたいですわね」

　慎重なクランは、どちらかと言えば搬入路が好みだった。するとそんなクランの呟つぶやきに反応して、キリハが無邪気な笑顔を作る。

「北側の方が暗くてじめじめしているから？」

「キィ、殴りますわよっ!?　………距離が短いからですわっ。どちらにせよ何らかの手段で身を隠したり誤ご魔ま化かしたりする訳でしょう？」

「どうするの、ゆりかさん？」

「えっとぉ………」

　晴海に促され、ゆりかは難しい顔で考え込む。どちらにもリスクがある。ならばどちらのリスクが自分達に都合がいいのか、それを見極めねばならなかった。

　―――私達が一番優先しないといけないのは………そうだ、子供達！　子供達を連れて帰る時に安全な方がいいに決まってるんだから………！

　しばらく考え、ゆりかは結論を出した。

「搬入路から行きましょう」

「暗くてじめじめしているから？」

「キィ！」

「あはは………そうではなくて、子供達を助け出した後に、同じルートを通って逃にげる場合があると思うんです。その時に、安全な場所まで近い方がいいなって」

　ゆりかが重視したのは子供の安全だった。

　侵入後の出来事を想像すると、子供達を連れて逃げ帰るケースが起こり得る。ダークネスレインボゥよりも先に子供達を見つけた場合、戦いを避ける筈。また、それで儀式魔法も邪魔できる筈だった。

　そして子供達を連れて逃げ出す場合は、早いタイミングで『揺り籠』や『朧ろう月げつ』に回収してしまうのが理想だ。それが可能なのはリゾートホテルの敷地の外。だから搬入路を使った方が、子供達の移動距離を短く出来る筈だった。タイミング的にも、距離的にも、それが最も子供達のリスクが低くなるに違いない―――それがゆりかの考えだった。

「あは、なんだかんだでゆりかちゃんもちゃんと考えてるんじゃない」

　ぱんっ

　静香は楽しそうに笑いながら、景気付けにゆりかの背中を叩たたく。子供達の事を優先する考え方は、静香の感覚によくフィットしている。これは宿泊先で両親を失った経験がそうさせていた。リゾートホテルが現場では、それが自然な反応だろう。

「ハルミ、キィ、あなた達はどう思いまして？」

「私はゆりかさんの言う通りでいいと思います。私も子供達が一番安全な方がいいと思うんです」
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　晴海もゆりかに賛成だった。病院で知り合った子供達と仲良しの彼女だから、誘拐された子供達の事も他ひ人と事ごとではない。自分の安全より、子供の安全を優先したかった。

「我の答えは決まっている。十一年前にして貰ったようにするだけだ」

　キリハはクランに笑いかける。キリハはかつて、孝太郎とクランに救い出された。孝太郎は母親とキリハ、どちらを助けるかで迷い、結局キリハを取った。その彼女が、子供を見捨てられる筈もなかった。

「クラン殿はいかがかな？」

　そしてキリハは笑顔の種類をほんの少しだけ明るく悪戯いたずらっぽいものに変える。その笑顔は、クランが十一年前の世界で出会った少女が浮うかべていたものと同じものだった。

「わ、わたくしも異存はありませんわ。弱きを助け、邪じや悪あくを挫くじく、それがフォルトーゼに生まれた皇女の道ですもの」

　キリハからあからさまな感謝と好意を向けられ、クランはすっかり照れてしまっていた。だからクランは赤く染まった頬ほおを隠そうと、慌あわててそっぽを向いた。

「みんな賛成みたいよ、ゆりか隊長」

　静香が改めてゆりかにそう告げると、他の三人は言葉に合わせて大きく頷うなずいた。

「それでは裏手の搬入路から侵入します。皆みなさん、移動しましょう」

　ゆりかはその瞳ひとみに、仲間達の期待を裏切るまいという強い意志を込め、きっぱりと頷き返した。孝太郎は残念に思うだろうが、今のゆりかは誰もが立派な魔法少女と認めるに違いないだろう。

『愛と勇気のプリンセスだホー！』

『意外と立派に隊長してるホー！』

　もしかしたらこの時こそが、ゆりかが本当の意味でチームのリーダーになった瞬間かもしれなかった。










　ショッピングモールの中は静まり返っていた。ルースの事前の調査では音がするという話だったのだが、まだその音は孝太郎達の耳には届いていない。当たり前だが、ショッピングモールが広過ぎるのだ。

「藍あい華かさん、分かるだろ？」

「はい、僅かですが、広い範はん囲いに魔ま力りよくが感じられます」

　だがモールの中に入った時から、孝太郎と真希は魔力を感じ取っていた。距離がある為ためかその量は僅かだったが、この場所で魔法が使われている事だけは間違いなかった。

「ルース、例の音とやらはどうじゃ？」

「続いています。そして、どうやら音源は移動している模様です」

　そして同じく中に入った事で、ルースの情報収集も正確さを増した。より詳しよう細さいな情報が集まり始めていた。

「こちらも広範囲に広がっているようです。全域かもしれません」

「ねぇみんな、ちょっと止まって。まずいかも」

　すると早苗が珍めずらしく大おお真ま面じ目めな顔で一同を制止した。そしてそのままの表情で右へ左へ視線を巡らせる。どちらの方向もコンクリートの壁かべに阻まれているが、彼女の視線はその壁を通り抜けて、もっと遠くを見つめていた。

「どうした？」

「いろんなところを悪霊が歩いてる。それも一人や二人じゃない凄すごい数だよ」

　早苗の目には沢山の霊力が映っていた。それは暗く乱れた霊力で、普ふ通つうの人間やまともな霊のものではない事は一目で分かった。それらの霊力は無秩序に動き回っていたが、速度はそれほど速くはない。だから早苗は悪霊が歩いていると評したのだ。

「もしかして、音と魔力はそれか？」

「里さと見み君、私もそう思うわ」

「可能性は高いかと思われます」

「もうすぐその角から一人出てくるよ」

「よし、みんなそこの店に隠れよう。悪霊とやらを見ておきたい」

「悪霊か………いい思い出はないが………」

　孝太郎達は手近な店の跡地に飛び込むと、置き去りにされた展示用の棚やテーブルの陰かげに身を隠す。早苗が言う悪霊というものがどんなものなのか確かめておきたかった。もしかしたらそれが、儀式魔法で呼び寄せた魔ま物ものかもしれなかったから。

「音が近付いています。どうやら悪霊が音源と考えて良いようです」

「あと五秒くらいで出てくる。三、二、一………」

「あれか」

「ただの人間のように見えるが………あれが悪霊なのかのう？」

　孝太郎達の前に姿を現したのは一人の人間だった。多少背中が丸まっていて動きが遅いものの、普通の人間のようにしか見えなかった。

「殿でん下か、おやかたさま、おかしいです」

「どうしたのじゃ？」

「熱源センサーに反応がありません」

「どういう意味ですか？」

「おやかたさま、あの人間の体温は気温と一いつ致ちしているんです」

「なんだって!?」

　ルースは様々な方法で情報を収集し続けているが、その中には熱源センサーも含まれている。だが問題の人間が姿を現しても、熱源センサーには反応がない。それはつまり、熱源センサーが故障しているのでもない限り、問題の人間の体温は気温と同じであるという事になるのだ。

「里見君、分かってきたわ。あれは多分、ゾンビなのよ」

「ゾンビ!?　ゾンビってあれか、映画やなんかに出てくる動く死体!?」

「ええ………そしてダークネスレインボゥには、そういうものを作るのが得意な人間がいるんです。多分、パープルが来ているんだわ」

　真希はそう言って唇くちびるを噛かみ締しめた。

「そんなに危ない人なの、そのぱーぷーって？」

「ええ。一番戦いたくない相手よ」

　ダークネスレインボゥにおいて、個々の戦闘能力に限ればクリムゾンが最強だろう。だが実際に戦う場合、クリムゾンに勝てるメンバーが一人だけ存在している。それはパープルだ。彼かの女じよは死霊術を得意とする魔法少女で、常に多くの死者を引き連れている。確かにパープル個人ではクリムゾンには敵かなわないが、死者まで含めれば勝つのは彼女だ。ダークネスレインボゥ最強、悪夢の死霊使いダークパープル。そんな彼女が引き連れている多くの死者の中で、ゾンビは比ひ較かく的てき多いタイプだった。

「マキさん、そのゾンビというのはどの程度の数まで操れるのですか？」

「パープルの能力には上限があるから、弱ければ弱いほど数は多くなる仕組みよ。流石さすがに百体は超えないでしょうけれど」

　パープルの魔力の総量は一定なので、何体に分け与えるかで死者の強さが決まる。一体なら手が付けられないが、百体なら人間よりも弱い。数は自由に選べるので、死者の強さは時々で異なる。状じよう況きように応じて強弱の個体を使い分ける事が、パープルが恐れられている理由だった。

「おやかたさま、悪い状況です」

　パープルの能力を知ったルースが表情を厳しくする。

「ゾンビがいるおかげで、儀式魔法の場所が特定できません。我々はゾンビを全て排はい除じよするまで、探索を終えられないんです」

　ゾンビがうろついているおかげで、音はあらゆる場所から出ている。だから音声や振動からは儀式魔法の場所を特定する事が出来ない。熱感知も複数の壁越しには働かない。ゾンビを順番に排除していくしかないのだ。

「そういう事か………藍華さん、魔法も同じかい？」

「ええ。儀式魔法は強い魔力を出しているけど、それを外部へ洩もらさないように遮蔽する魔法があるの。それがかかっていれば、恐らくゾンビと見分けがつかない。というより、パープルの事だからゾンビが放射する魔力の量を、儀式の魔ま法ほう陣じんから漏れ出す魔力と同じになるようにしている筈よ」

　魔力に関しても、音や振動と同じ状態にあった。真希の勘かんでは、パープルは計算尽くでゾンビを放った筈。やはり儀式の魔法陣とゾンビの区別がつかず、手当たり次第に倒たおしていくしかない。パープルはゾンビをモールの全域に放つ事で、効果的に魔法陣を守っているのだ。

「一番厄やつ介かいなのは、この状況でゆりかの方に魔法陣があった場合だと思うわ」

「俺達はゾンビを全て倒すまで、ここを離はなれられないか………」

　想定される最悪の展開は、このショッピングモールが丸ごと陽動だった場合だ。たった一人の為に、孝太郎達五人がこの場所に釘くぎ付づけになってしまうのだ。

「ティア、あんたの出番みたいだよ」

「分かっておる！　腕が鳴るわい！」

「皆さん、ゾンビ達たちを殲せん滅めつします。手加減は要りません、スピードが命です！」

『おうっ！』

　真希の命令に孝太郎達は声を合わせて一斉に応じた。士気は高い。そして幸いな事に、孝太郎達には力押しが得意なティアがいる。パープルが想定したよりは、ずっと早く死者の群れを殲滅できる筈だった。










　孝太郎達はゾンビに攻こう撃げきする前に、一いつ旦たんゆりか達と連れん絡らくを取り合った。ゾンビに攻撃を加えると、敵に接近を知られる。するとゆりか達の方も守りを固められてしまう可能性が極きわめて高い。その為、ゆりか達と歩調を合わせる必要があった。本当ならゆりかチームが敵に見付かるまでは、攻撃を仕掛けたくないところなのだが、時間的な制約があってそうもいかない。最低限のタイミング合わせで限界だった。

「ベルトリオン達から連絡でしてよ。敵を発見したから、わたくし達の状じよう況きよう次し第だいで攻撃を仕掛けたいって言っていますわ。どうしますの、ユリカ？」

「里見さん達も急ぎたいでしょうが、こちらが搬入路を突とつ破ぱするまでは待って貰って下さい。五分もかからない筈です」

「分かりましたわ。そのように返答しておきますわね」

　ゆりか達はリゾートホテルの裏手にある搬入路のすぐ傍そばまでやってきていた。搬入路はただでさえ警戒されている筈の―――ここに敵がいるならだが―――場所なので、孝太郎達が行動を始めると真っ先に防衛態勢が強化されるだろう。特にゆりか達は既にホテル内から来る魔力を感じているので、攻撃は少し待って貰いたかった。

「………どちらが陽動なのか………あるいはどちらも陽動なのかもしれないが………」

　キリハは敵の意図が読めない事を警戒していたが、考えても仕方がない状況でもある。頭の中から考え事を追い出すと、目の前の状況に意識を集中させた。

「いいですわよ、ユリカ」

「はい。皆さん、行きましょう」

　クランが連絡を終えるのを待ち、ゆりか達は隠かくれていた場所から抜け出し、慎重に搬入路へ近付いていく。侵入の手て筈はずは既に決められている。ダークネスレインボゥは魔法が得意なので、魔法で姿を隠すのはリスクが高い。そこで彼女達は、クランとキリハの技術を使って身を隠している。クランの多目的迷彩は熱や光、電磁波を遮さえぎってくれる。だからキリハの埴はに輪わが霊力を遮蔽すれば、見つかる可能性はグッと低くなる。だが依然として音には無防備だし、迷彩も完璧ではない。それに相手は魔法使いの精鋭。今が夜である事を加味しても、慎重な行動が必要だった。

「うぅっ、緊張するなぁ………」

　搬入路の入り口に着いた時、静香は思わず溜ため息いきをついた。彼女は隠れたり逃げたりという事が苦手だった。戦いなら自分で何とかできる事だが、こうした隠おん密みつ行こう動どうは自分でどうにかできない事が多い。敵が気き紛まぐれに注目してきただけでアウトという受け身の状況は、どうにも落ち着かなかった。

「もう少しの辛抱です。中に入るまで頑張ればいいんですから」

　本来ならずっと身を隠したままでいたかったのだが、ゾンビがモールを守っていた時点で状況が変わり、それは難しくなった。真希チームが攻撃を開始したら、ゆりかチームもその直後に発見されるであろう事は想像に難かたくない。だとしたら、搬入路を無事に抜けさえすれば、その先は変わらない筈だった。

「桜さくら庭ば先せん輩ぱいは落ち着いてますね」

「私は昔からずっと、受け身の子でしたから」

　少女達は励まし合い、支え合いながら、一歩ずつ搬入路を進んでいく。敵からは見えない筈だし、魔法も使っていないから魔力で気付かれる事もない。それでも少女達は緊張が拭ぬぐえない。自分達の小さな足音が、奇き妙みようなほど大きく聞こえていた。その音で気付かれてしまうんじゃないか、そんな風に思わずにはいられない。結局、孝太郎の言葉の通りなのだ。少女達の中には、戦いに向いている人間などいない。戦いが得意かどうかと、向いているかどうかは、イコールではないのだから。

　それからの数十秒間は、少女達にとって試練の時間だった。生きた心ここ地ちがしないというのはこういう事だろう。しかしそれでも終わりの時はやってくる。少女達は無事に搬入路を通り抜け、ホテルの裏口へ辿り着いた。

「ふぇ～～～、死ぬかと思ったぁ………」

　静香はホテルの壁に寄り掛かって弱々しい笑顔を作る。戦いになりさえすれば誰よりも強い彼女だが、その精神は普通の女の子。こういう緊張には滅法弱い。

「静香さん、落ち着くのはまだ早いです。このドアを抜けなくては………」

　ゆりかは既に裏口のドアの前にいた。そしてどうやってドアを開けて入ろうかと思案している。そんなゆりかの姿を見て、静香は魔法少女というのはこういう事なんだなと感じた。そして孝太郎がゆりかにこの姿をさせたくないという理由が、これまで以上によく分かった気がした。

『おいら達が開けるホー！』

『細かい作業は得意だホー！』

　二体の埴輪がゆりかのところへやってくる。埴輪達は両手に精密作業用の工具を握り締めている。それで鍵を開けるつもりなのだ。

「いいえ、鍵を酸で溶かして突破します」

　しかしゆりかは首を横に振ふると愛用の杖を構えた。

『ゆりかちゃんにしては力技だホー』

『そんな乱暴な事して大だい丈じよう夫ぶホか？』

「どの道、私達が中に入れば里見さん達が戦い始めます。だから時間を優先した方がいいと思うんです。クランさん、里見さんに連絡を」

「分かりましたわ」

　ゆりかはクランが腕輪を弄いじり始はじめたのを確かく認にんすると、呪じゆ文もんの詠えい唱しようを開始する。

「アシッドスプラッシュ！」

　それは魔法少女らしくはないと分かっていながらも、だんだん使い慣れてきた強酸性の液体を作り出す魔法だった。液体はあたかも杖の先端にスプレーが付いているかのような雰ふん囲い気きで、ドアの鍵穴に向かって吹き付けられた。

　ジュウウゥゥッ

　ドアのノブと鍵穴は金属製なので、強酸に晒さらされるとあっという間に腐食して溶け落ちていく。それはまるで、熱に晒された蝋ろう細ざい工くのようだった。

「行きましょう！」

　ゆりかはドアをそっと押した。既に鍵とノブは完全に溶け落ちているので、ゆりかが軽く押しただけでドアは開いていく。ゆりかはドアの隙すき間から中の様子を確認すると、素す早ばやく飛び込む。普ふ段だんの彼女とは全く違う、手際の良さだった。

「やっぱりゆりかちゃんがカッコいいと、少し寂さびしいわね」

　魔法少女らしく、リーダーらしく、先陣を切ってホテル内へ飛び込んだゆりか。それを見た静香は言葉通り寂しそうだった。言葉にしたのは静香一人だけだったが、同じ事は他の三人の少女達も感じていた。

「皆さん、何をしてるんですか！　早く！」

　すると当のゆりかが、再びドアを開けて顔を出す。いつまでも来ない一同にしびれを切らせたのだ。

「そうね、ごめんなさい、すぐ行くわ！」

　感傷に浸っている暇はない。少女達は顔を見合わせて頷き合うと、ゆりかを追ってホテルの中へ飛び込んでいった。










　最初に異変を感じ取ったのは、やはり予知が使えるグリーンだった。彼女は敵の襲来に備え、予知を始めとする多くの魔法で警戒に当たっていたのだ。そして彼女はすぐにその事を同じ部屋にいる仲間達に報告した。

「クリムゾン、ブルーさん、敵がくるわ」

「確かか？」

　部屋にはグリーンの他にクリムゾンとブルーがいたが、反応したのはクリムゾンだけだった。ブルーは今も儀式魔法を継続していて手が離せなかった。

「たった今、敵が来ない予知があらかた消えたのよ。恐らく、敵がこの建物の中に入ったんだと思うわ」

　グリーンの予知は未来のあらゆる可能性を見て、確率的に未来を予測するものだ。未来が十個見えていて、そのうちの六個が敵が来るというものであれば、敵が来る確率は六割という事になる。世界の不確定性ゆえに、予知はそういうぼんやりとした見え方になるのだ。

　そして予知した未来のうち、起こったものが現在として確定し、起こらなかったものは除外されていく。だからもし『敵が来ない』という予知が不自然なタイミングで消えたとしたら、それはつまり敵が来たという事になるのだ。

「嫌いやなタイミングで来たわね。こっちは私とあんたしか動けないってのに」

　クリムゾンは舌打ちする。ブルーは召しよう喚かん魔ま法ほうの儀式を継続中。パープル、オレンジ、イエローの三人はさきほど敵を撹かく乱らんする為に出ていき、それが済んだとしても作戦に従って行動するので、ここへは戻もどらない。ここへ敵が来るのなら、クリムゾンとグリーン、二人で対応しなければならなかった。

「敵の数は分かる？」

「一番高確率が五。でも前後にゆらぎはあるわ」

「真希は？」

「いない筈よ。いる未来は誤差の範囲ね」

「そう………」

　クリムゾンは知りたい事を確認すると、近くに立てかけてあった杖を手に取った。そんなクリムゾンに、グリーンは心配そうな視線を向けた。

「行くのね」

「ええ。ここで戦うと折せつ角かくの儀式が台無しでしょ」

　召喚魔法の儀式は、現在三分の一程が終わっている。ここで邪じや魔まが入れば、儀式は完成しない。戦うならこの場所を避さけ、もっと手前で迎え撃つのが得策だろう。

「一人で平気なの？」

「傷は治ったわ」

「でも………」

「心配性ねぇ。それに前の戦いで懲りたでしょう？　あんたの予知は、自分の未来を含ふくめると急激に精度が落ちるって」

　作戦では最初からクリムゾンが一人で戦う事になっていた。そしてグリーンは離れた場所から情報収集や予知の魔法を駆く使ししてクリムゾンを支し援えんする予定になっている。どうしてそういう戦い方を選んだかというと、予知のループを避ける為だった。

　自分の未来を予知すると、予知した事自体が未来を歪ゆがめてしまう。意識して見た通りに動く事など、普通は出来ないからだ。これはスピーカーから出る音をマイクでもう一度拾うのと同じで、予知の誤差が繰り返し増幅され、いずれ破綻する。以前孝太郎達と戦った時、彼女達はキリハにその弱点を見み抜ぬかれて敗北した。結局、予知は自分の行動を含めない方が正確になるのだ。同じ轍てつを踏む訳にはいかないので、彼女達はこういう戦い方をする事に決めたのだった。

「それでもあなたを一人だけで送り出す事には抵てい抗こうがあるわ、クリムゾン」

「あら、ダークネスレインボゥらしからぬ言葉ね」

「茶化さないで！　作戦を成功させたいだけよ！」

　グリーンの強い否定の言葉を聞き、クリムゾンは不思議と残念な気持ちになった。そしてその事が、クリムゾンにある事を気付かせた。

　―――私はグリーンに真希の代わりを期待していたんだわ………。

　その事に気付いたクリムゾンは、確かめてみたくなった。だから彼女はその場で足を止め、グリーンの方を向いた。

「ねえグリーン」

「はい？」

「あんた………もし私があんたと―――」

　戦ってみたいと言ったら、相手をしてくれるのかしら？

　クリムゾンはそう尋ねようと思っていた。だが、結局途と中ちゆうで思おもい止とどまった。その質問はあまりにもダークネスレインボゥの思想とはかけ離れていたのだ。

　冷静になって考えてみれば、強い敵と戦うという事は、真希がそうであったように、他人にクリムゾンの流りゆう儀ぎを受け入れて貰もらう事だ。戦いを生なり業わいとする者でも、クリムゾンのように戦いが全てだと考えるものは少数なのだから。実際、ダークネスレインボゥにはクリムゾンしかそう考える者はいなかった。そしてライバルが自然に現れるのを待てず、真希に流儀を受け入れて貰ったのだ。

　他人に自分の流儀を受け入れて貰うという事は、ダークネスレインボゥ的ではない。相手がダークネスレインボゥを離れた真希だからこそ可能であった事。それを真希が背を向けざるを得なかったダークネスレインボゥの幹部に尋たずねるなど、愚ぐの骨頂だろう。

「―――違うわね。そうだグリーン、あんたがダークネスレインボゥに入った理由は何なの？」

　代わりにクリムゾンは、グリーンがダークネスレインボゥである理由を尋ねた。それもまた非常にダークネスレインボゥらしからぬ質問だと、気付かないままに。

「私が？」

　だからこそ、グリーンは驚おどろいて目を見開いていた。

「ええ。差さし支つかえなかったら、教えてくれない？」

　だがグリーンは驚いただけで、拒きよ絶ぜつはしなかった。クリムゾンに促されると、彼女自身の事情を話し始めた。

「ずっと前………私の予想が外れて、とても大切なものを失ったの。だから予想なんかじゃなく、確かな未来が欲ほしいのよ。何が起こるのか事前に分かっていれば、何も失わずに済むのだから」

「悪くないわね。見直したわ、グリーン。ふふ、未来を覗き見る自由ぐらい、レインボゥハートから毟むしり取とってやりましょ」

「クリムゾン………ええ、そうしてやりましょう」

　実はクリムゾンにはもう一つ気付いていない事がある。それはグリーンが、真希とは違って嘘うそをつくという事だ。だからグリーンの真の気持ちが分からない。

　グリーンがクリムゾンを心配しているのは、作戦を成功させたいからだけではない。真希が敵になった事も、本当は少なからず残念に思っている。

　その事にクリムゾンは気付かなかったし、グリーンは正直に言わなかった。もしどちらかにそれが出来ていれば、別の道があったかもしれないというのに。彼女らの嵌はまりこんだ闇やみはあまりにも深い。それが二人の不幸だった。










　ゆりか達たちがリゾートホテルに入るのを待って、孝太郎達はショッピングモールを歩き回っているゾンビ達に攻撃を仕掛けた。幸いゾンビはそれほど強くはなく、動きも鈍にぶい為、戦いは終始孝太郎達が優勢だった。

「………分かってはいても、あまりいい気分はせぬの」

「殿下、可能な限り一いち撃げきで倒しましょう」

「うむ。それがよいじゃろう」

　ゾンビは人間の死体を材料にして作った戦闘用の魔物だ。おかげで既すでに死んでいると分かっていても、孝太郎達は彼かれらを倒す事に心を痛めていた。だから孝太郎達の戦い方は可能な限り傷付けずに倒すか、逆に全く死体が残らないように倒すかのどちらかになっている。出来るだけ安らかな最後を。比較的メンタルの強いメンバーが揃そろっているが、それでもやはり年とし頃ごろの少女達なのだ。

「みんな難しく考え過ぎだよ。あの人達ね、あたし達に感謝してる。あんな風にされて苦しんでたんだよ」

　幸運だったのは、ここに早苗がいた事だ。早苗はゾンビにされてしまった者の魂がどういう感情を持っているのかを正確に把は握あくしている。殆どの者がゾンビ化の魔ま法ほうから解放された事を感謝しながら昇天していく。僅わずかに完全に憎悪に呑のまれた者もいるが、そういう者達は自分達をゾンビ化させた者に対して憎悪を抱いていて、孝太郎達の事が見えていない。早苗がそういう事を教えてくれるので、孝太郎達の心理的な負担は大きく軽減していた。

「孝太郎、あの人達の為にも、ぱーぷーやっつけよ」

「そうだな。お前の言う通りだ。こんな酷ひどい事は止やめさせなくちゃな」

　そしてゾンビを倒した分だけ、孝太郎達は怒っていた。ゾンビにして無む理り矢や理り戦わせるなど、死者に対するこれ以上ない程ほどの冒ぼう涜とくだろう。これをやった筈はずのパープルは何としても捕つかまえて、操あやつられている死者達を全すべて解放させなければならない。今の孝太郎達は、そういう使命感に燃えていた。

「でも里見君、何かおかしいわ」

「俺おれもそう思う」

「何がおかしいの？」

　早苗は不思議そうに目を瞬かせる。

「ゾンビを作ったパープルが攻せめてこない。他のダークネスレインボゥもそうだ。何な故ぜこの隙に襲ってこない？」

　戦っているうちに、孝太郎達は大きな違和感を覚えていた。確かにゾンビはいた。ショッピングモール全体に広がっていて、次々と襲ってきている。その数は既に五十を超えているから、パープルの実力が真希の言う通りなら、孝太郎達は彼女が操れるゾンビの半分を倒した事になる。

　戦せん闘とう力りよくは余り高くないが数が多く打たれ強いゾンビを盾たてにして、魔ま法ほう使つかいが遠距離から魔法で攻撃するというのが戦術上のセオリーだろう。なのにゾンビを浪ろう費ひするばかりで一向に魔法使いが姿を現さない。これは普通では考えられない事だった。

「おやかたさま、やはりこのショッピングモールは陽動だったのでは」

「そうかもしれませんね………」

「とはいえ………亡者を全て倒すまでは陽動かどうかは確定しない訳じゃ。パープルとやらは相当なやり手じゃのう」

「恐おそらく今のダークネスレインボゥでは一番恐ろしい敵よ」

　真希の経験上、一番恐ろしい敵はパープルだった。単純な戦闘力ではクリムゾンが突出していて、真ま耶やも含めて良いなら、総合的な強さは真耶が上かもしれない。しかしパープルにはクリムゾンや真耶のような潔さやユーモアがない。常に冷静で、容よう赦しやなく攻撃してくるその精神性が、パープルを何よりも恐ろしい存在にしていた。実際、孝太郎達はパープルの術中に嵌まっている可能性が高い。十代の少年少女の相手にゾンビを選んだのも決して偶ぐう然ぜんではないだろう。そうした事を薄々感じ取りながらも、孝太郎達は戦い続けるしかないのだった。










　リゾートホテルに無事に侵しん入にゆうしたゆりか達だったが、敵に見付からずに自由に行動出来ていたのは最初の数十秒間だけだった。リゾートホテルの中には、沢たく山さんの敵が配置されていたのだ。

『姐あねさん霊子力の反応だホ！　霊波パターンを解析するホ！』

『解析完了、八割ちょっとの確率で、いつぞやの機械兵だホ！』

「まずいですわ、重力波の反応もありましてよ！　フォルトーゼの兵器が稼働しているんですわっ！」

　搬入路から裏口を通ってホテルに侵入したゆりか達は焦あせって突撃したりはせず、入ってすぐの場所にある倉庫へ飛び込み、そこから建物の中の様子を窺うかがっていた。子供達の救出が最優先なので、出来れば子供達の居場所を突き止め、それが無理でも敵の様子ぐらい確かめてから行動すべきというのが彼かの女じよ達たちの方針だった。

　すると建物内には、敵と思われる反応が多数存在していた。無策に前進していれば、今頃その敵と鉢合わせていたに違ちがいなかった。

「ショッピングモールはゾンビで守っていたのに、こちらは霊子力とフォルトーゼの兵器か………」

「どうしたのキリハさん？」

　埴輪とクランの報告を聞くと、キリハは顎に手を当てて考え込んだ。それを不思議に思った静香がキリハの顔を覗き込むと、彼女は険しい表情のまま、静香ではなくゆりかに話しかけた。

「ゆりか、魔力は感じられるか？」

「はい。建物全体に魔力が満ちている感じがします」

「やはりそういう事か」

「どういう事なの？」

　静香がもう一度話し掛けると、キリハはようやく彼女の方を向いた。

「敵はこの場所で儀ぎ式しき魔ま法ほうを行っている筈だ。子供達はここにいる」

「本当ですか!?」

　ゆりかも驚いた様子で話に加わってきた。ゆりかはそのまま積極的にキリハの前までやってくる。これはゆりか本来の使命なので、いつもの彼女とは全く違う反応だった。

「敵が合理的であるなら、まず間ま違ちがいない。ショッピングモールにゾンビを配置したのは魔力がない場所に魔力があるように見せる為だ。そしてこのリゾートホテルには既に魔力があるから、魔力を使わずに守っている。するとどうなる？」

　キリハは直接答えを言わなかった。だが、ゆりかはすぐにその答えに辿り着いた。

「そっか！　どっちにも魔力があって、区別がつかなくなる！」

「そういう事だ。連中はこのホテルで儀式を行っているのだ」

　もしこの場所で儀式を行いつつ、この場所も魔法で守っていたのならば、魔力の反応が大きくなり過ぎて、ゆりか達には外からでもすぐに分かっただろう。逆にショッピングモールを地底やフォルトーゼの兵器で守っていたのなら、魔力の反応がないので孝太郎達は調べる必要なしと判断しただろう。儀式をやっている場所は兵器で守り、やっていない場所は魔法で守る。こうする事で魔力の反応を平均化し、どちらも調べざるを得ないようにしたのだ。

　しかしだからこそ、実際に中に入って地底とフォルトーゼの兵器を確認した段階で、キリハはこの場所で儀式魔法が行われていると考えたのだ。

「キリハさん、少し時間を下さい！　魔力の中心を特定します！」

　ゆりかはすぐに行動を開始した。なんとしても子供達を救い出さねばならない。儀式魔法の発動は、子供達の死を意味する。一分一秒を惜しむ状況なのだった。










　ゆりかが魔法で探査した結果、魔力の中心は地下にあった。そこでゆっくりと魔力が高まりつつある。だが魔力はまだそれほど大きくはなく、十人分のエネルギーを吸い尽くしたとは思えない。それだけは大きな救いだった。

「子供達はまだ完全に霊れい力りよくを吸い尽くされてはいないようですが、早苗ちゃんの例からすると、三分の一以上吸われてしまうと長期的には命に係わります。ここは多少強ごう引いんにでも突破すべきです」

「待って下さい、ゆりかさん！　突破の仕方をちゃんと考えないと、敵に取り囲まれて余計に時間を取られてしまいます！」

　ゆりかは強攻策を提示した。待っていては子供の命に係わるからだ。だが晴海は反対だった。単に地下へ突っ込んでいくだけでは、敵が群がってきて余計に時間がかかる。何かうまいやり方を工夫しなければならなかった。

「う………分かりました。皆みなさん、何かアイデアはありませんか？」

　尊敬している晴海の言葉という事もあり、ゆりかは素す直なおに引き下がり意見を募る。そして自身は深呼吸して気持ちを落ち着ける。ダークネスレインボゥと子供の命、重大な問題が二つあって、ゆりかは気持ちが先走り過ぎている事に気付いたのだ。

「敵の少ない道を選んで駆け抜けるのがいいんじゃない？」

　静香のアイデアはシンプルだった。ホテルの地図は事前に入手済みで、敵の位置も大体分かっている。だとしたら移動距離と敵の位置を参考にして、一番楽なルートを突き進めばいい―――それが静香の考えだった。

「誰だれかが囮おとりになるのも悪くないですわね」

　クランの考えは囮作戦だ。一人が囮になって敵を集め、残る四人は手薄になった通路を悠々地下へ向かうという寸法だった。

「囮なら静香さんがいいですよね」

「私がやるのっ!?」

　静香はゆりかの言葉に目を剥むいた。

「だって静香さんが一番怪け我がしなさそうじゃないですか」

「ううっ、それはそうだけどぉ………」

　静香は火か竜りゆう帝ていの力をその身に宿しているので、普ふ通つうの敵にやられる心配は殆ほとんどない。だが火かり竜ゆう帝ていの力を使えば、静香は体重が増えてしまう。静香は怪我をする以上に、体重の増加を恐れていたのだ。

『よし、すぐにやろう』

「待っておじ様っ、早まらないでっ！　キリハさんっ、キリハさんっ、何か良い作戦はないのっ!?」

　すっかりやる気の火かり竜ゆう帝ていを押おし留とどめ、静香は縋すがるような思いでキリハに助けを求める。再び体重が二百キロを超えるなど、あってはならない事だった。

「ない事はないが」

　キリハはあっさりと頷うなずいた。キリハは体重に興味はなかったが、戦力的な意味で静香を囮に使いたくはなかったので、別の方法を考えていたのだ。

「可能かどうかはまだ分からない」

「いいから言ってちょうだい！　ぜひやりましょう、それを！」

　キリハはまだ成功の確信が持てなかったのだが、静香が泣いていたので、仕方なく不完全な状態で自身の考えを披露した。

「この床ゆかを破壊して、真下に降りるのだ」

『ええぇぇぇぇぇぇっ!?』

『ホォォォォォォォッ!?』

　キリハがあっさり言ってのけたその言葉に、四人と埴輪の声が綺き麗れいに重なった。

「問題は子供達を巻き込んでしまいかねないという事なのだ。子供達の現在位置が分からないからな」

　敵と会いたくはない、囮も使いたくない。その双そう方ほうの問題を解決する手段として、キリハは床の破壊を考えた。そうすればどちらの問題も起こらない。だが床を破壊した場合、大量の瓦が礫れきが下の階に落ちる。子供達がそこに居たら命を失うだろう。それでは元も子もない。だからキリハは成功の確信が持てなかったのだ。

「キリハさん、この場所なら大丈夫ですよ」

　だがその答えはゆりかが持っていた。

「本当か？」

「はい。子供達は儀式魔法の生いけ贄にえにされている訳ですから、魔法陣の上にいます。この場所は魔法陣の位置からは外れていますから、子供達に危険はない筈です」

　子供達は儀式魔法のエネルギー源なので、その中心にいる筈。魔法使いにとっては、至極当たり前の理り屈くつだった。

「すぐやりましょ、早くいきましょ！」

「そんなにお嫌なんですか？」

「桜庭先輩は身体からだが細いから、私の悩なやみなんて分からないんですよっ！」

「何も泣かなくても………」

　こうしてゆりか達は床を破壊して地下へ向かう事にしたのだった。










　幾いくら理屈の上で大丈夫な筈でも、やはり万が一という事はある。そこで床に小さな穴を開けてカメラを下の階へ送り、様子を確認してから実際に床を破壊する事になった。幸い下には誰もおらず、無人の大きなホールだった。安全を確認した彼女達は、心置きなく床を破壊した。実際に破壊したのはクランの作業用レーザーで、床には直径一メートルの綺麗な円形の穴が開いた。そして下のフロアには円筒形のコンクリート片が落下し、大きな音を立てた。

　ガコォォォォン

　大きな音が無人のホールに幾重にも反はん響きようする。その音が敵を誘おびき寄よせるだろうが、もはや儀式魔法の魔法陣は目前で、隠密活動を続ける意味は殆どない。一行は気にせず下の階へと降りていった。

「一体何をするつもりなのかと見ていてみれば………随ずい分ぶん大だい胆たんな訪問方法だわね」

　そうして地下一階に辿り着いたゆりか達を、馴な染じみのない声の持ち主が出で迎むかえた。それは酷く暗い色調の赤い衣装に身を包んだ少女。彼かの女じよはダークネスレインボゥに属する魔法少女、ダーククリムゾンだった。

「いつもおどおどしていたあんたが………ちょっと見直したわ、レインボーゆりか」

「クリムゾンさん………」

　チャキッ

　ゆりかは彼女の姿を見るなり、杖つえを両手で構える。この場にいるのはクリムゾンと会った事がある者ばかりではないが、ゆりかの様子から目の前の少女が敵である事を理解し、同じように身構えた。

「どうして邪魔をしなかったんですか？」

「その方が都合がよかったからよ」

　ガコォン

　クリムゾンの言葉の直後、ゆりか達の頭上にある穴が塞がれた。これは上のフロアにいる兵器達の仕し業わざだった。ゆりか達が床を破ろうとしている事を知った時、クリムゾンはあえて放置してこの場所に誘い込んだ。穴を塞げばゆりか達は逃げ道を失う訳なので、殲滅したいクリムゾンには都合がよかったのだ。

「随分な自信だな、クリムゾンとやら」

「クラノ＝キリハ………前は後れを取ったけれど、今回は同じようにはいかないわよ」

「さて、それはどうかな」

　キリハは自信たっぷりに笑って見せたが、この笑え顔がおはハッタリだった。今回のダークネスレインボゥは前回よりも細やかな作戦のもとに行動している。前回と同じだと思っていると手痛いしっぺ返しを食らう―――キリハは心の中ではそう考えていたが、それを敵に教えてやる義理はない。キリハは自信満々で笑いながら、頭をフル回転させた。

　―――クリムゾンはなぜ一人でやってきた？　ダークネスレインボゥは六人………こことモールに半々で分かれても、あと二人はいる筈………その二人は何をしている？　一人は間違いなく儀ぎ式しき。もう一人は手伝い？　それとも他の何か？　そして真希が言っていたレーザーと大たい砲ほうはどう使ってくる？　その対策は？

　キリハの頭の中に幾つもの予想と対策が浮かび上がる。これがキリハの最大の武器。彼女個人の強さはそれほどでもないが、その頭脳は正確に勝つ為ための道を選び出す。クリムゾンが最も警けい戒かいする、形に現れない力だった。

『グリーン、向こうはどう出てくる？』

　クリムゾンは心の中で、別の場所にいるグリーンに呼びかけた。クリムゾンとグリーンは心で会話する魔法で接続されているので、通信機は必要ない。

『流石さすがにレーザーとキャノンについては対策が練られてるようよ。普通に攻こう撃げきしても防がれる未来が多いわ』

『作戦通りやったら？』

『勝率八割ってところね』

『上出来！』

　クリムゾンは心の中で喝采を上げると、杖を構えて砲ほう身しんの横のレバーを引き、弾を装そう填てんする。五対一という不利な状じよう況きようだが、クリムゾンは勝つつもりでいる。その表情は自信に満ちていた。

「クリムゾンさん、やはり退いては貰えませんか？」

「愚問だわね、ゆりか！　私は戦う為にダークネスレインボゥにいるのよ！」

「仕方がありません、私はナナさんの後継者として、あなたを倒たおします！」

「やってみせなさいっ、出来るものならねぇっ！」

　最初に仕掛けたのはやはりクリムゾンだった。彼女は弾を装填したままの杖を振りかざし、呪文の詠唱に入った。

「レイオブサンシャイン―――」

「レーザーが来る！　ゆりかっ、クラン殿ッ！」

「メイジシールドッ！」

「空間歪わい曲きよく場ば前方に集中展開！」

　キリハの警告に従って、ゆりかとクランがそれぞれに防御手段を講じる。ゆりかは魔法で、クランは科学で、味方全体を守る大きな盾を作り出した。真希によるとクリムゾンのレーザーは出力が高いという話だったので、二つの盾はエネルギーを前方に集中させて強度を高くしてある。しかも二人がかりなので、クリムゾンのレーザーを十分に防いでくれる筈だった。

「―――モディファー・シングルウェイブレングス・ターゲットオプション・スプレッド！」

　だが、ここで思わぬ事が起こった。クリムゾンは何故か杖の先端を明後日あさつての方向へ向けた。ゆりか達たちはクリムゾンのこの行こう為いに戸と惑まどった。だが、その意図はすぐに身をもって理解する羽目になった。

「いけっ！」

　レーザーはそのまま杖の向けられた方向に放たれた。だがそのレーザーは、壁かべのところで向きを変え、ゆりか達に襲いかかった。更さらにレーザーは命中する直前で複数に分岐し、ゆりか達に降り注ぐ。魔法と科学の盾は正面側にしか展開されていないから、ゆりか達はこの攻撃を防げなかった。

「きゃあぁあぁあぁぁぁっ!?」

「うぐっ」

　ゆりかとキリハの表情が苦痛に歪ゆがむ。晴海とクラン、静香の三人は運よくレーザーが掠かすめただけで終わったが、ゆりかとキリハはその身にレーザーを浴びてしまっていた。

「リフレクター!?　この部屋全体に、レーザーで有利に戦う為の仕掛けがされていましてよっ!!　道理で自信満々だった訳ですわっ!!」

　クランにはすぐに何が起こったのかが分かった。クリムゾンは壁に埋め込まれた反射鏡でレーザーを跳ね返したのだ。

「御名答。あんた達は自分から罠わなの中へ飛び込んだのよ」

　儀式魔法をこの場所で行うと決めた時、クリムゾン達は敵を迎撃する為の準備を念入りに行った。儀式魔法という餌があれば、敵は必ず飛び込んでくる。そして地上から儀式魔法をやっている場所を目指す場合、幾つか必ず通る場所があるので、その場所は特に念入りに仕掛けを施ほどこした。この場所もその一つで、壁や天てん井じよう、床の至る所に反射鏡が埋め込まれている。反射鏡はレーザーの向きを変え、敵が予想していない方向からの攻撃が可能になる。レーザーを主体として戦う場合に、極きわめて有利になる仕掛けだった。

「大丈夫ですか、ゆりかさんっ、キリハさんっ!?」

「平気です」

「埴輪達が守ってくれた」

　ゆりか達にとって幸いだったのは、レーザーが途中で分裂した事と、そして反射鏡のところでエネルギーの損失があった事だ。おかげで大きなショックは受けたものの、動けなくなったりするようなダメージにはならなかった。

「………しかし厄やつ介かいな状況だ。反射鏡のせいでレーザーがどこから来るのか分からない。かといって全周を防御してしまうと今度は大砲が防げない。戦術は相当練られている」

　反射鏡を使ったレーザー攻撃は狙ねらいが不正確になるので最後に分裂する。だから威い力りよくは決して高くはなく、魔法と科学の盾を前面集中ではなく、球状にして全方位を守れば防げるだろう。しかしそうすると今度は大砲の砲ほう撃げきを防げなくなる。全方位を守ると、広い範はん囲いを守る分だけ防御力が落ちるのだ。

「そうなってくると、私の出番よね」

　静香が前に出る。すると彼女の内側から、アルゥナイアが呼びかけてきた。

『いいのか？』

「もう、体重がどうこう言ってる場合じゃないでしょ？」

『分かった。参るぞシズカ！』

　このままではレーザーで削り切られる。短期決戦しかないが、その場合は単純なパワー合戦が得意な静香が必要だった。静香はアルゥナイアの力を一段階解放して半竜半人の姿になると、クリムゾンと向かい合った。

「見た目も魔ま力りよくも前とは段違いね。それがあんたの本気？」

　クリムゾンはそんな静香を見てニヤリと笑う。静香の膨大な魔力は感じているが、余よ裕ゆうの表情を崩そうとはしない。それだけ自信があるという事と、かつての敗北で静香に対して対抗意識がある為だった。

「そんなところよ。あなたの方は魔法の訓練はしてきたの？」

　静香も忘れてはいない。静香がクリムゾンに勝ったのは、クリムゾンが魔法と白兵戦、どっちつかずだったからだ。そのクリムゾンが自信満々という事は、魔法使いとして十分な訓練を積んだ証しよう拠こだ。巨竜の力を振ふるいながらも、静香は油断していなかった。

「それなりにね」

　クリムゾンは静香に杖の先を向ける。するとクリムゾンの背後から、地底の霊子力兵器やフォルトーゼの攻撃兵器が次々と姿を現す。それらが静香との戦いを邪魔させない為のものであろう事は、ゆりか達にも想像がついた。

「行くわよ、静香とやら！」

「させないっ！」

　兵器群が周りを固めた直後、クリムゾンは静香に仕掛けた。杖に取り付けられた砲身を静香に向ける。

「エクスプロージョンッ!!」

　ドコォンッ

　その発射音はホール全体を揺さぶる。砲ほう弾だんは恐ろしい勢いで静香に向かって飛ぶ。

「しゃらくさいっ！」

　ゴアアアァァァァッ

　しかし静香もただではやられない。彼女は口からプラズマの火炎を吐き出して砲弾を迎え撃った。本来のアルゥナイアほどの火力はないが、それでも砲弾は半分近くが蒸発し、勢いを失った残りの部分はそのまま床に転がった。

「少し見ない間に出で鱈たら目めな事をするようになったわね」

　クリムゾンは静香の様子に呆あきれながらも、次なる魔法の詠えい唱しように入った。

「そう何度も好きにはさせないからっ！」

　しかしそうはさせじと静香が前に出る。だがその前に兵器の群れが立ちはだかった。クリムゾンの盾になろうというのだ。

「静香さんっ、そのまま行って下さいっ！」

　しかし兵器の群れが静香に攻撃する前に、ゆりか達が援護を始めた。ゆりかは魔法の矢を乱射して兵器群を牽けん制せいし、晴海は全員を防ぼう御ぎよ魔ま法ほうで守った。そしてキリハの埴はに輪わとクランのビーム砲ほうが、順番に兵器を破壊していった。

「これで終わりよっ、クリムゾンッ！」

　静香は動きの止まった兵器群をすり抜け、クリムゾンに迫せまる。

「さて、どうかしらね？」

　しかしこれもまた、ダークネスレインボゥの作戦の内だった。次の瞬しゆん間かん、静香の目の前からクリムゾンの姿が消きえ失うせる。

「なんなのっ!?」

　おかげで静香が振り下ろした爪は空を切った。驚いた静香は辺りを見回すが、クリムゾンの姿は見当たらない。その代わりに、彼女は驚くべき光景を目もく撃げきする事になった。

「敵の姿がっ!?」

　クリムゾンが引き連れていた兵器群が、突如としてその姿を変えた。兵器群の新たな姿は静香をはじめとする、五人の少女達たち。兵器群は数が多いので、一人当たり四人ずつ同じ姿があり、合計は二十人。突とつ然ぜんの事で静香達が戸惑っている間に、兵器群が変じた偽物二十人は本物と交ざってしまい、区別がつかなくなった。

　グリーンは情報や予知だけでなく、幻げん術じゆつも得意としている。予あらかじめ彼女が仕込んでおいた魔法が働き始めたのだ。クリムゾンが姿を消したのもそうだった。

『こうしたら、あんたがどれだけ強くてもどうにもならないでしょう？　それとも仲間ごと全て薙なぎ倒たおしてみる？』

　ホール全体に姿の見えなくなったクリムゾンの声が反響する。これがクリムゾンが余裕を崩さない理由だった。静香がどれだけ強くても、こうして仲間と区別をつかなくして乱戦にしてしまえば、手を出せなくなる。一撃で相手を消滅させてしまうほど強い静香だから、尚更だった。

「おじ様っ、見分けつかないのっ!?」

『難しいな、この幻術の使い手は相当なものだ』

　竜族は生まれつき莫ばく大だいな魔力を操れるが、飛行や戦闘が中心の、非常に大雑把な使い方をしている。おかげで幻術のような極めて微細な魔力のコントロールが必要になる分野は苦手で、ダークネスレインボゥ程の実力の持ち主が相手の場合、見破れない事も少なくなかった。

『むしろユリカの方が何とか出来るかもしれない』

「ゆりかちゃん、お願いっ！」

「は、はいっ！」

　ゆりかが頷くと、周囲にいる偽のゆりかも一いつ緒しよに頷く。周りの少女達も同じ状況で、自分が自分だと分かっているのは自分自身のみという有り様だ。しかし敵は兵器なので、通信機能で各自の位置を捕ほ捉そくしているから、ゆりか達だけを攻撃できる。ばれてしまうので飛び道具は使ってこないが、このままではやられるだけなのは明らか。ゆりかも自分が何とかしなければならない事は重々理解していた。

『その為の時間を与あたえると思っているの!?　レイオブサンシャインッ!!』
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　だがクリムゾンは甘くはない。姿を消したままレーザー攻撃を繰り返した。そのダメージもさる事ながら、少女達にとっての一番の問題は辛かろうじて覚えていた本物の仲間達の位置を、レーザーに気を取られた瞬間に完全に見失った事だ。だから少女達に出来る事は、レーザーから身を守りながら、自分の姿をした敵と戦う事ぐらいになってしまった。もちろんそれは簡単な事ではない。兵器群は基本的に自分の本物とは戦わないようにしているので、少女達は防戦一方。ゆりかも魔法で敵を調べている余裕はなくなっていた。

「カラマ、コラマ、霊波で見分けはつかないのか!?」

『幻術とやらは霊力にも対応しているみたいだホー！』

『全然区別がつかないホー！』

「画像解析でも熱源でも駄目ですわ！　あの幻げん影えいはそうした解析をされる事を前提に作られているんですわ！」

『御名答っ！　私達だって、馬ば鹿かなままじゃないわ！』

　クリムゾンは勝ち誇った。その表情は見えないが、自じ慢まんげな表情が目に浮かぶかのような声だった。クリムゾンのレーザーのように、グリーンも科学知識を得て、それが魔法に反映されている。これがグリーンなりの科学魔法なのだ。

『そらそらっ、どんどん行くわよぉっ！』

「きゃあぁぁっ!?」

　降り注ぎ続けるレーザーの攻撃に圧され、晴海が床に倒れる。

「桜庭先輩っ！」

　近くにいたゆりかが思わず手を伸ばす。だがその伸ばした手を、晴海が一撃する。

「きゃあっ!?　先輩っ、何をっ!?」

　ゆりかの手は魔法が編み込まれた衣装で守られているので事なきを得たが、晴海に攻撃されたショックは大きく、ゆりかは動どう揺ようしていた。

「大だい丈じよう夫ぶですかっ、ゆりかさんっ!?」

　ゆりかを思おもい遣やりながら、晴海は引き続き攻撃してくる。ゆりかが逃げながら困こん惑わくしていると、事情を察したキリハが説明した。

「落ち着けゆりかっ、それは偽物だ！」

「あ、そ、そっか………モノマネまでするんですねっ！」

　同じ動き、同じ言葉を話すだけでなく、レーザーでやられたふりもする。グリーンの作り出した幻影は半ば知性を備えた、非常に精巧なものだった。

　―――一体どうしたらこの状況を打ち破れる!?

　キリハは数体の偽物とレーザーから身を守りながら、必死に頭を働かせる。誰もが多くの手傷を負っている。本人が怪我をすると偽物も同じ場所を怪我するので、それだけは間違いない。このままでは壊かい滅めつは必至。何か画期的な一手が必要だった。

「あぁんっ、もぉっ、こいつらをやっつけられるならっ、体重ぐらい増えたって構わないのにぃっ!!」

　最強の力を誇ほこる静香は何も出来ずにいた。誰が敵で誰が味方か分からないから、その巨大な力は宝の持ち腐れだった。彼女には嘆く事しかできなかった。

　―――体重？

　だがこの静香の嘆きこそが、キリハに問題解決の閃ひらめきを与えた。この瞬間、キリハは本物と偽物を区別する為の手段を見み出いだしていた。

「クラン殿っ、質量だっ！　どれだけ外見が変わろうと、質量までは変わらないっ！」

「そうですわっ！　空間の曲率を計算すれば！」

　幾ら幻影を作り出そうとも、その幻影に守られている兵器の質量は変わらない。音や電磁波は誤魔化せても、質量が生み出す空間そのものの歪みまでは誤魔化せる筈はない。空間の歪みを訂正するには膨大な魔力を要する。偽物の数は多いから、それが出来ているとは思えないのだ。

「偽物を全てロックオン!!　でも万が一はありますわよっ!?」

　少女達は五十キロを超えるものはいない。そこにフィルターをかけると、あっという間に敵の位置が捕捉出来た。だがキリハの言葉そのものが偽物のものである可能性は拭ぬぐえない。だからクランは攻撃を躊躇ためらった。

「直接狙う必要はないっ！　各人の身体のすぐ近くを狙え！」

　キリハの返答は奇き妙みようなものだった。

「ええっ!?　………迷ってる暇はないっ、攻撃開始っ!!」

　クランは戸惑ったが、迷っている暇がないのも確かだった。クランは火器管制装置に攻撃命令を出した。するとクランが観測した質量のデータに従って、彼女の構えたビーム砲が勝手に砲撃を開始する。狙いは少女達の身体のすぐ近く。クランは未まだ意味が分かっていなかったが、キリハの言葉を信じるしかなかった。

　バシュゥゥゥゥゥゥゥン

　白い閃せん光こうと共に、一条のビームが近くにいたゆりかの一人の脇腹を掠める。すると何もない筈の場所にビームが命中し、大きな穴が開いた。穴の中は金属や電子部品が覗のぞいており、それが偽物であった事が分かった。そしてその次の瞬間、幻術が崩れ、兵器は本来の姿を取とり戻もどした。攻撃された個か所しよが致命的な部位だったのか、そのまま兵器は機能を停止する。それはキリハが期待した通りの結末だった。

『馬鹿なっ!?　一体どういう事なんだっ!?』

　動揺した様子のクリムゾンの声が響き渡る。やはりその姿は見えないが、その表情が驚おどろきに包まれているであろう事は想像に難かたくなかった。

「どうという事はない。兵器を精巧な幻で覆っても、誤魔化せないものが二つある。それは質量と形だ」

　質量が誤魔化せないのは前述の通りだ。それでも万が一の事はある。そこでキリハが攻撃させたのが身体のすぐ近くだった。幻術で身体の形を変えても、本当に変わっている訳ではない。キリハ達は少女ばかりなので、人の形をした霊子力兵器よりも一回り身体が小さい。つまり見えなくなってはいるが、幻の身体の外側に、本当の身体がはみ出している筈はずなのだ。

「目の付け所は悪くなかった。もし汝なんじらが生身の女性兵士を大量に用意していたら、我らの敗北だった」

『クッ、まさかそんな盲点があったなんてっ！』

　作戦は正しかった。だが、幻影を被かぶせる相手が悪かった。そのせいで作戦は不完全になってしまっていた。そしてキリハにそこを見み抜ぬかれたのだ。

「………キィ………時々あなたの頭の良さが恐ろしくなりますわ………」

「って事は、直ちよく撃げきさせなきゃいいのね！」

「ここから反はん撃げきですぅ！」

「私の姿でゆりかさんを襲おそうなんて………許せません！」

　身体を掠めるように攻撃すれば、味方なら傷付けず、敵なら倒せる。その事を理解したゆりか達は息を吹き返した。そして周囲にいる偽物達を順番に倒していった。

『おのれ、クラノ＝キリハ！　またしても！』

　再びキリハに作戦を覆され、クリムゾンは激げき昂こうする。するとそんな彼女の心に、仲間の声が届いた。それは魔ま法ほうによって届けられた、グリーンの声だった。

『落ち着いて、クリムゾン』

『でもグリーン！』

『聞いて。あなたはレインボゥを含む五人を一人で足止めしている。それだけで、十分過ぎるぐらいの勝利なのよ』

『………子供みたいに喚わめいて悪かったわ』

　激昂していたクリムゾンだが、グリーンの言葉に落ち着きを取り戻した。感情的になる事が敗北の最初のステップ。それもまたキリハに教えられた教訓だった。

『いいのよ。それとクリムゾン、あなたの勝率が五十パーセントを割ったわ』

『分かった。予定通りに進めて頂戴』

『ええ』

　冷静さを取り戻したクリムゾンは、再びグリーンの立てた作戦の通りに動き出した。クリムゾンは姿を消したままホールを後にする。勝率が五十パーセントを割ったら、彼女はここでの戦いを止やめる事になっていたのだ。

　幾らクリムゾンが科学魔法によって腕うでを上げ、十分な戦いの準備をしたとしても、多くの敵には敵かなわない可能性があった。そこでグリーンはクリムゾンの勝率を予知し続け、五十パーセントを割った段階で別の作戦に切り替える事が予め決まっていた。

『クリムゾン、あなたはよくやったわ』

『もう褒めてくれるのはあんただけよ』

　クリムゾンの背後では兵器群がまだゆりか達と戦い続けていたが、彼女はそれには目もくれない。二十体の兵器ぐらい大した損害ではないし、そもそもこの損害は織り込み済みだ。そうして兵器達に後退の為の時間稼ぎをさせつつ、クリムゾンはグリーンの下へ帰っていった。
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　ホールからクリムゾンが戻ると、グリーンはあからさまに安あん堵どの表情を浮うかべた。

「お帰りなさい、クリムゾン」

　するとそんな彼女を見て、クリムゾンは笑った。

「あら、心配してくれていたの？」

「それはそうよ。まだあなたにはやって貰わなくちゃいけない事があるんだもの」

　グリーンは単純にクリムゾンの心配をしていただけなのだが、彼女はダークネスレインボゥの立場を守って本音を隠かくしてしまった。それに今はまだ、やるべき事が山積していたから。

「そうだったわね。それで、こっちはどうなの？」

「あなたの勝率が急激に下がり始めた時から、召しよう喚かんの最終段階へ移行したわ」

「何体ぐらい呼び出せそうなんだ？」

「今の魔力だと二体ってところね」

「ふむ、仕方なしってところね」

　クリムゾン達たちが試みている儀ぎ式しき魔ま法ほうは、ブルーの召喚魔法をベースにしている。子供達を生け贄―――エネルギー源にする事で、その規模を拡大して強力な魔ま物ものをこの地に呼び出そうとしているのだ。

　だが十人分のエネルギーをフルに使う儀式には数時間かかるので、途と中ちゆうで邪じや魔まが入る事も十分に考えられた。そこでダークネスレインボゥは、途中でも吸収した分のエネルギーだけで召喚を実行できるように手て筈はずを整えていた。

　今回、子供達からエネルギーを吸収するのに使えた時間は一時間余り。そのエネルギーは予定の三分の一にも満たない。おかげで十体呼ぶ筈だった魔物は、二体までしか呼ぶ事が出来なくなっていた。

「そろそろレインボゥ達もここへやってくるわ。すぐに始めて」

「ええ。ブルー！」

　グリーンが手を上げると、魔ま法ほう陣じんの前で儀式魔法を続けていたブルーが大きく頷く。儀式魔法は今まさに発動しようとしている。本当の勝負はここからだった。










　その異変が始まったのは、孝こう太た郎ろう達が最後のゾンビを倒すか倒さないかというタイミングでの事だった。

　ゾンビの数が減るにつれて、ショッピングモールで儀式魔法が行われている可能性は低くなった。そして残り数体となった時、真ま希きと早さ苗なえは儀式魔法はここでは行われていないという結論を出した。だから孝太郎とティアが最後の数体と戦っている間に、ルースは先んじてクランとの通信回線を開いた。しかし実際にルースが口を開くよりも早く、腕輪からクランの声が飛び出してきた。

『パルドムシーハ！　緊急事態ですわっ！』

「いかがなさいましたか、クラン殿でん下か!?」

　ルースはクランの剣幕から異常を察し、通信回線を孝太郎やティアの方にも回した。孝太郎とティアは戦闘中だが、相手は動きの遅いゾンビ。通信を聞いている余裕はある筈だった。またあたりを窺うかがっていた真希と早苗も顔を見合わせて頷き合い、ルースのところへ駆かけ寄よってきた。

『ダークネスレインボゥが儀式魔法を発動させましたの！』

「本当でございますか!?」

『間ま違ちがいありませんわ！　ゴホッ、ゴホッ、わたくし達が魔法陣を見付けたときには、もう最終段階に入っておりましたの！　ゴホッ』

　空中に浮かび上がったクランの立体映像は、先さき程ほどから時折咳せき込こんでいる。実は彼かの女じよの周囲には粉ふん塵じんが舞っているのだ。そんな時、通信に孝太郎の声が割り込んできた。

『クラン、防げなかったのか!?』

『防げなかったというより、連中はエネルギーが不十分なまま、強ごう引いんに発動させたようですの！　ユリカが言うには予定の二割強といったところだそうですわ！』

　クランのこの報告を聞き、今度は魔法のエキスパートである真希が、ルースの腕輪を介かいしてクランに呼びかけた。

「クランさん、ダークネスレインボゥは儀式魔法で何をしたんですか!?」

『ゴホッ、大きな魔物を二体呼び出しましたの！　おかげでリゾートホテルは崩れてしまいましたわ！』

　クランが咳き込んでいたのは、ホテルが崩れたせいだった。崩れた時のコンクリートの粉塵がまだ彼女達を包んでいたのだ。

「ちょ、ちょっと眼鏡めがねっ子!!　子供達はどうしたのよ!?　まさか崩れたビルの下敷きなんて訳じゃないでしょうねっ!?」

　早苗も慌あわてて呼びかける。儀式魔法のエネルギー源に使われてしまったというだけで命の危険があるというのに、ビルが崩れたという。子供達が死んでしまっては、今日の苦労は水の泡だ。早苗は焦あせっていた。

『無事ですわ！　ただ、子供達は無事に救い出した代わりに、ダークネスレインボゥは逃がしてしまいましたけれど………』

「子供達は無事なのね。よかったぁ………」

　早苗は安堵の息をつく。早苗の記き憶おくにはないものの、自分も同じ危機を味わっている。早苗にとっては、子供達の事は他ひ人と事ごとでは済まされない。きっとそれはキリハも同じであろう。だが、既すでに子供達の無事だけでは解決しない状況にある。クランは自分の映像の代わりに、上空の無人機から観測した映像を送ってきた。

『ともかくこちらの映像を見て下さいまし！　魔法陣から出現した化け物ですわ！』

　最初の映像は闇やみの中に建つリゾートホテルだった。だがその数秒の後、ホテル内で何かが崩れ落ちる音がした。するとその直後、巨人と巨獣が一体ずつエントランスのガラス扉を突き破って姿を現す。召喚された魔ま物ものがホテルを破壊しながら外へ現れたのだ。魔物の大きさはどちらも二十メートル近い。先日のタユマが変じた黒い犬ほどではないが、常識の限界ぎりぎりに存在する巨大な生き物だった。そして二体の魔物が咆ほう哮こうすると、周囲の大気が激震する。その影えい響きようもあってか、ホテルは数十秒後に崩壊した。

『無人機に追跡させておりますけれど、二体の魔物は市街地へ向かっておりますわ！』

　今度は別の場所の上空からの映像に切り替わった。これは生の映像で、巨獣と巨人が山の斜面を下っていくものだった。巨獣の方が身軽な為か、数百メートル先行しており、巨人は巨獣の通った道をなぞる様に歩いている。二体の魔物の進行方向上には吉きつ祥しよう春はる風かぜ市しの明かりが見えていた。このまま進めば、三十分もしないうちに市街地へ到とう達たつしてしまうだろう。

「なんという事じゃ。こんなものが市街地へ出たら大変な事になるぞ！」

「秘密主義をかなぐり捨てるくらい、本気だって事だ！」

　ゾンビを全すべて倒し終えたティアと孝太郎がルース達のところへ戻ってくる。二人とも表情は真剣だ。巨大な二体の魔物が市街地で何をするかなど、明らかだったから。

『ベルトリオン、そちらもこの魔物達を追って下さいまし！』

「分かった、すぐに―――」

　言われるまでもなく、孝太郎は魔物達を追うつもりだった。だが、その言葉を途中で真希が遮さえぎった。

「待って、里さと見み君！」

「藍あい華かさん!?」

　そして真希は焦った様子でクランの立体映像に向かって呼びかけた。

「クランさんっ、そちらにパープルはいましたか!?」

『パープル？　紫むらさき色いろですわよね………こちらでは見ませんでしたわ。こちらで見たのは赤と緑、青の三人だけですわ』

「里見君っ、これは罠よ！」

「罠!?」

「ゾンビの群れはパープルが召喚したものの筈！　なのにそのパープルがいない！　クリムゾン、グリーン、ブルーは召喚担当！　だったらっ、残りのパープル、オレンジ、イエローは今何処どこで何をしているの!?」

　ダークネスレインボゥは本来七人。真希が抜ぬけたので、今は六人。そしてそのうちクリムゾン、グリーン、ブルーはリゾートホテルで召喚魔法を担当していた。残りの三人は吉祥春風市に来ていないと考える事も出来るが、パープルがショッピングモールにゾンビの群れを放している以上、最低でもパープルがこちらへやってきているのは間違いない。だとしたら、その目的は何なのか。答えは火を見るより明らかだった。

『奴らの狙いは一〇六号室だ！　ルース、無人機の警戒レベルを上げろ！　我も部下達に戦闘の許可を出した！　ダークネスレインボゥが仕し掛かけてくるぞ！』

　クリムゾン、グリーン、ブルーの三人が魔物を召喚し、孝太郎達の戦力を分散させる。孝太郎達は十人なので、本来は十体召喚するのが理想だったが、それが二体であってもあの巨体なら十分に戦力を分散させる事が出来るだろう。そして孝太郎達が魔物に気を取られている間に、パープル、オレンジ、イエローが一〇六号室を占せん拠きよする。つまりショッピングモールにゾンビを放ったのも、この状況を作る為の作戦の一部だったのだ。そして孝太郎達は、その作戦に嵌はまってしまった。ダークネスレインボゥの思惑通りに、戦力を分散させなければならない。やるべき事も多い。非常に危険な状況だった。










　孝太郎達の目下の課題は、二体の巨大な魔物と、一〇六号室の防衛だ。そのうち二体の魔物に関しては、大規模な攻撃が出来る人間が必要だった。そこで白羽の矢が立ったのがティアとルース、クランと静しず香かの四人だった。フォルトーゼの三人の火力の高さと、静香の巨竜の力で対処する事になったのだ。

「………あぁ………折せつ角かく体重が減ってきたところだったのにぃ………」

「体重ぐらいで嘆くなシズカ」

「ティアちゃんはそれだけ軽いからそんな事が言えるのよ。いざという時に、大好きな男の子に抱き上げて貰もらえないとか、想像してごらんなさいよ」

「それは確かに悪夢じゃが、そうせねば町が壊れるのじゃぞ？」

「分かってるわよ。分かってるからこうやって逃げずに来てるんじゃない」

「………自己完結はしておるのじゃな………」

　四人とも空を飛ぶ事が出来るので、ホテルとモールの中間地点であっさり合流する事が出来た。そしてそのまま二体の魔物を追っていた。

「………ねぇ、パルドムシーハ」

「はい？」

「殿方というのは、女性の体重が気になるものでして？」

「おやかたさまがですか？」

「い、一般論ですわっ！」

「多少気になるようですが、痩せ過ぎも心配しておいででしたが」

「そういえば、不健康な皇女は駄目だと言っていたような………」

「おやかたさまがですか？」

「だからっ、一般論ですわっ！」

　四人の飛行速度は速い。合流から数分と経たないうちに、二体の魔物をその視界に捉とらえた。二十メートルの巨体は、遠くからでもよく目立っていた。

「無駄話はその辺にしておけ。今はあれを何とかせねばな」

「じかに見ると大きいですわね」

「どちらも二十メートルは超えていませんが、魔法で呼ばれた以上、油断は禁物です」

　屋外なのでティアとルースは『青騎士』が、クランは『朧ろう月げつ』が使える。いざとなれば静香も巨竜に変じるだろう。普ふ通つうに考えれば勝てる相手だが、魔法に関係した生き物である以上甘く見る訳にはいかないだろう。

「いきなり全力攻撃でやっつけましょ。それが一番早いし、町の平和の為ためだわ！」

「どちらかというと、そなたの平和の為じゃろう？」

「それも町の平和の一部よ！」

　静香は言うが早いか、巨竜の力を更に引き出す。半竜半人なのは変わらないが、その身体を真しん紅くの炎が覆っている。この炎は体内の魔力が漏れ出たもので、静香は言葉通り一気に倒たおすつもりなのだ。

「じゃが一気に行くというのはわらわも賛成じゃ！」

　ティアはそう言いながら、コンバットドレスの火器管制に二体の魔物を敵だと教える。するとドレスの両肩に装備された大型砲が近い方の魔物、巨人に照準を合わせた。ルースとクランもそれ続いて戦闘態勢をとった。ルースは無人機を戦闘モードに切り替え、クランはビーム砲を構える。この二人の場合、戦いが長引くと町の人間に気付かれる事を心配していた。だから結果的に二人にも、一気に行く事には異論はなかった。

「先手必勝っ！」

　全員の準備が整ったかどうかを確かく認にんせずに、せっかちなティアが砲撃を開始する。一秒でも早く魔物達を倒す。今の彼女はそれだけしか考えていなかった。










　そうしてティア達が二体の魔物との戦いを始めた頃ころ、孝太郎達もころな荘に戻って来ていた。孝太郎達は『青騎士』の空間転移ゲートを使って帰ってきたので、一〇六号室に直接帰ってくる事が出来た。幸いそこはまだ静かで、ダークネスレインボゥの姿は見当たらなかった。

「まだダークネスレインボゥの連中はやってきていないのか！」

「違ちがいます里見さん！　もう来ています！　人払いの魔法がかけられていますから！」

　しかしゆりかはすぐに敵が来ている事を看破した。一〇六号室は不自然なほどに静まり返っている。普ふ段だんは聞こえている、国道を車が走る微かすかな音すら聞こえない。これはころな荘の周辺に人払いの魔法がかけられているからで、深夜であるという事以上に静まり返っていた。そしてその事が、戦いはもう始まっている事を教えてくれていた。

　キュンッ、キュキュキュンッ

　建物の外から大地の民たみが使う霊子力ライフルの発射音が聞こえてくる。それがころな荘を守っていたキリハの部下達のものである事はすぐに分かった。

「孝太郎、どうやらしばらく前に結界が張られ、無関係の者がいなくなるのを待ってから攻撃が始まったらしい。戦いが始まってまだ何十秒も経たっていないようだ！」

　人払いの魔法が作り出す結界は、中の騒そう動どうを外に漏らさないだけでなく、強い動機を持たない人間を遠ざける効果を持っている。その結果、この場所にはキリハの部下達だけが残り、ダークネスレインボゥの接近を阻んでいたのだ。
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　キリハは一〇六号室へ戻るなり部下達と連れん絡らくを取った。部下達が全滅していなかったのはキリハにとって大きな朗報で、少しだけ表情が明るくなっていた。

「よしっ、すぐに行こう！」

　とはいえ、このまま放っておけばキリハの部下達が危険だ。多少危険ではあるが、孝太郎は一〇六号室のドアを開けて、外へ飛び出していった。

「良かった、全員無事か！」

　外に出てすぐの場所に、キリハの部下達の姿があった。その数は十名で、家具を積み上げて作った即席のバリケードに身を隠しながら、ダークネスレインボゥの六人と戦っていた。そして孝太郎達の帰還が早かった事とバリケードのおかげで、まだ人的な損害は出ていない。一人だけ怪け我がをして動けなくなっていたが、命に別状はなかった。

「来たわね、里見孝太郎！」

　あたりにクリムゾンの声が響く。ダークネスレインボゥも孝太郎の姿に気付いていた。深夜とはいえ、孝太郎が身に着けた真っ青な鎧よろいはよく目立つ。その姿はクリムゾンが最も警けい戒かいしているもの。見間違う筈もなかった。

「随ずい分ぶん手の込んだ事をしてくれたもんだな」

　孝太郎は前に進み出て、ダークネスレインボゥと向かい合うようにして立つ。するとダークネスレインボゥの六人は攻撃の手を止め、孝太郎に答えた。

「レインボゥハートとの決戦に、あんた達たちが横よこ槍やりを入れてきては困るのよ。だからまずはあんた達からってコト」

　クリムゾンはそう言って笑う。そう、彼女達の狙ねらいは最初から孝太郎達だったのだ。

　大地の民の急進派から霊子力技術を得て、エゥレクシスがフォルトーゼの科学を提供した今、ダークネスレインボゥにとって一〇六号室の魔ま力りよくは必ずしも必要ではなくなっていた。しかしレインボゥハートとの決戦に際して、孝太郎達十人が加勢するのは目に見えていた。孝太郎達十人の力は侮れない。だから様々な策を弄ろうして、先に孝太郎達を始末しようとしたのだ。

「儀式魔法は俺おれ達の戦力を分散させる為か。………いや、どちらかと言えば攻こう撃げき力りよくの強い顔触れを遠ざける為か」

「ぴんぽーん！　流石さすがにネイビーちゃんを捕つかまえてるだけの事はあるねぇ。そうだよ、最低限あの馬ば鹿か馬ば鹿かしい連中を切り離さないと、話にならないからねぇ！」

　やたらと明るい調子でダークオレンジが孝太郎を褒めた。だがその場にそぐわない明るさが、妙みように孝太郎の癇かんに障る。真希が苦手としているのもよく分かった。

「これで六対六。同じ人数であれば、新たな力を得た今の私達なら、あなた達と十分に渡り合えるわ」

　パープルは大人おとなびた余よ裕ゆうのある表情で微笑ほほえむ。この作戦を立てたのは主にグリーンなのだが、パープルも幾いくつか助言している。そしてここまで作戦通りに事が運んだ事で、パープルは勝利を確信していた。

　ダークネスレインボゥが孝太郎達と戦う上で一番のネックだったのがティア達と静香だった。フォルトーゼの武器と竜の力による攻撃は、ダークネスレインボゥでは防げない。だから儀式魔法で巨大な魔物を呼ぶ必要があった。孝太郎達の戦力分散というよりも、攻撃力が高いメンバーがいなくなる状じよう況きようが必要だったのだ。つまり最初から、儀式魔法は完全である必要はなかったのだ。多くの場所で問題を起こし、攻撃力が高過ぎるメンバーを遠ざけた状態で勝負。これがグリーンの作戦の全貌だった。

　そんな時、これまで後ろにいたゆりかが孝太郎の横に並んだ。

「パープルさん、あなた達が何を考えていようと構いません。私はレインボゥハートのアークウィザード。レインボゥの名に懸けて、あなた達を止めてみせます！」

　ゆりかは堂々とそう宣言すると、愛用の杖つえエンジェルハイロゥを構える。かつてゆりかが師し匠しようであるナナから受け継いだのは、この杖と衣装だけだった。しかし今は違う。ナナの愛と勇気も受け継いでいる。ここに立っているのは間違いなくナナの後継者、魔法少女レインボゥゆりかだった。

「面白い事を言いますね。貴女あなたはまだ、ナナの足元にも及およばないというのに」

「当然です。でも、私がナナさんの代わりに戦う事はあっても、ナナさんのようになる必要はないんです」

　ゆりかの背後に四人の少女が並ぶ。晴はる海み、早苗、真希、キリハ。四人ともゆりかの手伝いをするつもりでいた。ゆりかは知っている。自分一人の力はそれほど大きくはないと。しかしゆりかには仲間達がいる。今日まで助け合ってやってきた、沢たく山さんの仲間達が。

「私は私。私のように戦って、そして勝ちます！」

　ダークネスレインボゥが相手だから、今日は珍めずらしく先頭に立っている。だが、やる事はいつもと変わらない。みんなと手を取り合って戦い、あの日常へ帰る―――ゆりかはそれをちゃんと分かっているのだった。










　ＧＯＬ―――ガーブオブロードの大型ジェネレーターが咆哮し、孝太郎の鎧に大量のエネルギーを供給する。本来ＧＯＬの役割は弱い敵を排はい除じよして王者に道を作る事だが、単純に攻防両面が強化されるので、この局面でも大きな意味があった。

「ふぅん、それが報告にあった新しい鎧ね………怖こわい怖い」

　クリムゾンが物珍しそうに孝太郎の鎧を見つめる。ダークネスレインボゥはＧＯＬを見るのは初めてだが、真ま耶やの報告によって地底での孝太郎の戦いぶりは伝わっていた。なのに彼女らには動揺は見られない。怖いと言っているのは口だけで、十分に勝てると踏ふんでいるのだ。

「クリムゾン、あの剣は魔法を分解するっていうから、あの男の子には直接魔力を使って攻撃しちゃ駄目よ」

「分かってるって。何の為に科学のお勉強をしたと思っているのよ」

　ジャコッ

　クリムゾンはグリーンに答えながら、大たい砲ほうの弾を装そう填てんする。彼女が新たに得たレーザーや大砲などの攻撃方法は、孝太郎への対策でもある。かつての真希の報告で、シグナルティンに魔法を分解する能力がある事が分かっていた。そこで魔法そのもので攻撃せず、物理的な力に変換してから攻撃する。そうすれば分解される心配はない。大砲の弾とレーザー光線は鋼鉄の塊と光でしかないのだ。とはいえ、ずっと愛用してきたインフェルノファイアを使えないのは、クリムゾンにとって若じやつ干かんの不満ではあったのだが。

「魔ま法ほう使つかいがレーザーと大砲を撃うつって方が、いろんな意味で怖いと思うが」

「何事も時代によって移り変わるって事じゃないかしら？」

　そしてその言葉が契機だった。クリムゾンが大砲を孝太郎へ向けると、ダークネスレインボゥの少女達も一斉に杖を構える。だがただ一人、ブルーだけは大型のライフルを構えていた。彼女は儀式魔法で魔力を殆ほとんど使い切っているので、魔法のかけられたライフルを使って戦う事になっていたのだ。

「同感だなっ、騎士も随分近代化したっ！」

　攻撃の気配を察した孝太郎がシグナルティンを手に前に出る。魔法使いに先手を取らせるほど、孝太郎は甘くはなかった。すると孝太郎が手にした剣が強く輝き始める。

「里見君っ、思い切り行って下さい！　出来る限り合わせますっ！」

「頼たのみますっ、桜さく庭らば先輩っ！」

　剣を輝かせていたのは晴海だった。彼女は剣と同じ色の光で身を包み、銀色の髪かみをなびかせている。アライアから引き継いだシグナルティンを操あやつる力で、孝太郎をサポートするのが晴海の役目だった。

「へ～～～んしんっ、カブトンガーッ！」

　晴海のすぐ横にいた早苗は、アニメのヒーローの変身ポーズを取った。するとその身体からだを強力な霊れい力りよくが取り巻いて輝き始める。これは霊力を使った全身の総合的な強化で、攻防速、全ての能力が人間の限界を超えていた。そして早苗は身体から漏れ出した霊力が放つ光の尾おを引きながら、前進する孝太郎の後を追う。孝太郎の援護が彼女の役目だった。

「カラマ、コラマ、霊子力フィールドはアクティブモード、ジェネレーターの余力分で適宜攻撃を！」

『わかったホー！　姐あねさん頑張れホー！』

『おいら達の見せ場だホー！』

　キリハは以前も使っていた霊力を力に変える薙なぎ刀なたを構えると、晴海の前に出る。薙刀と埴はに輪わのおかげで遠近双方に対応する彼女は全員のフォローをする事になるが、まずは無防備になりがちな晴海の護衛が最初の役目だった。

「いきますよ、真希ちゃん！」

「ええ！」

　そしてゆりかと真希、二人の魔法少女は最後方から魔法による援護を担当する。攻こう撃げき魔ま法ほうはもちろん、防ぼう御ぎよ魔ま法ほうや撹かく乱らん魔ま法ほうまで、求められる仕事は多彩だ。ただ、敵は六人の魔法使いなので、現状ではまず防御を張り巡らせるのが第一だった。










　そんな風に役割分担をしている孝太郎達に対して、ダークネスレインボゥの側はクリムゾンを前に出した。彼女は動きが素す早ばやく、接近戦も得意なので、オフェンスを担当するのが常だった。

「エクスプロージョン！」

　彼女は杖に組み込まれた大砲を撃ちながら前に出る。まずは孝太郎の足を止めねばならない。大砲の反動は大きかったが、そのまま強引に孝太郎へ向かう。するとそんな彼女と共に霊子力技術で作られた機械の兵士と、フォルトーゼの無人攻撃機が、五機ずつ前進してくる。魔法を分解すると分かっている相手なので、クリムゾンと兵器の群れが孝太郎の相手をする事になっているのだ。

「大砲の一つぐらいっ！」

　孝太郎は素早い動きで砲ほう弾だんをかわす。これにより直撃は避さけられたが、砲弾は鎧が作り出していたバリアーを掠かすめる。すると掠めただけにもかかわらず、バリアーのパワーが一気に消しよう耗もうする。砲弾の威い力りよくが高い証しよう拠こだった。

「やるなっ、クリムゾン！」

「前とは違うのよっ、前とはねぇっ！」

　彼女のその言葉と共に、兵器群が孝太郎を攻撃する。砲弾でバリアーのパワーが落ちていた為に、銃弾の数発が孝太郎の鎧の表面を叩たたく。大きなダメージにはなっていないが、見事なコンビネーションだった。

「上手いわよ、グリーン！」

「なんとかね！」

　兵器群を操っているのはグリーンだった。彼女は予知を元に兵器群を操っている。おかげで孝太郎の防御が甘くなっている部分を的確に狙う事が出来た。

「ちぃぃっ！」

　クリムゾンと兵器群のコンビネーションを断つべく、孝太郎は兵器群を狙った。クリムゾンを狙うより簡単に思えたのだ。

「そう簡単にはやらせないわ！」

　だがその攻撃は当たらない。グリーンが予知を使って、兵器群を攻撃の当たらない位置へ移動させてしまったからだ。情報と予知を扱うグリーンにとって、自動で整然と戦う兵器群は非常に相あい性しようの良い使い魔だった。

「もう一度よ、クリムゾン！」

「おうっ！」

　クリムゾンがレバーを引き、弾を再装填する。同時に再びグリーンが操る兵器群がクリムゾンの周りに戻もどってきた。二人の連携は固い。

「手て強ごわい！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、孝太郎！　がーでぃあんえんじぇる早苗ちゃんにお任せなのだぁっ！」

　しかしクリムゾン達が再攻撃してくる前に、早苗が孝太郎の援護に駆け付けた。早苗は霊力で作り出した弓を引き絞り、同じく霊力で作った矢を放つ。

「あぁぁぁたぁぁぁれぇぇぇぇぇぇっ!!」

　発射後に早苗が気合いを入れると、霊力の矢は途中で数十発に分裂し、グリーンが操る兵器群に襲いかかった。分裂した数があまりにも多く、流石さすがのグリーンもこれは回避させる事が出来ない。寄り集まって防御を命じるので精せい一いつ杯ぱいだった。

「マスプロテクションフロムソウルエナジー」

　だが早苗の矢の雨が命中する直前、紫色の光が兵器群とダークネスレインボゥの少女達を包み込む。この紫の光はパープルによる防御魔法。彼女の得意な魔法は霊力と死霊関連なので、早苗の攻撃を防ぐにはうってつけの人物だった。

「ムッ、やるわねぱーぷー」

　早苗の矢は途中で数十発に分かれたので、一発あたりの威力は低い。おかげでパープルの防御魔法を破る事が出来ず、多少兵器群に衝しよう撃げきを与あたえただけに留とどまった。早苗はこの結果に驚おどろき、思わず敵を称賛していた。

「びっくりしたわ。従属神級の霊能力者がいるっていうのは本当だったのね」

　それはパープルの側も同じだった。彼女は早苗の放った攻撃を防いだものの、彼女の防御魔法自体も霧散していた。本来はしばらく持続する魔法なのだが、早苗の霊力に耐え切れなかったのだ。

「カラマッ、コラマッ！」

『がってんっ！　いくぜブラザー！』

『炎ほのおと雷の兄弟の力を見せるホー！』

　カラマとコラマが火炎と電撃を発生させ、魔法を使った直後のパープルを狙う。高温の火炎と、高電圧の電流が、パープルに襲いかかった。

「バキュームウォール！」

　しかし火炎と電撃の前に、真空の壁かべが立ちはだかった。火炎は真空に飛び込んだ時点で酸素を失って燃え続ける事が出来なかった。真空は電気を通さないので、電撃は跳ね返されてしまう。これは物事の状態を変化させる事が得意なオレンジの仕し業わざだった。

『効かないホー！』

『敵もさるものだホー！』

「ブルーちゃん、ブルーちゃん、あの埴はに輪わ達たち可愛いねぇっ！　捕まえて帰ろうよっ！」

「もう少し真ま面じ目めにやって下さい。ネイビーにいつも怒おこられていたでしょう？」

　ドンッ、ドドンッ

　ブルーはオレンジと話をしながらライフルで攻撃する。狙いは最後方に控えたゆりかと真希。ブルーの手際は見事で、狙いは正確だった。彼女が得意とする召喚魔法で攻撃する場合、遠くから何かを呼び寄せてぶつけるというスタイルを取る。溶岩を呼び寄せて浴びせるというような格好だ。武器を呼び寄せて使う事も少なくないので、彼女は武器の扱あつかいに長じていた。

「真希ちゃんっ！」

「ええ！」

『フォースフィールドッ！』

　ゆりかと真希は同じ魔法を詠えい唱しようし、その声が重なる。二人で同じ防御魔法を使ったおかげで、銃弾の前には二重の魔法の盾たてが立ち塞がる。連射された銃弾は魔法の盾を叩く。銃弾の威力は高く、一枚目の魔法の盾はあっさり撃ち抜かれた。だが二枚目の魔法の盾が銃弾を止める。通常なら一枚目で止められていた筈はずだ。ブルーのライフルは普通ではなかった。

「ブルーの言う通りですよ。やる時はやらないと」

「イエローちゃんの意地悪っ！　いっつもお説教するんだからっ！」

　ブルーの撃ったライフルと銃弾には、全てイエローの強化魔法がかけられている。イエローの得意分野は強化や防御。おかげで銃弾の弾速や弾頭の強度が設計よりも高くなり、威力は非常に大きくなっていた。

「ほとんど互ご角かくか………」

　孝太郎はそう呟つぶやきながら再び剣を構える。双方の攻撃が無効化されているので、お互たがいに被害はない。そこから実力が拮きつ抗こうしている事が見て取れた。

「楽しい感じになってきたわね。そう思わない、里見孝太郎？」

「お前と一いつ緒しよにするな。俺おれには楽しい戦いなんてない」

「ふぅん………ま、それでも付き合って貰うけれどね」

　クリムゾンも杖を孝太郎に向ける。そうしながら彼女は一いつ瞬しゆんだけ真希の姿を見た。

　―――それで彼かれなのね、真希………何となく、分かった気がするわ………。

　するとその視線を感じたのか、真希もクリムゾンを見る。クリムゾンはそんな真希に向かって小さく微笑みかけると、すぐに視線と表情を元に戻した。クリムゾンには感傷に浸っている暇はない。戦いはこれからだった。










　二体の巨大な魔物は、ティア達四人でも十分に相手をする事が出来た。先日のタユマのような破滅的な力を備えている訳ではなく、その能力は二十メートルサイズの戦闘兵器や巨大生物の常識内に納まっていたのだ。

『殿下、向こうのバリアーの強度が推定できました』

「ふむ、思ったほどではないな」

　ティアはルースと二人で巨獣の相手をしていた。いざとなれば『青騎士』の砲ほう撃げきがあるので、背中が上を向いている獣の方が狙ねらい易やすいのだ。

『恐おそらく「青騎士」の対地砲撃で一いち撃げきで倒せるかと』

「じゃがここは市街地の近くじゃ。何度も砲撃は出来ん。まず奴の動きを止めるぞ！」

　とはいえ獣なので、大きさの割に動きが素早い。上空からの砲撃には僅わずかにタイムラグが生じるので、まずは脚を攻撃して獣の動きを鈍くする必要があった。そこでティアは右手のビームライフルを構え、巨獣に突っ込んでいく。弾速の早いビームライフルで前脚を攻撃するつもりなのだ。

「ゴアアアァアァァァァァッ!!」

　ここまでに数回ティアから攻撃を受けている巨獣は、彼女の接近に気付くと大きく咆哮した。するとその咆哮と共に、口の中から氷の礫つぶてが飛び出してくる。竜が火炎を吐くように、氷の礫を吐くのがこの巨獣の能力なのだ。

「そなたには何の恨うらみもないがな」

　ティアは持ち前の動体視力を生かし、推進用のブースターと姿勢制御用のスラスターを器用に使って、まるで宙を舞う花びらのようにひらひらと姿勢を変える。巨獣は氷の礫でティアを叩き落とそうと懸命になるが、彼女の動きについていけない。その結果、十秒と経たないうちにティアは巨獣のすぐ傍そばまでやってきた。

「このまま放置する訳にはいかぬのじゃ。許せよ」

　キュンッ、キュキュゥゥンッ

　擦れ違いざまに至近距離からビームライフルを連射すると、ティアは近付いてきた時と同じ要領で離はなれていく。至近距離からなので、ビームの速度を若干落とし、代わりに密度を上げてある。その強めのビームは易やす々やすと巨獣の右脚を覆おおう甲殻を撃ち抜き、その内側に大きなダメージを与えた。

「ガァァァァッ、グアアアァァァァァッ!!」

　痛みと怒いかりに駆られ、巨獣は向きを変えてティアを撃ち落とそうとするが、右脚の踏ん張りがきかず、ティアを追う事が出来なかった。

「今じゃ、ルース！」

「はいっ、殿でん下か！」

　そして巨獣の意識が右へ回り込んだティアに集中したのを見計らい、ルースが操る無人小型戦闘機が四機、左後方から接近する。小型戦闘機の狙いは巨獣の左後脚。完全にティアに意識が集中していた巨獣は隙すきだらけだった。

「グオォオオォォォォォォォッ！」

　小型戦闘機の火力はティアのビームほどではないが、四機が同時に発射したレーザーは正確に甲殻の継ぎ目に集中し、その内側にある巨獣の脚の腱けんを焼き切った。巨獣は激しい痛みに襲おそわれ、大きな音を立てて大地に倒れ伏す。右前脚と左後脚が動かなくては、立っていられる筈もなかった。

「………もし我らが一人ずつそなたらと戦っていたら、結果はもう少し違っていたのじゃろうがのう」

　巨獣はティアとルース、二人を同時に相手にしていた。厳密には更さらに四機の無人戦闘機がいる。ティアが攻撃を仕掛けた時にティアだけを見ている訳にはいかなかったし、もしティア一人であれば興奮して彼女を追ったとしても攻撃は受けない。これほど一方的な結果にはならない筈だった。

「『青騎士』、直接照準で艦砲射撃」

『仰おおせのままに、マイプリンセス』

「………早々に故郷へ帰り、今度は召しよう喚かんなどに引っかからぬようにな」

　ティアは巨獣に憐あわれみの目を向ける。巨獣は召喚されて強ごう引いんに戦わされているだけ。だというのに苦痛を味わうのは不幸な事だった。

『砲撃を開始します』

「せめてもの情けじゃ、一撃で仕留めよ」

『仰せのままに、マイプリンセス』

　ティアが真希から教わった話によると、魔ま物ものは地球へ召喚される際、魔力を固めて身体を作る。だから身体を破壊されても故郷の世界へ帰るだけだ。死なずに済む事だけは救いだろう―――頭上から降り注ぐ大口径のレーザーの輝きを見ながら、ティアはそんな事を思っていた。










　もう一体の魔物、巨人と戦っていたのは静香とクランの二人だ。だがこの二人の場合、勝とうとすればすぐに勝てる。静香が体内に宿している巨竜の力は、巨人の力を圧あつ倒とう的てきに上回っているのだ。問題があるとすれば、静香がその後に起こる事に心を痛めているという事だろう。

「変身してパッと倒せば体重はさほど増えないのよね？」

『うむ。その方があの巨人の為でもあるな。もちろん、町の住民の為でもある』

「信じてるからね、おじさま！　信じてるから！」

『う、うむ。期待に添えるよう努力しよう』

　火か竜りゆう帝ていアルゥナイアは新しく出来た姪めいっ子こに圧倒されつつも、それを誤魔化すかのような勢いでその力を解放していく。

　―――身体がこの大きさならば、体重はむしろ二百キロぐらいあった方が健康的だと思うのだがな………。

　静香が悲しんでいる理由は竜族の常識では分からない。しかし静香が悲しむのは困るので、可能な限り早く倒そうと心に決めるアルゥナイアだった。

「シズカ、狙うならこの場所のどれかがお勧めですわよ」

　クランが立体映像で示したのは、人体の急所だった。魔力で身体が作られている魔物であっても、急所は普通の生き物と変わらない。

「おじさま、覚えておいて」

『うむ』

　フルパワーになると、身体の制御はアルゥナイアに移る。だから狙う場所はアルゥナイアが覚えなければならなかった。そして静香が立体映像を見ている間にも、アルゥナイアの魔力は膨れ上がり、やがて静香の身体は二十メートル近い大きさの巨大な竜へと変貌した。こうなるともはや静香らしい要素は残っていない。静香は巨竜の身体の中心で、魔力の収束点の役割を果たすのみだった。

「では参るとするか」

『おじさま、頑張って！』

「行ってらっしゃいまし」

　巨竜に変じた静香は、クランを後に残して飛んでいく。それを見送るクランは、不謹慎だが戦いとは関係ない事を考えていた。

　―――ベルトリオンに背負われた時、痩せててよかった………。

　静香のおかげで、今まで無自覚でいた事が、女性としての危機であった事に今更ながらに気付いたクランなのだった。

「シズカよ、攻撃方法はどうする？　プラズマブレスと魔法攻撃と格闘とあるが」

　アルゥナイアはプラズマブレス―――超高温の火炎を吐けるし、豊富な魔力を背景にした攻撃魔法の心得もある。また格闘にもそれなりに自信があった。どれでやっても敵を倒す自信があるのだが、微び妙みように条件が異なる。だから念の為に静香の希望を訊いてみたアルゥナイアだった。

『格闘！　格闘に決まってるでしょ！』

　静香の答えは最初から決まっていた。

「どうしてだ？」

『魔力の無駄遣い禁止！』

　プラズマブレスと魔法攻撃は、魔力を消費する。静香はそれを避けたかったのだ。

「………よく分かった」

　事情を察したアルゥナイアは、力強く羽ばたきながら巨人に向かって突っ込んでいく。格闘戦は反はん撃げきを受ける恐れがあるので、静香の為にもやりたくなかったのだが、本人が怪我より怖いものがあるのでは仕方がない。アルゥナイアは牙と爪を剥むき出だしにして、巨人に襲いかかっていった。

「………まるで勝負になっておりませんわ………これではわたくしが来た意味が殆どありませんわねぇ………」

　戦いの成り行きを見守るクランは小さく溜ため息いきをついた。巨竜は最初から全力だった。まずは反撃されないように初手で巨人の右手に噛かみ付つき、食い千切った。続いて左右の爪で巨人を引き裂き、半回転して尻しつ尾ぽで殴打。とどめは再び牙で、首筋に噛み付いて、文字通り息の根を止めた。魔力で作られていた巨人の身体は、死んだ途端に分解。身体を失った巨人は元の世界へと帰っていった。

　こうしてアルゥナイアは巨人に叫び声すら上げさせず、火か竜りゆう帝ていの名に相応ふさわしく完全に勝利した―――のだが。

「ひ、酷ひどい目に遭あった………」

　元の姿に戻った静香は、その場にがっくりと膝をついた。その様子を見たクランは慌あわてて彼女に駆かけ寄よっていく。反撃を受けて怪我でもしたのかと思ったのだ。

「大丈夫ですのっ、シズカ!?」

「だいじょうぶじゃない………」

　静香はそのまま地面に座り込んだ。その表情は真っ青だった。







[image: ]







「………巨人かじったの、最低だったわ………あの噛み砕く時の感触と舌に広がる味は、一生忘れないと思う………」

「へっ？」

　クランは静香の言葉に呆あつ気けに取られる。静香は反撃を受けた訳ではない。アルゥナイアから伝わってきた感覚に衝撃を受けていたのだ。本物の身体ではないし、巨人も死んだわけではないのだが、それぐらいでは静香の慰なぐさめにはならなかった。

『あー、済まん、今度こういう事があったら、一時的に感覚の接続を切るようにする』

「………お、おねがい………」

　火か竜りゆう帝ていが静香の悩なやみを理解できないように、静香にも火か竜りゆう帝ていの食生活は理解できなかった。そして相互理解が出来なかったおかげで、来た意味がないと嘆いていたクランに、ぐったりとした静香を連れ帰るという仕事が出来たのだった。










　孝太郎達たちとダークネスレインボゥによる六対六の戦いは、ほぼ互角で推移していた。リゾートホテルでは少数でゆりか達を圧倒したダークネスレインボゥだが、流石に戦う準備のないこの場所では力を発揮出来なかった。孝太郎達との差は僅かで、キリハの部下達が援護すればその差は埋まっていた。しかし戦闘開始から数分の段階で、その均衡は破られる事になった。そのきっかけとなったのが、ティア達が召喚された二体の魔物を撃げき破はした事だった。

『まずいわみんな。召喚した魔物が町に到とう達たつする未来が一気に消えたわ。代わりにレインボゥ達に援軍が来る未来が増えてる』

　最初にそれを察知したのはダークネスレインボゥだった。予知の魔法が使えるグリーンが、魔ま物もの達が敗北する事を感じ取ったのだ。

『この調子だと、援軍が来た段階で負けるわね。いつ？』

『最も早い未来が一分後。テレポートの魔法のようなもので飛んでくるみたいね』

『一分………勝負に出なければならないようね』

　グリーンの報告を聞き、クリムゾンは勝負を急ぐべきだと判断した。このまま戦っていては負けるだけ。一分以内に決着を付けるべきだった。

『クリムゾン、私は反対よ。ここで負ける訳にはいかない。私達がやるべき戦いは、ここではないんだから』

　だがパープルは反対だった。力押しは負ける場合にも一気に結果が出る。劣勢を悟さとって逃げ出すという事が出来なくなるのだ。

『皆みなさん聞いて下さい、たった今、召喚した魔物が両方とも死にました』

　そんな時、魔物達を召喚したブルーが、その死を告げた。術者の彼かの女じよには、魔物が死ねば伝わるようになっているのだ。戦いの結果はグリーンの予知した通りだった。

『すぐに決める必要があるわ。戦闘継続と撤退で、多数決を取りましょう』

　パープルの決断は早い。ここでの議論は傷口を広げるだけだった。単純な多数決で進むべき方向を決める必要があった。

『私は当然継続よ』

『私はさっき言ったように撤退したいわ』

　クリムゾンとパープルは既すでに意見を言っている。それは今も変わらなかった。

『私は負けて逃げ帰るのヤだなー。やっつけて帰りたいー』

　オレンジは戦いの継続を求めた。これは言動の軽さに反して、彼女のプライドが高いせいだ。そのあたりはダークネスレインボゥ、といったところだろう。

『撤退に賛成です』

『私も撤退がいいと思うわ』

　ブルーとイエローは撤退を希望した。終始落ち着いているブルーと、保守的なイエローらしい判断だろう。

『グリーン、あんたは？』

『私は―――』

　グリーンはクリムゾンの望むようにしてやりたかった。しかし彼女はこの時、戦いを継続した場合に、クリムゾンが死亡する可能性が大きく跳ね上がると予知してしまった。だから彼女は戦いの継続に賛成できなかった。

『―――私も撤退がいいと思うわ。それに、ここで撤退した場合にも対応した作戦を立てたつもりよ』

『これで四対二。みんな、撤退するわよ！』

　こうしてダークネスレインボゥは撤退を決めた。クリムゾンもオレンジも、この決定には従うつもりでいる。だが、実際に逃げ出せるかどうかはまだ定かではなかった。










　孝太郎はダークネスレインボゥの動きが数秒間だけぎこちなくなっていた理由が気になっていた。僅かだが、心ここにあらずという雰ふん囲い気きだったのだ。だがその理由はすぐに明らかになった。ティア達から連れん絡らくが飛び込んできたのだ。

『コータロー！』

「ティアか！」

　孝太郎はクリムゾンに斬りかかりながら、その声に返事をした。クリムゾンは咄とつ嗟さに砲撃して強引に孝太郎の姿勢を乱す。孝太郎が体勢を立て直した時にはクリムゾンは既に攻撃態勢に入っていて、レーザーが降り注いでくる。しかしこれはＧＯＬのアクティブバリアーが起動して防いでくれた。

『朗報じゃ！　魔物達は倒たおしたぞ！』

　その声は誇らしげだった。だから孝太郎には、ティア達が完勝したのだろうという想像がついた。

「そうかっ、それで連中は！」

　そしてだからこそ、ダークネスレインボゥは数秒間浮き足立った。ティア達が帰ってきたら負けると考えての事なのは容易に想像がついた。そこで孝太郎は素早く距離を詰めていく。この状況でダークネスレインボゥが考える事は二つしかない。力押しと撤退、そのどちらにせよ一度攻勢を強めてくる筈なので、その前に孝太郎達が仕掛けるのが上策の筈だった。

『ん？　なんじゃ？』

「なんでもない、こっちはまだ交戦中だ！　すぐに戻ってくれ！」

『了解じゃ、しばし待て！』

「先せん輩ぱい！」

「はいっ！」

　前進する孝太郎に合わせて晴海がシグナルティンの魔ま力りよくを操る。晴海はその魔力で孝太郎の足の速さを引き上げた。これにより孝太郎は一気に速度を上げ、クリムゾンに迫った。

「ちぃっ、悟られたかっ！」

「どうだろうなっ、どっちなのかは俺にはまだ分からんっ！」

　孝太郎が剣けんを振り上げる。すると晴海がそれに合わせて剣の周りに電圧の高い電撃を宿らせた。直ちよく撃げきすれば失神するだろうし、掠めても手足がしびれる。この状況では殺さない方が敵の足を引っ張れるので、電流は低くて構わない。攻勢に出てくる筈のクリムゾンを抑え込むのが狙ねらいだった。

「クリムゾンッ！」

　しかしここでグリーンが思い切った手に出た。彼女が操っている兵器の残りを、クリムゾンの盾に使ったのだ。この時点で残っていた兵器は七体。高電圧の電撃を宿したシグナルティンの一撃で、そのうちの三体がバラバラになって吹き飛んだ。

「また予知の魔法かっ！」

　孝太郎が再び剣を構えた時には、クリムゾンは既に間合いの外。そして残り四体となった兵器が孝太郎の前に立ち塞がっていた。

「助かったわ、グリーン！」

「まだよっ！」

　だが、グリーンの攻撃はまだ終わりではなかった。

　ズドンッ

　彼女は残り四体の兵器のうち三体に自じ爆ばくを命じた。意志を持たない兵器達は、命じられるままに自爆し、その身体を強烈な爆ばく風ふうに変えた。

「里見君っ!!」

「うわっ!?」

　至近距離にいた孝太郎はその爆風をまともに浴びた。だが咄嗟に晴海が防御力を引き上げてくれたおかげで、孝太郎は大きなダメージを負わずに済んでいた。

　―――油断したっ、まさか迷わず自爆させてくるとは！

　貴重な戦力を自爆させた以上、力押しの可能性は消えた。ダークネスレインボゥは撤退を考えていたのだ。そしてその手段として、味方ごと兵器を自爆させた。孝太郎はグリーンの思い切りの良さに感心しつつ、同時に自分の迂う闊かつさに腹を立てていた。

　孝太郎が撤退時にもダークネスレインボゥが攻勢に出てくると考えていたのは、最前列のクリムゾンも撤退できるようにする為ためだった。一度攻勢に出て圧倒してから退けば、クリムゾンも一緒に撤退できるだろう。

　だがもう一つだけ、クリムゾンを撤退させる方法がある。それは最前列を支えるクリムゾンごと、孝太郎達を攻撃する事だった。この場合、クリムゾンを連れ出す手段さえあれば、彼女も連れ帰る事が出来る。だからグリーンは兵器三体を自爆させた。今頃最後の一体が、怪け我がをしたクリムゾンを運んでいるに違ちがいない。

　孝太郎は、味方を傷付けてでも連れて帰るという可能性を考えなかった。孝太郎には六畳間の少女達を傷付ける発想がないからだ。それ故にこの可能性を見抜けなかった。しかしこれを孝太郎のミスと考えるのは酷だろう。孝太郎は普ふ通つうの少年なのだ。後で魔法で治せばいいという強引な考え方が出来るダークネスレインボゥとは根本的に考え方が違っているのだ。

　とはいえ、そのまま逃がす訳にはいかない。孝太郎は慌てて周囲に視線を巡らせ、クリムゾンの姿を捜さがす。しかし自爆によって生じた煙が視界を塞いで何も見えない。そこで孝太郎は霊視で煙を見通そうとした。だが煙の向こう側が見えたのは一瞬だけで、すぐに見えなくなってしまった。

「ネガティブエナジーバーストッ！」

　それはパープルの攻撃魔法の影えい響きようだった。パープルが使ったのは邪じや悪あくな霊力を爆ばく発はつさせて周囲の人間にショックを与える攻撃魔法なのだが、霊力を爆発させるので、霊力で物を見る相手の視界を奪うばう事も出来るのだ。これにより孝太郎と早苗の霊視は効かなくなり、埴輪達たちの霊子力レーダーもブラックアウトした。またこの直後、熱や電磁波も遮しや断だんされ、埴輪達は完全にダークネスレインボゥを見失ってしまう。事物の状態を変化させるのが得意なオレンジが、熱や電磁波を撹かく乱らんする魔法を使ったのだ。

「晴海っ、ゆりかっ、真希っ、頼むっ！」

　この状じよう況きように至り、キリハは仲間の魔ま法ほう使つかい三人に賭かけた。

　前方にいた孝太郎と早苗は煙とバーストで視界が塞がれている。キリハ自身は埴輪が敵を見失っていて動けない。だからこの状況で動けるのは晴海、ゆりか、真希の三人。幸いな事にこの三人は魔力を感じ取る事が出来るから、ダークネスレインボゥの魔法使い達の逃亡を阻そ止しする可能性はまだ残されていた。

「グレーターアシッドクラウド！」

　ゆりかが咄嗟に放ったのは、強酸性の雲を作り出す魔法だった。ダークネスレインボゥが逃げていく先に雲を生み出し、逃げ道を塞ごうと考えたのだ。相手は六人の魔法使いなので、すぐに解除されてしまうだろうが、魔法を一回かける時間の分だけ、彼かの女じよ達の足止めが出来る筈だった。

『果てなき大地に満ちる生命の精せい霊れいよ！　集つどいて一つの鼓動となれ！　その力強き鼓動にて、定められし生命の枠わくを取り払え！　刻め！　神速の足そく跡せき！』

　続いて晴海が放ったのは、移動速度を大幅に引き上げる魔法。その魔法がかけられたのは真希だった。

「せめて一人だけでも捕らえられれば！」

　晴海の魔法が発動した時には、真希は既に走り出していた。その手には魔法の大剣と化した愛用の杖つえが握られている。そして彼女は疾風のような速度で白煙の中へ飛び込んでいった。視界は真っ白だったが、真希がダークネスレインボゥを見失う事はない。まだ魔力の撹乱までは行われていなかったから、魔力を辿たどって追うのは難しくなかった。それにころな荘の周辺の地図は頭に入っている。

「この先にいる！」

　白煙の中を走る事数秒、地の利で勝る真希はダークネスレインボゥの一人に追い付いた。この頃になると白煙は薄れ、その一人の姿が次し第だいにはっきりと見えてくる。

「来たわね、真希」

「クリムゾン！」

　驚いた事に、それは傷だらけのクリムゾンだった。彼女は真希を足止めし、仲間達を逃がす為に、あえてここに残ったのだ。

「さあ、決着を付けるわよ、真希」

　クリムゾンはふらつきながら杖を構える。

「もう止めてクリムゾン、これ以上戦う事に何の意味があるの？」

　真希にはもう、クリムゾンが戦える状態には見えなかった。幾いくら彼女が強くても、これだけダメージを受けていれば真希には敵かなわない。真希にはそれが意味のある行こう為いには思えなかった。

「意味？　意味ならあるわ」

「一体どんなっ!?」

「私は戦うのが好きなのよ。だから戦う。私にはそれで十分だわ」

　クリムゾンはそう言いながら大たい砲ほうに弾を装填しようとレバーを引く。しかしそのレバーが重い。元気な時には簡単だったのに、今は大仕事だった。

「それで死んでしまったらどうするのよ！」

「………別にいいわよ、それでも………あんただってそうなんでしょ、真希………」

「あなたと一緒にしないでっ！　あなたと私は違う！」

　同じであって欲ほしいと願っていた。しかし根本的な部分で、大切なものが違っていた。だから真希とクリムゾンは存在を認め合いながらも、お互いに背を向けねばならなかったのだ。

「違わないわ。あんただって、愛しているものの為なら、死んだって構わないって、そう思ってるでしょう？」

「クリムゾン………」

「勝負よ真希。私にはこれしかないの。他ほかの生き方はどうしても駄目だった」

　ガシャ

　クリムゾンは真希に杖の先端を向ける。杖は微かすかに震ふるえていた。限界は近い。しかしそれでも彼女は強くなりたかった。戦う事を愛していた。その気持ちを誤魔化す事が出来なかった。だから戦い続ける。たとえ命が尽きようとも。

「だからあんたも自分の生き方を通しなさい。相手が何であろうとも………」

「分かった、もう何も言わないわ」

「素す直なおで結構」

「ねぇ………クリムゾン」

「うん？」

「私はダークネイビーではなく、藍華真希として生きるわ。その為になら、死んだって構わない」

「そう………よかったわね、真希」

「ありがとう、クリムゾン」

　既に真希と可か憐れんの時間は終わっている。また、ネイビーとクリムゾンの時間も終わって久しい。二人は袂たもとを分かち、今は真希とクリムゾン。目指す道は正反対だった。だが不思議と満足だった。進む道は違えど、理解し合えたから。

「勝負よ、真希」

「あなたを倒すわ、クリムゾン」

　こうして二人の最後の戦いが始まった。無論、決着はすぐについた。真希の一撃で、クリムゾンは呆気なく昏こん倒とうした。真希の勝利だった。しかしこの戦いをより大きな視点で見ると、クリムゾンの勝利かもしれない。結局真希はこの場で足止めされ、残りのダークネスレインボゥは孝太郎達から逃げ切る事が出来たのだから。

　けれど真希はこの結末を後こう悔かいしていない。クリムゾンが負けを覚かく悟ごでそれでも戦ったように、真希もこうするしかなかったのだ。彼女は藍華真希。友達思いで、寂しがり屋の平へい凡ぼんな女の子。彼女はこれからもきっと、そうやって生きていくだろう。藍華真希と共に歩んでくれる、多くの友人に囲まれながら。










　孝太郎達とダークネスレインボゥの戦いが終わると、エゥレクシスはコンピューターにデータ収集を終しゆう了りようするように命じた。そして彼は大きく伸びを一つ。するとそんな彼の様子に気付いて、真耶が近付いてきた。

「終わったの？」

「ああ。解析しないと正確には分からないけれど………多分、必要なデータは取れたと思うよ」

　エゥレクシスはもう一度伸びをしてから、自分で肩かたを揉もむ。今日はずっとコンピューターとにらめっこだったので、すっかり肩が凝っていた。

「それにしても………相変わらず悪い人ねえ。ダークネスレインボゥを丸ごと情報収集の囮おとりに使うだなんて」

「囮だなんて人聞きの悪い。大きく見れば、彼女達の為でもあるんだよ」

「そういう逃げ道があるのは、悪党の証しよう拠こよ」

　今日エゥレクシスがやっていた事は、もうすぐ始まるダークネスレインボゥとレインボゥハートの決戦に備えた情報収集だった。一例を挙げると、ティアと『青騎士』が通信に使っている重力波の帯域などがそう。そうしたものの情報があれば、戦いの時に有利になる。解析して妨害したり、偽の情報を流したりと、可能性は様々だった。

「君も人の事は言えないだろう？」

「あら、また人を悪女呼ばわり？」

「滅相もない。君は私の天使だよ」

「本当に悪党なんだから。エゥルなんか嫌きらいよ」

「おやおや」

　そして真耶も同じだった。彼女も魔法に関連した情報を集めていた。だが彼女の場合はパープルに持たせた護ご符ふが周囲の情報を集めてくれるから、エゥレクシスのようにコンピューターとにらめっこをする必要はなく、エゥレクシスの部屋のソファーに寝ねころんで、戦況を見守っていただけだった。

「ねぇ、エゥル」

「うん？」

「勝てると思う？」

　真耶はこれまでずっと余よ裕ゆうたっぷりの挑発的な表情を浮うかべていたのだが、この時だけは少しだけ不安そうだった。やろうとしている事の大きさに、流石さすがの彼女も多少緊張していたのだ。

「そんな事言われると、君が普通の女の子に見えてくるね」

　かつてのエゥレクシスなら、そういう彼女に失望したかもしれない。しかし今の彼はそういう風には感じない。それが彼自身、不思議だった。

「たまにはそういう時もあるのよ」

「………そうだねぇ………どうなるかは私には想像もつかないけれど、やれる事は全部やったよ。これで駄目なら、どうしようもない。あきらめもつくさ」

「そうね。そう考える事にするわ」

　真耶もエゥレクシスと同じだった。他人に自分の弱さを曝さらけ出だすなど、かつては考えられない事だった。しかしエゥレクシスにそれをする抵抗感はない。彼女もそれが不思議でならなかった。

「ところでさ、真耶」

「なに？」

「もし、今度の戦いに負けたらの話なんだけれど」

「考えたくないわ、そんな事」

　真耶は憮ぶ然ぜんとした表情を作る。勝つ自信はないが、負けた時の事を考えたくはない。それはごく自然な反応だろう。

「まあ聞いてくれないか。もし負けたら………私と一いつ緒しよに星の海へ航海に出ないか？」

「ずいぶんロマンチックなお誘いね」

「そうでもない。一緒に銀河を荒らし回らないかってお誘いだからね」

「海賊？」

「似たようなものだね」

　エゥレクシスは軽く肩を竦すくめる。

　真耶はエゥレクシスの提案を聞いた時から、普ふ段だんの調子を取り戻し始めていた。エゥレクシスは弱気な真耶も嫌いではないが、やはり胸を張って誇り高い彼女が好きだった。だから彼かれはこの結果に満足していた。

「悪くないわね、そういうの。考えてもいいわ」

「よし、決まり」

「ちょっと、考えてもいいって言っただけじゃない。勝手に決めないで」

「君は嫌いやならバッサリ断る」

「………本当に悪党なんだから」

「だから君の相棒が務まる」

「前から思ってたんだけど、あなた、私の事馬ば鹿かにしてるでしょ？」

「滅相もない、君は僕の天使だよ」

「嫌いよやっぱり！　海賊もやらない！」

「おやおや」

　真耶とエゥレクシスは、そのまましばらく他愛のない会話を続けた。それはフォルサリア魔法王国を転てん覆ぷくさせようとしている黒幕の姿には見えない。それが恐おそらく全すべての答えなのだが、目的意識の強過ぎる二人は、その事に気き付づかず終じまいだった。







　ダークネスレインボゥを退けた孝こう太た郎ろう達は、子供達をこっそりと親元へ届けた。だがその際に誘ゆう拐かいされていた間の記き憶おくは消しておいた。トラウマになってもおかしくない経験だったろうし、魔法使いの話を広められても困る。多くの意味で必要な処置だった。また子供達が儀ぎ式しき魔ま法ほうで吸われた霊れい力りよくも命にかかわる量ではなかったので、とりあえず子供達の誘拐事件に関しては一件落着という状況だった。

「やれやれ、ようやく片付いたか」

　一〇六号室へ帰り着いた孝太郎は、ちゃぶ台に寄りかかって溜め息をついた。時刻はもう夜明け前。丸一晩問題解決に奔ほん走そうしていた事になるだろう。疲つかれて当然だった。

「皆の者、帰ってゆっくり休むがよい。幾つかしておきたい話もあるが、起きてからで構うまい。御苦労じゃった」

　常日頃から誰だれよりも元気なティアだが、その表情には僅わずかに疲れの色が覗のぞいている。彼女がそうなのだから、他の少女達はもっとだ。安あん堵どと疲労とで、誰もが眠そうだった。早く寝よう、誰もがそう思っていた。だが、一人だけそうではない人物がいた。

「ちょっと待って下さい、皆さん、少しいいですか？」

　それはゆりかだった。彼女は未いまだ緊張感を保っており、真剣な様子で九人の仲間達を見つめている。まるでまだ、戦いが続いているかのようだった。

「どうした、ゆりか」

　ゆりかの言葉を聞いて、孝太郎がゆっくり顔を上げる。すると真剣な表情のゆりかが見えた。それは孝太郎があまり好きではない顔だったから、すぐに意識がはっきりした。

「皆さんに一つお願いしたい事があるんです」

　ゆりかの大おお真ま面じ目めな言葉に、話を聞こうと少女達がちゃぶ台に戻ってくる。そしてゆりかは全員が揃そろうのを待って、本題を切り出した。

「もうすぐダークネスレインボゥは、レインボゥハートに最終決戦を挑いどむ筈はずです」

　それはダークネスレインボゥが誘拐や大型の魔ま物ものなど、後先考えない手段を使った事から導かれる結論だった。今回はたまたま孝太郎達が大事になる前に抑え込んだものの、もしそう出来なかったらどうなっていただろう。きっと吉きつ祥しよう春はる風かぜ市しでの活動は、極端に窮屈なものになった筈だった。にもかかわらずそれを実行したという事は、そうなっても構わない状況になるという事。それがダークネスレインボゥが決着を付けたがっていると考える根こん拠きよだった。

「そうなったら協力するぞ。っていうか、お願いってその事か？」

「いいえ、違います。このまま最終決戦が始まれば、どちらが勝っても多くの人の命が失われます。ですから、最終決戦が始まる前に―――」

　ゆりかは話しながら仲間達の顔を順番に眺ながめていく。そして全員の顔を眺め終わった時、彼女はその瞳ひとみに強い決意の光を宿して、堂々と宣言した。

「―――こちらからダークネスレインボゥの本拠地に攻撃を仕し掛かけて、決戦自体を起こらないようにしたいんです！　その為に、皆さんの力を貸して欲しいんです！」

　魔法少女としての自覚が芽生えてからも、レインボゥハートの方針に従って、積極的な攻撃を避さけてきたゆりか。だが、その彼女が遂ついに攻撃を決意した。そうしなければならない程ほど、ゆりかは事態が切迫していると考えているのだった。
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　魔法は伝統的な技術であり、しかも万人に扱える訳ではないので、基本的にその伝達は師匠から弟子に伝えるという形式を取る。これはレインボゥハートでもダークネスレインボゥでも変わらない。実際、真希は師匠である真耶から魔法を伝えられた。

『弟子にしてくださいだホー！』

『おいら達に魔法を教えて欲しいホー！』

「………埴輪さん達、それは本気で言っているの？」

　しかしその真希の前に現れた弟子志願者は、意外な事に二体の埴輪だった。二体の埴輪は仲良く真希の前に並び、両手を畳に着いて深々と頭を下げている。もっとも埴輪のやる事なので、どちらかと言えばうつぶせに近い状態だったのだが。

『本気だホー！』

『おいら達にはやらねばならない事があるんだホー！』

　真希は最初、冗談だろうと思った。しかし二体の埴輪は本気だった。彼らは真希に駆け寄ると、必死で自分達の思いを訴えた。

「やらねばならない事？　それは？」

『ヤツに勝つんだホー！』

『埴輪の力を見せ付けるホー！』

「ヤツ？」

『ルースちゃんが使ってる青いヤツだホー！』

『あの無人戦闘機よりもずっと強くなりたいんだホー！』

「ああ！」

　埴輪達が身体を揺らしながら懸命に訴えた事で、ようやく真希は埴輪達の事情を理解した。埴輪達は非常時にルースが使っている小型無人戦闘機をライバル視しており、それを超える実力を身に着けたいと考えていたのだ。

『おいら達は強くなる為に、いろいろと考えたんだホ！』

『ルースちゃんを味方にするホ！　格闘技を覚えるホ！』

『そして最後に究極の作戦を思い付いたんだホ！』

『おいら達は魔法少女になるホ！』

『ヤツには魔法は使えないホー！』

「なるほど………」

　最初は驚いた真希だったが、確かに埴輪の言う事には一理あった。無人戦闘機はただの機械なので魔法は使えない。だから埴輪達が魔法を覚えれば、確かに大きなアドバンテージになる筈だった。

『真希ちゃんお願いだホー！』

『おいら達を弟子にしてくれホー！』

「弟子にする事自体は構わないんだけれど………」

『ほんとかホ！？　ありがとうだホ!!』

『今日から真希ちゃんを師匠と呼ぶホ!!』

「あなた達が魔法を使えるようになるかどうかは保証しかねるわ」

『なんだってーだホー!?』

『どういう事なんだホー!?』

　埴輪達は真希の言葉に驚愕の表情を浮かべた。のっぺりとした顔が迫ってくるので真希は少しだけ気圧されつつ、その事情を説明してやった。

「魔法には生まれついての才能が必要なのよ。もしあなた達にその才能が備わっていなければ、魔法を教えても実行できない、そういう事なのよ」

　真希の懸念は、埴輪達が人間ではないという事だった。魔法は人間であっても才能がなければ使う事は出来ない。そして人間が魔法の才能を持っている可能性は低い。それが埴輪達となると、可能性はもっと低くなるだろう。

『不可能を可能にしてこそ、ヤツに勝てるんだホ！』

『おいら達は日本男児だホ！　絶対に魔法少女になってやるホ！』

「覚悟があるんならいいんだけれど………」

　魔法を使えないかもしれないと分かっているのなら構わないだろう。真希は奇妙な事になったと思いつつも、埴輪達に魔法を教えてみる事にした。










　真希が一番最初に埴輪達に教えた魔法は、基本中の基本となる魔法だった。それは明かりを作る魔法の中で一番弱い魔法で、どの魔法使いも最初に習うものだった。

『いくホ、カラマー！』

『がってんコラマー！』

『ファイアバグだホー！』

『ファイアバグだホー！』

　埴輪達は割り箸サイズの魔法の杖を頭上に掲げ、同時に呪文を詠唱する。すると埴輪達の身体が薄ぼんやりと輝き始めた。

「やった!?」

　真希はこの結果に酷く驚いていた。埴輪達がいかに魂を持っているといえど、その身体が人工物である事は間違いない。それが曲がりなりにも魔法を発動するなど、奇跡と言ってもいいだろう。魔法の仕組みをよく理解しているだけに、真希の驚きは深かった。

『消えてしまったホー』

『ちょっとだけだったホー』

　しかしやはり、埴輪は魔法を使うようには出来ていない。埴輪達の身体を包んでいたぼんやりとした光は予定の何分の一かで消え去ってしまった。

『やっぱり才能がないんだホー』

『向いていないんだホー』

　埴輪達はがっくりと肩を落とす。魔法少女志望の埴輪達は、もっと長い間きらきらと光っていたかったのだ。

「そんな事はないわ。あなた達の場合、魔法が使えるだけでとんでもない事なのよ」

　真希に言わせれば埴輪達には驚くべき魔法の才能がある。人間と比較するから弱く見えるだけで、埴輪としては魔法の才能がある方なのだ。本当に、魔法が使えるだけで奇跡なのだ。

「もう少しだけ頑張ってみましょう、ねっ？」

『師匠～～～～!!』

『頑張るホーー!!』

　こうして埴輪達は真希に師事し、魔法少女としての道を歩み始めた。もちろん、彼らが凄い魔法を使うような事はないだろう。しかし彼らはやがて、ほんのり良い香りがする魔法や、ちょっと涼しくなる魔法を覚える事で、自らに付加価値を与える事に成功する。それは無人戦闘機には出来ない事なので、彼らはそれなりに満足するのだった。
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あとがき







　皆様あけましておめでとうございます、作者の健たけ速はやです。今回は十八巻をお届けさせて頂きました。楽しんで頂けていたら幸いです。そうそう、この十八巻で遂ついにシリーズ二十冊目という節目を迎えました（外伝のおかげで巻数よりも二冊多いのです）。皆様の本棚に二十冊並んでるのかなと思うと、ちょっとドキドキします。ライトノベルでここまで来れる作品はそうない筈はずなので、先日のアニメ化とも併あわせて、多くのファンの皆様に恵まれたと感謝しております。もう六年目になろうとしていますが、長い期間にわたって応援して頂き、どうもありがとうございました。そしてこれからもよろしくお願い致します。




　さて今回の十八巻と次の十九巻では、魔法少女編の物語が繰り広げられます。そして私は、どうせ二冊に分けるなら、それぞれ別のキャラクターをクローズアップしてみようと考えました。だから今回は真ま希きがクローズアップされています。

　真希はダークネスレインボゥ出身という事もあって、暗い過去や様々な人間関係を引ひき摺ずっています。今回はその中でも特に、ダーククリムゾンとの過去や関係が描かれています。真希とクリムゾンは互いを認め合いながらも、本質的な部分では擦れ違っています。そんな二人が遂に激突する―――というあたりが、今回の見どころだと思います。本編をご覧になっている方は、二人の結論に納得して頂けているのでしょうか。そうであれば嬉しいです。

　そしてこの十八巻で真希をクローズアップした訳ですので、続く十九巻ではゆりかがクローズアップされる事になります。長い時を経へてようやく真の魔法少女として完成したゆりかが、遂にダークネスレインボゥとの戦いを決意。物語の舞台をフォルサリア魔法王国へと移し、問題の根本的な解決に挑みます。ですがレインボゥハートとダークネスレインボゥは数百年にもわたって戦い続けている訳ですから、その解決は簡単ではありません。それにゆりかはどう立ち向かっていくのか、それが次の巻のお話です。楽しみにお待ち頂ければと思います。




　実はこのあとがきを書いているのはクリスマスイブの夜です。新年を目前に控え、ようやく年内の仕事も一段落、のんびりとした夜を過ごしています。こうしてのんびりしていると今年一年にあった事が脳裏に浮かびます。この一年は忙しかったので、思い返す事は沢山あります。

　昨年の今頃はアニメの脚本作りが本格化した頃で、私も月に何度か会議に参加していました。声優の皆さんとの初はつ遭そう遇ぐうも確かこの頃だった筈です。新人の声優さん達はみんな緊張して死にそうな顔をしていました。そして新人さん達だけでまとまって隅すみっこの方に居たりして。震える小動物的な可愛らしさというか初々しさがあった気がします。今の彼女達は経験を積んで成長し、それを失ってしまったのがちょっと残念だったりしなくもありません（笑）ともかく引き続きガンバレ、みんな。

　その少し後にイベントで発表があって。あの時だったかな。あぁ、アニメやるんだなぁって思ったのは。その後に音声の収録が始まると、脚本会議と両方出る兼ね合いで妙に忙しくなっててんてこまい。その合間に原作の小説をきちんと定期的に刊行し続ける事が出来るのかという危機もあったりして。結局なんとかなったんですけれども。だから夏頃かな、あの辺りが一番忙しかったんじゃないかな。放送開始もいつの間にか始まってたような感じで。ただ八月になるとアニメに関する私の仕事は徐々に減っていきまして、生活に余裕が出て来た頃に収録も最終回に。秋の訪れと共に私のアニメな毎日は終わり、普通の作家に戻りました。




　そして仕事が平常運転に戻ったのを機に、バイクの免許を取りに行く事にしました。新人の声優さん達の頑張りを見ていて、私も何か新しい事を始めてみたくなったのです。だから秋はバイクの教習に通いながら執筆をする毎日でした。やった事がない事を始めると多くの刺激を受け、生活に張りが出てきます。試験なんて普通に暮らしていると受ける機会はありませんし。久しぶりに根性を使った気がします。ただやはり年齢の問題か、幅の狭い板を渡る一本橋で試験に落ちました（笑）教官が言うにはバランス感覚に年齢が一番ストレートに出るんだとか。しかし一本橋はバランス感覚ではなく運転姿勢が重要だとも仰おつしや　っていまして。気にして姿勢よくしていたら、次の試験ではすんなりと成功しました。バイクの車種は冒険せずに基本に忠実に選びました。最近はそのバイクに乗って、遠くのラーメン屋さんによく出掛けています。趣味を兼ねた練習という訳です。




　しばらくしてバイクの運転に慣れた頃、十二月の『六畳間の侵略者』イベントがあって。久しぶりに関係者の皆さんとお会いできて楽しかったのですが、これで最後なのだという気持ちが湧き上がってきてちょっとホロリとした覚えがあります。あと七百人入れるという会場がファンの皆様で一杯になっている事にも感動しました。会場へいらっしゃった皆様、どうもありがとうございました。

　最後のイベントが終わると私は完全にアニメ化決定前の生活ペースに戻り、それから半月あまり。そして今こうして一年を振り返っている訳です。




　この一年で感じた事は、やっぱり人間は新しい事に挑戦すべきだろうという事です。アニメ然しかり、バイク然り。考えてみると、大人になってからは、誰かが面白いと保証してくれた事や、成功すると分かっている事しかやらなくなった気がします。情報に頼り過ぎるせいかもしれません。子供の頃は先の事など考えず、何にでも突っ込んでいって一いつ喜き一いち憂ゆう、色々な結末に出会っていたように思うのです。大人になるって、きっとこういう事なのでしょう。

　この小説をご覧になっている読者の皆様は大半が中高生との事ですので、ピンとは来ないかもしれません。ですがもうしばらく経って大人になって、生活がつまらなく感じ始めたら、結果を無視して何か新しい事を始める事をお勧めします。

　来年は何をやろうかな。年々体力が落ちているから、スポーツがいいかもしれません。格闘技でも習ってみようかな。それとも球技か。まだはっきりとは決めていませんが、また何か新しい事に挑戦してみるつもりでいます。




　そうそう告知らしきものを一つ。この巻が出た時に始まっているかどうかは分かりませんが、ＨＪ文庫がネット上に新しいサイト「読める！ＨＪ文庫」を立ち上げるようです。そこで六畳間の短編が定期的に掲載される予定になっておりますので、興味がある方はＨＪ文庫のサイトを覗いてみて下さい。多分、そこから辿たどれるようにしてある筈です（笑）




　ページ数が丁度いい感じになってきましたので、そろそろあとがきは終わりにしようと思います。最後にいつもの御ご挨あい拶さつを。今作の執筆に際して御ご尽じん力りよく頂いた編集部の皆様、イラストを担当して下さっているポコさん、そしてお買い上げ下さった皆様に深く感謝を申し上げます。




　それでは十九巻のあとがきで、またお会いしましょう。





二〇一四年　十二月

健速
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